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「はっ……ふっ……はっ……はっ……」

　ハルヒロは駆ける。息を弾ませて疾駆する。

　ちらりと振り返った。――いた。

　いる。いる。いる。追いかけてくる。

　やつらは目のところに穴があいた白い大きな布を被かぶっている。まあ、丈の長いポンチョのようなものだ。胴体があって、頭があり、腕と脚が二本ずつある。体型は人間にとてもよく似ている、と言ってもいいだろう。ただ、穴からのぞく目は一つしかない。

　やつ、じゃない。あくまで、やつら、だ。

　わざわざ数えるまでもない。人数は把握している。六人だ。槍やりを持ったやつが五人で、剣と盾を携えているやつが一人。槍は柄が白い以外は何の変哲もない槍だが、剣はやや紫色っぽい光沢を帯びていて、盾はまるで鏡のようだ。剣は故あって雷剣ドルフィン、盾はその見た目からミラーシールドと称されている。

　誰だれが呼んだか――いや、誰が、というか、最初に呼びはじめたのは彼らなのだが――教団員。槍持ちは一般教団員、略してパンキョーまたはパン助すけ、剣持ちはエリート教団員、略してエリ教またはトリさん。そんな呼び名が定着している。

「くっそ、だるっ……」

　ぼやきながらも、ハルヒロは足を緩めないで走る。全力疾走しつづけないと、パン助たちとトリさんに追いつかれてしまう。もしそうなったら、ハルヒロはしがない盗賊だ。袋ふくろ叩だたきにされて、ほぼ確実に瞬殺される。だから、逃げないと。

　逃げろ。今はとにかく逃げるのだ。しゃにむに逃げろ。逃げるしかない。

　濃い青と、わずかに赤みがかった青、紫、橙だいだい色、黄色や赤、それらの中間色がちりばめられた空の下、白い街並みをひたすら駆け抜けろ。――街。

　そう。ここは街か、少なくともそれに類するものだった。白い石で舗装された道の両側には、やはり白い石造りの箱みたいな建物が並んでいる。どれほどの偶然が奇跡的に重なったとしても、こんなものが自然にできあがることはない。明らかに誰かが、知性と意思を持つ何ものかが、造ったのだ。

「――ああ、もう……！」

　汗が右目に入って沁しみた。また振り向きたい衝動に駆られたが、我慢だ。余計なことをしないで、走れ。片目をつぶったまま、走れ。

「はっ……はぁっ……はっ……はっ、はっ……！」

　あの角だ。曲がれ。

　飛びこむように左折して、少し狭い道をさらに突っ走った。

　教団員たちの足音が背後に迫る。胃がぎゅうぎゅう締めつけられているかのように痛む。ハルヒロは、おおおおおおおおおおおお、と叫んだ。というより、叫ばずにいられなくて勝手に声が出た。上体が起きて反ってしまいそうになる。腕を振る。思いっきり振る。腿ももを高く上げたほうがいいのか？　そんなことをしたら疲れるだけか？　ああ、なんだかもう、よくわからなくなってきた。つらい。やめればよかった。――こんな作戦。

「天涯烈斬クラウンブレイク……！」

　来た。やっと来た。来てくれた。

　ハルヒロは足を止めずに振り返った。右手の建物の上から眼鏡をかけた神官服姿の男が飛び降りて、教団員に襲いかかる。トリさんだ。神官服姿の男はクッソ重そうな戦せん鎚ついを、トリさんの脳天めがけてズッゴーンと打ち下ろした。トリさんはパン助たちとは格が違うなかなかにハイレベルな剣士だが、この不意討ちはまるで予期していなかったようだ。まともに食らった。もちろん、あんな戦鎚で頭をぶん殴られたら無事ではすまない。教団員たちのポンチョ外がい套とうは耐刃性が高くて、衝撃もある程度は吸収してしまうが、あれはさすがに無理だ。トリさんは頭をぶっ潰つぶされて倒れ伏した。

　いきなりリーダー格のトリさんがやられて、パン助たちが浮き足立つ。

「――ここで……！」

　と、いかにもなイケメン声が高らかに響き渡った。襲撃は終わらない。

　六ろく芒ぼうが刻まれている鎧よろいを着た男が、神官服姿の男タダにつづいて宙に舞い上がった。

「え……」

　ハルヒロは思わず立ち止まった。なんで？　どうして舞い上がる必要が？　跳躍ジヤンプはいらないよね？　飛び降りるだけでよくない？　わかっている。そんな理屈が通用する人じゃない。重々承知しているが、それでも呆あきれてしまう。

「俺が！　華麗に決める……！」

　トッキーズを率いる聖騎士トキムネが白い歯をキラッキラ輝かせながら最高到達点に達して、そこから落下する。せっかくパン助たちを慌てふためかせることに成功したのに、台無しだ。パン助たちはトキムネに向かって槍を突き出した。やばい。まずいって。このままだと串くし刺ざしに――はならなかった。

「豹ひようのように舞い……！」

　トキムネは身体からだごと剣と盾を旋回させてパン助たちの槍を振り払い――、

「鯱しやちのように刺ぁーす……！」

　パン助Ａの頭を踏んづけ、蹴けって、パン助Ｂの頭に回し蹴りを見舞うと、地上に降り立って片目をつぶった。

「決まったな」

「……や、とりあえず刺してはないし」

　ハルヒロがツッコミを入れるのと同時に、神官服姿の男タダがパン助Ｃの土手っ腹に戦鎚をぶちこんで吹っ飛ばした。

「決めてないだろ……！」

「チッ、チッ、チッ」

　トキムネは悠然と舌を鳴らしつつ、首を振ってみせた。

「勝負はもう決まってるぜ？」

「クッ……！」

　路地から飛び出してきたポニーテールに眼帯にピタピタ気味の革ツナギというキッツイ恰かつ好こうをしたオッサンが、パン助Ｄの目穴に片刃の剣を突っこんだ。

「とぅ」

　さして遅れずに、装い的にはどう見ても魔法使いなのにびっくりするほどあれもこれも大きくて、杖つえと剣の二刀流――もはや二刀流とは呼べないような気も大いにするが――の女性、異名は巨きよ女じよさん、ミモリ、ミモリンが、パン助Ｅの横っ面をまず杖で一撃し、間髪を容いれずやはり目穴に剣をぶっ刺した。

「がんばデスヨー！　キルデムオー！」

　神官服を着た金髪碧へき眼がんの小柄な女の子が路地から顔を出して声援を送っている。アンナさんは顔や口は出しても、手を出すことはまずない。基本的には応援係だ。

「ヤッホォーイ！　俺ちゃんも俺ちゃんもお……！」

　稀まれにも見ないくらいチャラいその戦士は、おそらくトキムネの真ま似ねをして建物の上から跳んだ。そうして空中で踊るようなポーズをとったまではよかった。いや、よくはない。てんで無駄だ。チャラ戦士キッカワは、トキムネが頭を踏んで体勢を崩させたパン助Ａに躍りかかろうとした――のだろうが、ポーズを決めている間に、タダが「ふんっ」と戦鎚を振り上げた。パン助Ａはぶっ飛ばされて建物の外壁に叩たたきつけられ、キッカワのバスタードソードは見事に空を斬きった。

「あはあぁっ、タダっち！　俺ちゃんの獲物ぉ……！」

「うははははあ……！」

　そして、トキムネの回し蹴りで薙なぎ倒されたものの立ち上がろうとしていたパン助Ｂに、クズが飛びかかった。

「オレがオレがオレがあ……！」血に餓うえたクズの中のクズはパン助Ｂを蹴倒し、組み敷いてとどめを刺そうとした。「――スカルヘル万歳ッッッッ……！」

「どけ」

　タダがクズをドカッと蹴りのけ、振り上げた戦鎚をパン助Ｂの頭に容赦なく打ち下ろす。パン助Ｂの頭部はポンチョ外套の中で砕け散った。

「――ぬおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　クズ（ランタ）は座りこんで慟どう哭こくした。

　いや、まあ、泣いてはないけど。

「何だよぉぉぉぉ。オレがしとめようとしたのにぃぃぃぃ。馬ば鹿か野や郎ろうぉぉぉぉぉぉぉぉ」

「あ？」タダが返り血のついた眼鏡を左手の人差し指でくいっと押し上げた。「馬鹿野郎ってそれ、僕に言ってんのか？」

「……いえ、違います。ごめんなさい。マジで、マジで、すみません。違うんです、ほんとに。そうじゃなくて……こ、このとおり！」クズは素早く土下座した。「いわゆる一つの言葉の綾あやっつーか！　勢いっつーか！　決して本心じゃねーっつーか！」

「それならいい。今回だけは許してやる」タダは戦鎚を肩に担いだ。「次は殺す」

「へへぇぇぇぇぇぇぇー！　あ、あ、あ、ありがたき幸せ……！」

　アホか。

　――とは思うが、タダならためらいなくあの戦鎚でランタを殴打するくらいのことはやりかねない。謝っておいて正解だろう。

　まったくトッキーズは、様々な意味で規格外だ。

「ほぇー……」そのへんに隠れていたユメが目を丸くして姿を現した。「もう終わってしまったんやなあ。あっとゆう間やったなあ」

「……ほんとに」シホルはユメの後ろから、チラッ、チラッと様子をうかがっている。

「出番なかった……」長身のクザクが路地からぬっと出てきた。

「早すぎ……」メリイがクザクの斜め後ろでため息をついた。

「ま、俺らにかかればこんなもんだろ？」トキムネが白すぎる歯をキラリンッと光らせて指を鳴らした。「本番はこれから――だけどな？　ハルヒロ？」

「はい」ハルヒロは平常心でランタの背中を蹴った。「ほら、準備」

「いでっ。コルァッ！　たかがパルピロの分際で、このオレを足あし蹴げにしやがるとは――」

「んにゃっ」ユメが弓を構えて矢をつがえた。「来たやんかあ！」

　音だ。大きな音が近づいてくる。さっきハルヒロが曲がった角のほうだ。おいでなすった。巨女さんミモリンよりも、百九十センチオーバーのクザクよりも、上背がある。たぶん倍以上だろう。身の丈約四メートル。頭はライオンっぽいが一つ目の、白い巨人だ。

「カカカッ！　オレの腕の見せどころだな……！」ランタは故トリさんの雷剣ドルフィンを拾い上げた。「行っくぜえ！　いつもどおりのビリビリ大作戦……！」

「……そんな名前……」シホルが心底いやそうな顔をした。

「ぴょおっ！」ユメが放った矢は四メートル級白巨人の一つ目――には命中せず、顔の横をかすめていった。「――ふきゃあ！　惜しかったあ！」

　ハルヒロは、ふうぅ……と一つ息をついて肩の力を抜き、トキムネを一いち瞥べつした。

「じゃ、いつもどおりに」

「ははっ」トキムネは爽さわやかに笑ってハルヒロの背中を叩いた。「オッケーオッケー。いつもどおりにガチッとやろうぜ」

「デルム・ヘル・エン」ミモリンが杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えた。なお、抜き身の剣は左手に持ったままだ。「イグ・アルヴ」

　元戦士で、いまだに白兵戦のほうが得意らしいが、現在は魔法使いだ。炎熱魔法アルヴマジツクの初歩中の初歩、火炎弾フアイアボール。魔法生物エレメンタルが拳こぶしよりは大きな火球となって、白巨人のほうへひゅるるると飛んでゆく。白巨人はよけようとしない。火球は白巨人の胸にぶちあたって、しゅっ……と消えた。

「踏み潰されるな！」ハルヒロはそんなの誰だれでもわかってるよなと思いつつ指示を出してから、クザクに視線を送った。「クザクは前に。――あとはトッキーズ、前線構築、お願いします」

「任せろ！」トキムネは剣を握ったままの右拳で盾をガンガン叩いて前進する。「キッカワ、イヌイ、タダ、派手にやるぞ！」

「ウイッスー！」

「クッ……やむをえん……！」

「おう。僕が最強だって見せつけてやる」

　トキムネにキッカワが、イヌイが、タダが、それからクザクは無言でつづく。

　ハルヒロは膝ひざを揺らすように上下させた。移動はしない。ユメ、シホル、メリイはハルヒロのすぐ後ろに陣取った。アンナさんとミモリンもそばに来た。

　今の自分は眠そうな目をしているに違いない、と思う。呼吸は乱れていない。気持ちもまあ、おおよそ落ちついている。

　トキムネ、キッカワ、イヌイ、タダ、クザクは、できるだけ間隔をあけて横並びになった。といっても、この道は決して広くない。幅は三メートル少々といったところだろう。もっと大きな通りを選ぶべきだったか？　ただ、それはそれで、教団員たちを待ち伏せして一挙に殲せん滅めつするのに都合がよくない。

　今回は教団員らと白巨人がグループを形成していたので、大きく分けて二つの選択肢があった。

　諦あきらめるか、一計を案じるか。

　ハルヒロたちだけなら、当然、前者をとる。ランタ（クズ）がどんなにやかましくても、ハルヒロがリーダーとしてなけなしの強権を発動し、その場を立ち去るところだ。

　幸か不幸か、トッキーズと行動をともにしているものだから、そうは問屋が卸さない。ハルヒロが、危ないんでやめときましょう、と言って、おとなしく引き下がってくれるトッキーズではないのだ。結局、一計を案じてハルヒロが囮おとりになり、逃げ回って教団員たちと白巨人を分断。先に教団員たちを始末した上で、白巨人を料理することにした。

　まあ、慣れてはいる。

　未踏地帯、通称ＮＡ、そしてこの黄昏世界ダスクレルムを発見してから、早一ヶ月半。

　いろいろなことがありました。

　ありすぎたくらいです。

　いや、そうでもないかな？

　あるか。うん。あった。

　少なくとも、ハルヒロ基準ではやたらと濃い一ヶ月半だった。

　その原因の半分ほどはトッキーズにある、といっても過言ではないだろう。

　何しろ、ここを一緒に発見――入口の第一発見者はハルヒロたちなのだが、一般的にはあのお笑いトッキーズと、ついでにあのゴブリンスレイヤー・ハルヒロ以下が発見した、ということになってしまっている――した仲だし、図らずもお互いの結びつきが強まるような出来事もあったし、やっぱりハルヒロたちだけでは不安でもあったので、示しあわせなくても気がついたらなんとなく、合同で黄昏世界ダスクレルムに通うような形になっていた。

　で、あんなことも、こんなこともあった。毎日のように、ときには日に何回も事件が起こった。だって、めちゃくちゃなんだよ、トッキーズこの人たち。

　それとも、常識人を自任しているハルヒロが実はおかしいのだろうか？　トッキーズが普通なのか？　本気で悩んだりもしたが、馬鹿馬鹿しい。

　トッキーズがおかしくて、ハルヒロはまともだ。ランタあたりはともかく、ハルヒロたちとトッキーズとの間には深遠で広大な埋めがたい溝がある。いや、埋めがたい、というか、埋められない。無理だ。無理、無理。そう考えるようになってからは、逆にちょっと気が楽になった。ちょっとだけ、だが。

　どうせ埋められないのだから、埋める努力なんかしなくていい。しても無駄だ。

　なんでそうなのか、と思わないようにする。どうしても思ってしまうのだが、頭を悩ませない。しょうがないのだ。こういう人たちなのだから。そういうものだと受け止めて、理解だけしておけば、こんなときはたいがいこうくるだろう、こうなるだろうという予想はつく。いちいち腹を立てたり、そんなに驚いたりしなくてすむ。

　あとは、無能では決してない人たちなので、うまく使う。

　実際、戦力的には、攻めに偏りすぎてはいるものの、なかなかすごい。とくにトキムネとタダは、一級の攻撃役アタツカーだ。トキムネは聖騎士だからいいとしても、タダなんて元戦士とはいえ今は神官なのに……。

　ともあれ、トッキーズとうまくやれさえすれば、ハルヒロのパーティだけではできないことができる。死地と思えるような局面を打開することも不可能じゃない。

　それからある意味、これがもっとも重要なのだが、稼げる。儲もうけをトッキーズと折半しても、ハルヒロたちだけでこつこつ地味に地道に励むより、よっぽど効率がいい。

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　シホルが暴威雷電サンダーストームを発動させ、稲妻の束をぜんぶ白巨人に命中させた。けっこう凄すさまじい音がして、白巨人は全身を震わせた。足が止まった。でも、すぐに歩きはじめる。歩くといっても白巨人は図ずう体たいがでかい。脚も長い。大おお股またでどんどん近づいてくる。

「ヘイヘイヘーイ！」トキムネが剣で盾を叩いて挑発する。「カモンカモンカモーン！」

「ご・ご・ご・ご……！」白巨人がトキムネめがけて拳を突き下ろした。

「――ヒラリッ」トキムネは跳びすさってよける。

「ご・ご……！」白巨人はふたたび拳を繰りだした。

「ヒラッ」トキムネは身をひるがえして躱かわす。

「ご……！」白巨人は両手をのばしてトキムネにつかみかかった。

「ウェーイ……！」トキムネは後方宙返りをして逃れる。

「らあ！」すかさずタダが白巨人の腕を戦せん鎚ついで殴りつけた。

「ご・ご……」白巨人は手を引っこめて、タダに一つ目を向けた。

　タダは、わざとだろう、戦鎚を悠然と肩に担ぎ上げて、左手の中指を立ててみせた。かかってこいよクソッタレ、といったところか。白巨人にそのジェスチャーが通じたのかどうか。そのあたりは不明だが、白巨人はぐっと膝を曲げて腰を沈ませた。跳び上がろうとしている。

「下がれ！」

　ハルヒロは言うまでもないだろうと思いながらも念のため、声を張りあげた。これくらいみんなわかるだろう、だから省略、やらなくていいや、わかってるよバーカとか思われたくないし――とつい考えたくなるが、馬ば鹿かとそしられても、うざがられても、やれることはやっておく。それがハルヒロのスタンスだ。

「オーラァイ……！」

　トキムネ以下、タダ、キッカワ、イヌイ、クザクの前線構築組が一斉に後退する。ほぼ同時に白巨人が大ジャンプ。

「ファラオッ……!?」キッカワが奇声を発した。――何だよ、ファラオって。

　白巨人は七、八メートルほども跳んで、地響きを立てて着地した。誰も踏み潰つぶされはしなかったが、後退のタイミングが少しでも遅れていたら危なかったかもしれない。

　今だ。ハルヒロがそう号令をかけるまでもなかった。

「――しゃああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　路地に身をひそめていたランタが、雷剣ドルフィンを振りかざして白巨人に突撃する。

　ランタは斬きりつけるというより、ぶっ叩たたいた。

　狙ねらうは白巨人の右足だ。

「ごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁごるぁっ……！」

　息もつかせぬ連打、連打、連打だ。

　白巨人は雷剣ドルフィンで打たれるたびに、ごくごく短い間だが、巨大石像めいたその身体からだを痙けい攣れんさせる。

　これぞビリビリ大作戦。

　ひどいネーミングだ。

　名前はともかく、この戦法はきわめて有効で、こうやって動きを止めることにより白巨人を打ち倒すチャンスが生まれる。あくまで、チャンスが生まれるだけだ。ここから先は純粋な火力というか、破壊力勝負になる。

「タダさん……！」

　ハルヒロが呼びかけると、タダは舌先で唇をぺろっと舐なめて突進した。

「皆まで言うな。僕の力を見て昇天しろ」

　や、昇天は絶対しないです――と呟つぶやきたい気持ちをぐっと抑えた。トッキーズ相手にいちいちツッコんでいたら本当に身がもたない。

「今、必殺の――」タダは助走をつけて前方宙返りをし、両手持ちした戦鎚を白巨人の左ひだり膝ひざにぶちこんだ。「輪転破斬サマーソルトボムッッッ……！」

　でも、マジすごいっす、タダさん。

　タダの戦鎚は白巨人の左膝にめりこんで、大量の破片を飛び散らせた。

「うがうがうがうがうがうがうがうがうがうがうがうがうがうがうがうがぁぁぁ……！」

　その間もランタは雷剣ドルフィンを振るいつづけ、白巨人をビリビリさせている。

　タダは一つ息をつくと、眼鏡の位置を直しながらゆったりと白巨人から離れていった。

「ちょちょちょちょちょちょちょ！」ランタが雷剣ドルフィンでガツガツガツガツ白巨人の右足を叩きつつ、タダに顔を向けた。「急いで急げって、これけっこうきついんだっておい、しゃれになってねーぞクソ！　ぐおおおおおおおおおおおおおお……！」

　タダは首を傾けて戦鎚をぐるんと回した。

「クソって言ったか？」

「いいい言ってねーっす！　空耳っす！　空耳！　ぬおあああああああああああ……！」

「そうか。で、きついのか？」

「きききききつ、きつきつきつきついっす！　早くしてマジでマジでもう一発！」

「知ったことか」

「はあああああああああああああああああああああああああ……!?」

「おまえがきつかろうと、僕の知ったことじゃない」

「うぉおおおおおおおおおい、てめえ……！」

「てめえ？」

「タダさん……！　タダ様……！　タダ大明神……！」

「冗談だ」

　タダはニヤッと笑って駆けだした。――うん。

　わからない。タダ・ジョークは常に理解不能だ。

「あはっ！　最高！　タダっちのシュール・ギャグ！」

　そんなことを言って笑っているのは社交スキルが超絶しているキッカワだけだから、トッキーズの面々にさえタダ・ジョークは通じていないのだろう。ちょっと安心する。あれで爆笑するような人たちだったら、いくらなんでも付き合いきれない。

「くあああああくあああくああくあああくあああああくあああああうおおおおああああ」

　ランタは断末魔の叫びのような声をあげながら、最後の力を振りしぼって雷剣ドルフィンで白巨人の右足を叩きまくっている。

「そういえば――」タダがまた前方宙返りから輪転破斬サマーソルトボムを決めた。「ぜんぜん必殺になってないじゃねーか、これ……！」

　今度は右膝だ。ズッゴォーンといった。

　タダはランタがまだがんばっているのをちらっと見て、二発、三発と追い撃ちを食らわせた。

「ユメっ！」

　ハルヒロに名を呼ばれて、ユメが「にゃいっ！」と矢を射はじめた。

　弓術スキル、連射つらなれ。間断なく合成弓コンポジツトボウに矢をつがえては放つ。放つ。放つ。

　イヌイも狩人かりゆうどだし弓を持っているのに、使っているところを見たことがない――ような気がする。

　ふとそんなことを思った。今度、機を見て言ってみようか。弓、使わないんすか。いや、使えないんすか、のほうがいいかも？　イヌイはキレるかもしれない。でも、奮起してくれるかもしれない。するかな？　微妙か。イヌイだし。

　ユメは短時間に六本の矢を射て、うち二本を白巨人の一つ目に命中させた。狩人なのに弓矢が苦手なユメにしては上々の結果だ。

「――くぁっ！」ランタがよろめくようにあとずさった。「限界……！」

「グッジョブ、ランタ！　いいケツノアナしてるデショー！」

　アンナさんの褒め言葉はわりと効く。さすが、トッキーズのマスコット兼アイドルだ。まあ、よりにもよってケツノアナを褒めるのはどうなんだろうと思わなくもないけど。

「いよっし！　あとは任せろ！」

　トキムネの声が降ってきた――って、いつの間に。

　さっきまで道にいたはずなのに、トキムネは向かって左側の建物の上にいる。

「てぁあっ……！」

　飛び立った。

　というか、跳び移る。建物の屋上から、白巨人の肩へ。

　ランタが力尽きて、雷剣ドルフィンによるビリビリは終わっている。

「ぐ・ご・が・ご……！」

　白巨人は一暴れしようとした。その前に、トキムネの剣が白巨人の一つ目に突き立てられる。トキムネは刺しただけじゃない、搔かき回した。

「出たよ！　トキムネさんのデッドリースキル、セント・アルペジオ……！」

　キッカワが何か言っているが、なんでよりにもよってアルペジオなんだよとか考えはじめると夜も眠れなくなるので聞かなかったことにしたい。いやでも、ほんとアルペジオって何なんだよ。奏法かよ。

「とゃっ！」

　トキムネはすぐさま白巨人から飛び離れて、ふたたび建物に戻った。

　ユメの矢とトキムネのセント・アルペジオとやらで、一つしかない目玉を大いに傷つけられた白巨人はたまらない。

「後退……！」

　ハルヒロは叫びつつ、自分も下がった。ユメたちやランタ、トキムネ以外の前線構築組も白巨人から距離をとる。トキムネだけは別だ。建物の上で文字どおり高みの見物を決めこんでいる。

「ご・ご・ご……！」

　白巨人は両腕を振り回しながらよろよろした。なんとかしてハルヒロたちに襲いかかりたいのだろうが、やつは目が見えない。加えて、両りよう膝ひざにダメージを受けている。白巨人はトキムネがいるのとは逆側、右手の建物に倒れこんだ。外壁が、崩れはしなかったものの、いくらかは破損した。

「ご・ご……！」

　白巨人は体勢を立てなおそうとするも、何せ踏んばりがきかないのでうまくいかない。転びそうだ。

「攻め――」

　ハルヒロは言いかけて口をつぐんだ。タダはもう迸ほとばしるように駆けている。白巨人は転倒まではしなかったが、片膝をついた。タダはその膝に向かってすっ飛んでいった。前方宙返りからの――、

「輪転破斬サマーソルトボムッッッ……！」

　一撃というか、もはや爆撃だ。二発目の輪転破斬サマーソルトボムを食らった白巨人の左膝は、半ば破壊された。あれではもう立てないだろう。

「ご……！」

　白巨人はタダをつかまえようと手をのばしたが、かすりもしない。

「さすがだな、僕……！」

　タダは自画自賛しつつ、逃げるどころか白巨人の右手を戦せん鎚ついでガツーンと殴打した。それでタダの居場所を察知した白巨人は、さらに左手を差し向ける。タダはこれも戦鎚でゴツンッと打ち返す。

「僕に勝とうなんて！　百万年！　早い……！」

「やることねー……」

　クザクがぼやいた。――さて、それはどうかな……？

　ハルヒロは振り返った。こういうこともあったりするので、一切気を抜けない。

　道の向こうから、数人のパン助が槍やりを構えて走ってくる。

「敵増援！　パン助、数は三！　クザク、キッカワ、イヌイさん……！」

「――うっす！」

「オッケーちゃんよお！」

「クッ……やらいでか……！」

　ただちにクザクとキッカワ、イヌイが前線構築組から外れて、ハルヒロたち後衛組の脇わきを駆け抜け、増援への対処へと向かう。メリイはそっちにちらっと目をやったが、すぐさま白巨人に視線を戻した。この黄昏世界ダスクレルムには光明神ルミアリスの力が及ばず、光魔法が使えない。シホルの護衛くらいしかやることがなくても、メリイは集中している。

　そこは心配していない。メリイは本質的に真ま面じ目めすぎるほど生き真ま面じ目めだ。それだけに、やるべきことをきっちりやった上で、これでいいのか、もっとできることはないのかと思い悩むようなところはある。そのへんは注意してケアしないといけない。当然、リーダーとして、だ。それ以上、それ以外の感情はない。皆無だ。ゼロです、ゼロ。

「ここらで一発、気合い入れるデショー！　ファイオーッ……！　デスヨネー……！」

　アンナさんのありがたい活が入った。

「デルム・ヘル・エン・リグ・アルヴ！」

　ミモリンが杖つえでエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを詠唱した。火炎柱フアイアピラー。元戦士の魔法使いミモリンにとっては最強の魔法だ。白巨人の足あし許もとに火柱が立った。といっても、それはミモリン自身より小さくて、むしろかわいらしい。相手がでっかい白巨人だし、あまり効果はないと思う。炎熱魔法アルヴマジツクの使い手を目指しているのなら、爆発ブラストの魔法くらいは習得したほうがいいんじゃないかな？　盗賊のハルヒロが、というか、別パーティのハルヒロが口出しするようなことでもないだろうし、ミモリンとは関係がちょっと複雑といえば複雑なので、思うだけで言っていない。たまに言いたくなっても、やっぱり言えない。

「オーム・レル・エクト・エル・ヴェル・ダーシュ……！」

　シホルも影響きシヤドーエコーの魔法で三つの影のエレメンタルを飛ばして白巨人にぶちあてた。ダメージは微々たるものだろうが、この局面での魔法はあくまで掩えん護ごだ。

「……ふー」ランタがハルヒロの隣まで来てしゃがみこんだ。

「お疲れ」ハルヒロはランタに一声かけながら、あっちもこっちも見る。

　同時に、膝をやわらかくして、いつでも動けるようにしておく。おかげでこういう際のハルヒロは、ちょっと前傾姿勢で膝を曲げ、両腕はだらっと垂らして、しかも眠そうな目できょろきょろしているという、傍はたから見ればたぶん、「大丈夫かあいつ」と思わずにいられないだろう様相を呈している。見栄えが悪いことはハルヒロ自身わかっているが、これが最善の体勢なのだからしょうがない。かっこよさは諦あきらめている。とにかく、実用重視だ。ハルヒロは、たとえばトキムネのようにはなれない。

　そのトキムネが、クザクらよりも早く敵増援に躍りかかった。

「真！　空中殺法……！」

　建物から建物へと屋根の上を駆け渡り、そこから跳んで、見事、パン助Ｆの頭にキックをぶちかましたのだ。そうしてパン助Ｆを吹っ飛ばして着地するなり、パン助Ｇの槍を盾で払って目穴を剣で突いた。間を置かず、パン助Ｈに詰めよって盾打バツシユ、二段突きダブルスラストを叩たたきこむ。パン助Ｈは身をよじってなんとか目穴への致命傷を避けたが、たじたじだ。やっとクザクら三人が駆けつけたころにはもう、勝勢は揺るがなくなっていた。

　トキムネは強い。調子に乗ったときはめっぽう強いし、危地に追いやられても強い。ようするに、いつでも強い。カリスマ性もある。人柄もいい。

　欠点といえば、衝動的で、独断専行というか、勝手気ままなところだろうか。

　とはいえトッキーズは全員、その傾向がある。似た者同士が反目、反発しあうこともあるが、トッキーズの場合、それはない。みんな仲よく楽しそうにやっているから、うまくいっているのだろう。

「ご・ご……！」

　白巨人が目測を誤るか何かして、ほとんど這はうようにして建物に突っこんだ。いや、見えていないはずなので、目測もへったくれもないか。

「木で偶くの坊ぼうが……！」

　タダがここぞとばかりに戦鎚で白巨人の左ひだり肘ひじを連打して、半ば破砕した。これで白巨人は左の膝と肘に甚大な打撃を被こうむったことになる。さらにタダは白巨人の右足、くるぶしのあたりにガガーンと戦鎚を浴びせ、つづけざまに右足の踵かかとも砕き削った。右膝にも一発もらっているから、白巨人の動作はかなり制限される。ハルヒロはうなずいた。

「ランタ。もう一回、出番だ」

「ケッ」ランタは立ち上がって首を左右に曲げ、肩を回しながら深呼吸をした。「しゃーねえなあ。やってやらあ！」

「タダさん……！」

　ハルヒロが合図を送ると、タダが下がって代わりにランタが前に出た。

　タダは路地に入ってゆく。建物の屋根に登るつもりだろう。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　ランタが雷剣ドルフィンで白巨人を打つ。打つ。打つ打つ打つ打つ打つ打つ打つ打つ。

　トキムネたちは敵増援を撃滅し終えたようだ。こっちに引き返してくる。

　タダが建物の屋根から前方宙返りをした。しかし、あんな危ないこと、よくできるよなあ。今さら驚きはしないが、感心してしまう。

「超級ウルトラァッ！　輪転破斬サマーソルトボムッッッッッッッ……！」

　タダの戦鎚はものすごい勢いで白巨人の首筋にぶっこまれた。

　いろいろ試してみたのだが、白巨人の急所は第一に一つ目、それからあの首根っこだ。というか、実は身体からだの前面に比べて、背面は皮膚がいくらか薄くてやわらかい。とりわけうなじ一帯は打撃に弱いだけではなく、その奥に人間でいう脊せき髄ずいのようなものがあるようだ。部位的に狙ねらうのは難しいが、そこへの攻撃はすこぶる効く。

「いいぞ、ランタ……！」

「――わかってるっつーの……！」

　ランタが白巨人から離れる。タダは輪転破斬サマーソルトボムのあと、地面に落下する恰かつ好こうになったものの、ちゃんと受け身をとったようだ。

　白巨人がぐったりして俯うつぶせに倒れた。こうなったらハルヒロがけしかけるまでもない。

「シャーッ！　パーティータァーイム！　デスヨネー……!?」

　アンナさんが宣言すると、まずミモリンが白巨人の背中によじ登りはじめた。すぐにトキムネがミモリンを追い越して、これにキッカワ、イヌイがつづいた。クザクはやや遅れた。ランタ、それからタダも、白巨人に殺到して殴る。突く。ハルヒロも加わりたくなったが、こらえた。必要ないし、また教団員が現れるかもしれない。別の白巨人が寄ってくる可能性だってある。ハルヒロとユメ、シホル、メリイは予備人員として、この無慈悲な宴には加わらない。アンナさんには引きつづき応援してもらう。

　頭は常に冷たくしておく。

　もちろん、一か八かの賭かけに出ないといけない場面もある。そうなったら、冷静な思考より直感と熱狂に身を委ゆだねて瞬発力に望みを託すしかないだろう。

　でも、そんな状況を招きたくはないし、そのためにはやはりできるだけ落ちついていないといけない。

　つまんねーやつだよな、とランタにはよく言われる。ハルヒロも自分がおもしろみのある人間だとは思わない。つまらない、と言われれば、たしかにそのとおりなのだろう。

　性格は地味。顔も並。中の中か、中の下か。背も高くない。切れ者然としているわけでも、能ある鷹たかは爪つめを隠す的な実力者なわけでもない。良く言えば、中庸。まあ、普通。

　ただ、普通でいいです、と卑下しないで思える今の自分は、わりと嫌いじゃない。

　もっとも、自分は普通で、この先も普通だろうし、特別な存在にはなれないし、なりたいとも考えていないが、現状に満足しているわけではなかったりする。

　一歩一歩、というのは高望みだろうから、半歩ずつでいい。四分の一歩でもかまわないので、昨日より今日とまではいかなくても十日後には、ほんのちょっとでいいから、前に進んでいたい。

　なんとなく、できている、という手て応ごたえがある。

　だから、自分を嫌いにならずにすんでいるのかもしれない。

　――おれ、がんばってるよね？

　しかも、結果が出てるし、てことは報われてるよね？　報われてるってことは、恵まれてるわけだよね？　それってかなり幸せだよね？

　もう二度と会えないマナトやモグゾーに、空を見上げて、おれたち、相変わらずやってるよ、と報告できる。これって、すごいことじゃない？

　すごいことだと思うんだよ。

　ハルヒロは眠そうな目で無慈悲なパーティータイムを見守りつつ、あちこちに目を配って新手が来ないか警戒しつづけた。どんなに有利な形勢でも、たとえ勝負が決まりつつあっても、何かが起こって一気にひっくり返るかもしれない。そのときはそのとき、と割りきるしかないこともあるが、そんな決断はできるだけ避けたいところだ。
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　白巨人は首筋から後頭部をだいぶ破壊されて、すでに動かない。死んでいるようだ。

　もっとも、四メートル級白巨人の処理はここからが大変だったりする。面倒で手間だが、見返りは大きい。最初期はただでかくて邪魔で危険なだけだから、見かけたら逃げろという扱いだった白巨人だが、クラン・オリオンのシノハラらがその体内に未知の金属が凝集している器官が複数存在することを発見し、この情報を誰だれかが広めて以来、義勇兵たちにとって狙い目の標的になった。

　ちなみに、それも最近じゃなくて、一ヶ月近く前の出来事だ。

「――虹にじ色輝石ッ！　とったぜえ……！」

　ランタが馬ば鹿か声で叫んで、その名のとおり虹色に輝く直径十五センチほどの球体を掲げた。ハルヒロが知る限り、虹色輝石と称される白巨人特有のあの器官はだいたい拳大程度なので、あれは大物の部類に入る。

「イヤッハァー！　俺ちゃん俺ちゃん俺ちゃんもー！　ゲェーットだよお……！」

　すぐにキッカワも、片目をつぶって舌を出しながら虹色輝石を高く差し上げた。二個目は十センチくらいだろうか。それでも小さくはない。

　結局、白巨人からとれた虹色輝石はその二つだけだったが、教団員たちのポンチョ外がい套とうをひん剝むいて探ると、小粒の虹色輝石が嵌はめこまれた装身具をいくつか見つけることができた。こっちの虹色輝石は丹念に研磨されているので、小さいわりに価値が高い。

「まあ、六ってとこか」

　トキムネが白巨人の遺い骸がいの上で白い歯をキラキラさせて笑った。まぶしいなあと思いながら、ハルヒロは首をひねった。

「やあ……五くらいじゃないですかね」

「そんなもんか」

「たぶん」

　五ゴールド。ハルヒロたちとトッキーズで折半して、二ゴールド五十シルバー。六人で割って、四十一シルバーとちょっと。悪くない稼ぎだ。というか、何ヶ月か前には想像もできなかったような、なかなかすごい儲もうけだ。

　慣れちゃいけない、と思う。これがあたりまえだとは考えないようにしないと。

　白巨人の遺骸はうっちゃっておくしかないが、教団員たちの屍しかばねは一応、道の脇わきに寄せて、ハルヒロたちとトッキーズは移動を開始した。

　間もなくすれ違った。

　教団員でも、白巨人でもなく、人間と。いや、人間たちと。

　もっと言えば、義勇兵たちと。

「お」

　一言でいうと、先頭の狩人かりゆうどは、いやな感じ、だ。

　皮革製の上下を着て、羽根飾りのついた帽子を被り、弓と矢筒を背に負っている。年の頃ころはハルヒロたちよりいくらか上だろう。狐きつね目めで、唇がゆがんでいる。

「ゴブリンスレイヤーとお笑い集団じゃんか」

「……どうも。クズオカさん」

　ハルヒロは軽く頭を下げた。先輩の中でも、ここまでさん付けしたくない義勇兵もめずらしい。付き合いらしい付き合いがあるわけではないのだが、因縁はある。

　クズオカはグリムガルに来たばかりのモグゾーをスカウトし、金だけ奪って捨てた。

　ランタが「チッ……」とこれ見よがしに舌打ちをすると、クズオカが目をすがめて「ああん……？」と凄すごんでみせた。クズオカに率いられている戦士、盗賊、魔法使い、神官、それから暗黒騎士は、また始まった……とでも言いたげな表情だったり、無関心そうだったり、おもしろがっている様子だったり、五者五様だが、いずれにしても友好的な雰囲気とは程遠い。

「やあ、どもどもクズオカさぁーん」と、キッカワが割って入ってきて、馴なれ馴なれしくクズオカの肩を叩いた。「久しぶりっすね、元気っすかクズオカさぁーん。調子とかってどぉーよ？　みたいなあ？」

「てめっ、さわんじゃねーよ、クソッカワ！」

「え？　何、何？　俺ちゃんってばクソかわいい？　いやあ、そうだと思ってたけど」

「んなこと言ってねーんだよ、ぼけっ」

「いやいやいや、やだなあ、照れることないじゃないっすかクソオカさぁーん、あ、間違った、クズオカだった！　メンゴメンゴ！　俺ちゃん、反省！」

「ぜってー反省なんかしてねーだろ！」

「うん！　してないっす！　てへっ」

「むかつくなあ！　どけ、死ね！　殺すぞ、こらっ！」

「そいつは無理だな」トキムネが爽さわやかな笑みを浮かべて言い放った。「おまえのこと、よく知らないけど、俺より弱いってのはわかる。試しにやってみるか？」

「や、やらねーよ！」クズオカはキッカワを押しのけると、仲間に「行くぞ！」と声をかけてずんずん歩いてゆく。遠ざかりながらも、ぶつぶつと悪口らしきことを呟つぶやいているあたり、さすがはクズオカだ。

「あいつ」ランタは地面を蹴けった。「あんなに性格悪くて、よくパーティのリーダーとかやってられるよな。信じらんねーよ」

「うん……」ハルヒロは首筋を撫なでた。「おまえが言えた義理じゃないけどね……」
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　黄昏世界ダスクレルムには昇って沈む太陽がなく、朝も夜もない。磁石が用をなさないので、方角もわからない。それも不便だということで、オリオンのシノハラがある提案を行った。始まりの丘から見渡すと、遠くに柱状の物体がそそり立っている。自然物とはとても思えない形と大きさなので、たぶん、何ものかの手によって築かれたのだろう。その方向を、便宜的に北と見なそうというのだ。異論は出ず、皆、これを受うけ容いれている。

　始まりの丘の東で、植物が密生する谷間と、その底に澄んだ水をたたえている泉を見つけたのは、ララ＆ノノという二人組の義勇兵だった。

　ついでに、ハルヒロたちから五日遅れで、ワンダーホールのグリンブル鉱道に出現した穴を発見して黄昏世界ダスクレルムに到達したのも、このララ＆ノノだ。さらに、ララ＆ノノは、あのコウモリ似の生物リーコモをグレムリンと命名。リーコモという名称はもはや、まったく使われていない。ハルヒロたちでさえ、グレムリンと呼んでいる。

　ララ＆ノノは、グレムリンたちが卵を産みつけているとおぼしき場所を卵倉ストレージ、その先をグレムリン共同住居フラツトと名づけた。当然、ハルヒロたちも今となってはそう呼んでいる。ララ＆ノノは商売っ気が旺おう盛せいのようで、オリオンや鉄拳隊アイアンナツクルといった有力なクランを黄昏世界ダスクレルムに案内し、金をとったりもしたらしい。

　ララ＆ノノはまめで、綿密でもあるようだ。グレムリン共同住居フラツトを隅々までくわしく探索して、黄昏世界ダスクレルムとはまた別の、始終真っ暗で朝が来ない異世界、夜の世界ナイトレルムへの入口を見いだしたりもした。

　なお、夜の世界ナイトレルムのほうはまだ、ほとんど手つかずだという。何しろ暗すぎるし、入ったまま帰ってこない義勇兵もいるとか、いないとか。どうやらかなり危ない場所らしいが、ララ＆ノノがひそかに調査を進めているんじゃないかという噂うわさはある。

　そんな風聞にもなんとなく真実味を感じてしまう今日このごろ、黄昏世界ダスクレルムは義勇兵たちにとって、今一番ホットな狩り場だ。

　あっという間にそうなってしまった。

　ハルヒロは天幕の前で水筒から一口水を飲んで、ため息をついた。

「すっげーよなあ……」

　ララ＆ノノが見つけた始まりの丘の東にある谷周辺には、十どころか数十の天幕が並んでいる。大半はハルヒロらやトッキーズのように黄昏世界ダスクレルムに滞在している義勇兵たちのものだ。あとは、義勇兵相手に商売をしている連中――移動食堂、移動酒場、鍛か冶じ、湯屋、買取商、ヨロズ預かり商会の出張所、果ては……いわゆる春をひさぐ人たちもいるらしい。そうした人たちの天幕が谷の近くに陣取り、義勇兵の天幕がその外側を取り巻いて、ちょっとした集落を形成しているのだ。

　黄昏世界ダスクレルム義勇兵団居留地、と呼ばれている。

　噓うそだ。

　そんな大仰な名前を口にする者はめったにいない。居留地。それが通称だ。

　ここには夜が来ない。ある意味、時間がないから実感はないが、外の世界では真夜中だろう。アンナさんが機械仕掛けの時計を持っているので、ハルヒロたちはその時刻を頼りに朝、起きて、昼間に活動し、夜はできるだけ寝ることにしている。

　ハルヒロもそうしたいのは山々なのだが、実は不眠気味だ。それでこうやって一人、天幕の外にうずくまってぼうっとしている。

　ランタの鼾いびきが聞こえる。眠れないよなあ、と思う。

　移動酒場で酒盛りをしている義勇兵たちの声が、やけにやかましく感じられる。

　まったく眠れそうにない。

「……やっぱりこう、暗くならないっていうのがね」

　神経質なのだろうか？　ランタのように無神経ではないはずだが、神経過敏というほどではないつもりだ。

「一人で暮らしたいな……いつか……」

　常に誰かが周りにいるというのは、どうにも耐えがたい。たまに苦しくなる。それなりの頻度で。わりと大きな夢だが、一人で部屋を借りて住みたい。

「あーいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだもうやだ……」

　顔を伏せてぶつぶつ言っているうちに、ちょっとすっきりしてきた。

　現実的になろう。だいたい、部屋を借りるといっても、しばらくオルタナに帰っていない。寂さびし野の前ぜん哨しよう基地や居留地では天幕暮らしだ。移動のことを考えても、天幕の数は極力減らしたい。現状の男組、女組で一つずつ、合計二つがベストだろう。そんなことはわかっているのに、なぜときどき、無性に一人になりたくなるのか？

　思いあたる理由はなくもない。

　リーダーという、根本的に向かない役回りを務めていることもあって、というか大部分はそのせいで、やっぱりみんなに気を遣う。

　仕事中はまだいいのだ。考えること、やることがいっぱいあって、それどころじゃない。でも、なんとか一日が終わって役目から解放されると、すべてが重くのしかかってきて、息が詰まる。

　放り投げたい、とは思わない。逃げだすつもりもない。

　ただ、きつい。

　何一つとして捨ててはいけないし、捨てる気はさらさらないが、つらいのだ。自分には分不相応で、力不足だと思わずにいられない。それでも、やるしかない。

　泣き言も禁物だ。仲間に心配をかけたり、波風を立てたりしたくない。パフォーマンスに影響しかねないし。

　とにかく気を遣っている。仲間にも、トッキーズにも。気を遣わないわけにはいかない。それで疲弊しているのだ。

　一人になりたい。

「ま、なってるわけだけどさ。一人に……」

　そうだ。念願叶かなって、今は一人だ。ハルヒロは立ち上がった。ちょっと歩こう。

　自分たちの天幕から離れて谷のほうに向かった。昼も夜もないので、移動食堂にも移動酒場にも客がいる。義勇兵がちらほら歩いていたりもするが、ハルヒロは彼らの目にとまらないようにこそこそと移動した。居留地には大勢の義勇兵が集まっている。とはいえ、二百人も三百人もいるわけじゃない。おおかたの義勇兵とは顔見知りだが、みんな先輩だし、ハルヒロたちは基本的に揶や揄ゆされる対象だ。声などかけられて世間話をする羽目になったら、まず不愉快な目に遭う。それに、今は一人でいたい。

　移動酒場で鉄拳隊アイアンナツクルの連中が宴会をしている。彼らはいわゆるクランだが、なぜかファミリーを自称し、互いを兄弟、ブラザーと呼びあう。中心にいるのは、丸刈りで、身体からだはさして大きくないし、どちらかと言えばベビーフェイスなのに遠目にも威圧感がある〝タイマン〟マックス。その隣の短い顎あご髭ひげを生やした男は、懐刀のエイダンだ。

　マックスの本名はマサフミ、エイダンはエイスケらしいが、彼らの前でその名を口にした者は必ず自らの血を見ることになる、という。マックスとエイダンに限らず、あのファミリーのブラザーたちは、たいていその手の渾あだ名なで呼びあっている。

「ウィーッ！　アァー!?　アイアァーン！　ナッコォーッ！　イェヤァァーッ！」

　あのかけ声もよく聞く。ブラザーたちが野太い声を揃そろえてあれを叫ぶと、もう大盛り上がりだ。よくわかんないっす。そういうカルチャー。

　彼ら鉄拳隊アイアンナツクルはオリオンの次くらいに黄昏世界ダスクレルムに傾なだれこんできて、すぐさま猛威を振るった。オリオンはシノハラのキャラクターを反映しているのか、基本的に上品な人たちで、大型探検家集団といった趣だが、マックスたちはまったく違う。彼らは根っからの武闘派で、恐るべき喧けん嘩か屋だ。

　殺した。彼らは手当たり次第に、教団員を殺しまくった。虐殺した。

　黄昏世界ダスクレルムには教団員たちの街が点在している。そのうちの二つは、オリオンが来る前にハルヒロたちが見つけていた。でも、近づきはしなかった。そこでは教団員たちが暮らしていたからだ。明らかにやばい。

　ところが、鉄拳隊アイアンナツクルはかまわず街の一つに突っこんだ。話によると、彼らは丸一日、二十四時間以上、街に居座って教団員を殺しつづけたらしい。挙句、生き残った教団員たちが街から退去して、鉄拳隊アイアンナツクルは雄々しく凱がい歌かをあげた。彼らは街を占拠してしまった。

　いや、街を一つ滅ぼした、という表現のほうが適切かもしれない。

　実は最近、ハルヒロたちが狩り場にしている街というのが、そこだったりする。

　その後、鉄拳隊アイアンナツクルは街を占領しつづけることなく、遊撃殺さつ戮りくの旅に出た。宵越しの銭は持たない的な？　違うか。ともかく、やがて教団員たちは三々五々街に戻ってきたが、同胞の屍しかばねを片づけたり巡回したりするだけで、住みつくつもりは今のところないようだ。

　なお、白巨人は普通、教団アジト、もしくは単に、アジト、と呼んだりもする教団員の街にはいない。たしかいなかったと思う。そもそも教団員と違って、白巨人はそこらじゅうで見かけるような存在ではなかった。黄昏世界ダスクレルム発見二日目にトッキーズが逃げこんだ巨神の神殿跡及びその周辺か、始まりの丘の南西にある神の大おお釜がまと名づけられた大盆地でしか、白巨人の姿は確認されていなかったのだ。

　ところが、鉄拳隊アイアンナツクルがアジトを一つ壊滅させてから、白巨人はあちこちうろつくようになった。ときには、教団員たちと行動をともにしていることさえある。

　そんなわけで、鉄拳隊アイアンナツクルに攻め滅ぼされたアジトは、そこまで頭数が多くない教団員たちと白巨人を捕ほ捉そくしやすい、義勇兵にとっては手ごろな狩り場と化した。

　義勇兵の間では、一号、と称されたりしている。

　人間に滅ぼされたアジト第一号という意味なのか、それとも狩り場第一号か。はたまた、両方か。ハルヒロにはよくわからない。

「まあ、鉄拳隊アイアンナツクル様々――って感じではあるんだけど……」

　わりとひどい人たちだよね、という感想を拭ぬぐい去るのはなかなか難しい。そのおこぼれに与あずかっているハルヒロたちは、ひどい上にせこい、ということになるだろう。彼らを非難する筋合いではない。

　何はともあれ、ハルヒロは盗賊としての技術を駆使して、誰だれの目を引くこともなく谷の縁にたどりついた。小さな達成感を味わい、つくづく小物だなあ、と思う。いいんだ。小物で。小物上等。ずっと小物でいたい。本当は、小物らしくリーダーとかやりたくないんだけど、そうもいかないのがほんとにつらい。

　発見当初、植物が生い茂っていたという谷は、だいぶ寂しい有様になっている。樹木は切り倒されて、一本も残っていない。茂みがちょこちょこあるくらいだ。

　谷底の泉は水源として利用されている。ハルヒロが持っている水筒の中身も、あの泉から汲くんだ水を煮沸したものだ。泉は透明できれいに見えるのだが、そのまま飲んだら確実に腹を壊すらしい。しかも、強烈に。義勇兵たちは容赦なく水を使っているから、泉が涸かれてしまいそうで心配だが、現時点では大丈夫のようだ。

　泉を見下ろしていたら、いつの間にかすっかり心が落ちついていた。こんなことで平常心をとりもどせる。単純で安っぽい人間だ。安くて、単純な人間でよかった。ハルヒロが高尚で複雑な人間だったら、もっと悩みに悩みまくって大変だったに違いない。

　眠れそうな気もしてきたので、ハルヒロは天幕に帰ることにした。

「こんなもんですよ、おれなんか……」

　歩きながら、ふふっと笑う。毎日毎日、飽きもせずに同じようなことをぐるぐる考え、考えあぐねても、気がついたらどうでもよくなっている。まあ明日もがんばりますよ、みたいな心持ちになっていたりする。

「進歩がないっちゃあない……けどさ、そんなね。偉い人じゃないんだから、そうそう進歩できるかってね……」

　パーティとしては着実に前進しているし、稼ぐこともできているので、いいよね？

　うん。

　いい。

　納得しておこう。そうしよう。

　我が愛いとしの天幕はもうすぐそこだ。愛しくはないけど。――というか。

　天幕から誰か出てきた。誰かも何も、ランタかクザクでしかありえない。クザクだ。相変わらず姿勢はよくないものの背が高い。相変わらずも何も、身長がそうそう変わるわけもない。あたりまえだ。

　それだけならどうということなくて、ああどうしたの目が覚めちゃったのふーんってなものだが、隣の天幕から別の人物が出てきたので穏やかではない。

　いや、穏やかでないということもないのだが、男組の天幕からクザク、女組の天幕からはメリイが、ほとんど同時に姿を現したのは果たして偶然なのか？　あるいは、必然なんでしょうか？　どうなの、そのへん？

「……訊きけないわー……」

　ハルヒロは近くの天幕の陰に身をひそめた。とっさに、思わず隠れてしまった。べつに隠れなくてもいいんじゃ？　そうなんだけどさ。でもさ。やっぱりさ。

　顔を半分だけ出して、二人の動向をうかがう。なんでこんなことしなきゃいけないんだろうね？　のぞき見みたいな。よくないよなー。だよなー。だけどなー。気になるっちゃあ気になるよねー。そりゃあねー。リーダーだし？　関係ないか？　いやでも、パーティ内のことだし？　まるっきり無関係ってことはないよね？　一応、知っておいたほうがいいみたいな？　どうだろ？　そんなこともないか？

　二人は何か小声で話している。メリイはうつむき加減だ。何を話してるんでしょうね、いったい。くそ。聞こえない。

「おぅ……」

　ハルヒロはついおかしな声をもらしてしまった。クザクがメリイの腕、いや、袖そでをつかんだ。引っぱって、歩きだす。メリイは逆らわない。下を向いたまま、ついてゆく。へえ。行くんだ。行っちゃうんだ。二人で。へえ。そっか。そっかあ……。

「……見ちゃった」

　まあいいけど。

　そうだ。

　ぜんぜんいいけど？

　前から、そうなんだろうなあと、思っていなかったわけじゃないし。ええ。思ってましたよ？　ほぼ確信してました。どこまで進行しているのか。それは不明だったし、確かめるつもりはなかったし、確かめたくもなかったが、何の進展もないということはまずないだろう。そこそこあったりするのでしょう。勝手にしてくださいよ。

　何でもするがいいさ！

　そうだ！

　知ったことか！

　ていうかむしろ、祝福するよ!?　しちゃうよ!?

　言ってくれればね！

　正直に打ち明けてくれたらね……。

　堂々と宣言してくれてもいいんじゃないかなあとか、思わなくもないよね……。

「はあぁぁぁぁ……」

　ハルヒロはため息をつきながら地べたに座りこんで胸を押さえた。なんか、泣きそう。

　ショックだ。

　なぜ？　どうしてこんなにも大きなショックを受けているのか？　二人の秘密主義に対して？　言えよ！　言ってくれよ！　信用してないのかよ！　ということ？　そういうのとも違うような気がする。隠し立てするなと言っても、なかなか発表しづらいだろう。そんなふうにも思えなくはないわけだし。

　実は、俺たち／わたしたち、付き合ってます！

　いきなりそんなことを言いだすのも、クザクらしくないし、メリイらしくもない。まあ、キャラじゃない。それに、二人の交際はゆっくり、じわじわと深まっていっているのかもしれないし、こう、明確な区切りというか、はっきりした形のようなものがあるわけじゃないのかもしれない。もしかしたら二人とも、仲間に黙っているのは悪いと思いながらも、言うに言えないのかもしれない。どう言えばいいものか、当人たちだってよくわからないのかもしれない。いろいろな事情があるのかもしれない。きっとあるのだろう。

　だいたい、二人が、なんというか――想おもい？　を？　寄せていて？　つまり、惹ひかれあって……？

「くぅぅぅぅ……」

　胸が痛い。苦しい。何だ、これ。――まあとにかく、二人が、何だ、その、恋？　的なものをしたりして？　恋愛関係？　相思相愛？　になるのは、二人の自由だ。

　まったく自由なのだ。二人をさまたげる権利は誰にもない。人の恋路の邪魔をするやつは、馬に蹴けられて死んでしまえ！

　ハルヒロはそう思う。噓うそじゃない。本当に、心の底から思っている。

　だったら、なぜ？

　――やっぱり、そういうことなのか。

　認めがたいというか、認めたくないというか、認めないほうがよさそうな気もするが、結局、そういうことなのだろう。

　何のかの言って、ハルヒロはメリイのことがけっこう好きだった。地味に――まさしく地味に、ふさわしい地味さで、片想いをしていた。

　むろん、メリイに好きになってもらえるかもしれない、なんて、これっぽっちも思ったことはない。期待はしていなかった、と断言できる。だから、自分がメリイに恋心を抱いているとは考えたくなかった。考えないようにしてきた。だって、むなしいし。

　それでも、たぶん好きだったのだ。

　こういう思考実験をしてみればわかる。

　たとえば、ユメとシホルも、メリイと同じ仲間だ。そのユメかシホルが、パーティ内の誰かと付き合いはじめたとする。そうしたとき、こんなふうに胸が痛かったり苦しかったりするだろうか？

　おそらく、しない。

　シホルとランタが――とかだったら、たいそう驚きはするだろう。でも、めちゃくちゃびっくりして、今後について気を揉もんだりはするかもしれないが、きっとそれだけだ。ユメとランタでも同じだろう。ユメとクザク、シホルとクザクだったら、意外ではあっても、へえ、そうなんだ、お幸せに、できたら別れないでね、あとあとめんどくさいから、という感じに違いない。

　あくまで、メリイだからだ。

　相手がクザクだろうと、他ほかの誰だろうと、ハルヒロはショックを受けるだろう。

　メリイのことが、わりと、真ま面じ目めに、好きだったからだ。

「……そう……だったんだなあ……」

　ハルヒロは呆ぼう然ぜんと色とりどりの空を仰いだ。

　さっきまで重苦しい痛みに苛さいなまれていた胸に穴があいて、穴だからそこには何もなく、風が通り抜けている。

　ハルヒロは失恋した。

　というか、とっくに失恋していたのだ。
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　――で？　だから？　それが何か？　どうかした？

　どうもしない。どうにもならないし。ハルヒロの個人的な感慨など、日々の暮らしには無関係だ。影響もない。片がついたというか、気持ちの整理がついたというか、かえってもやもやが雲散霧消して、メリイとクザクの件についてはどうでもよくなった。まあ、どうか末永くお幸せに、とまでは思わないが、どうぞどうぞ、好きにやっちゃっててください、ちなみに隠してるつもりなのかもしれないけど、ばれてますよ――くらい？

　ええ、正直、そんなこともないです。

　相手は隠していて、こっちは知っている。このギャップを解消するにはどうしたらいいのか。解消しないほうがいいのか。どうなのか。

　気まずい。

　なので、いったんオルタナに帰ろう、という話が持ち上がって、とても助かった。

　ちょうど金が貯たまってきたので、そろそろ新しいスキルの一つくらいは覚えたいし、買い物だってしたいところだったのだ。

　あと、自分自身とじっくり向き合いたい。というか、少しだけ時間が欲しい。気持ちの整理とかさ、そんな簡単につくわけないって！

　およそ二日で、黄昏世界ダスクレルム義勇兵団居留地から寂さびし野の前ぜん哨しよう基地を経由して風かざ早はや荒こう野やを越え、オルタナへ。

　一時解散し、ハルヒロは盗賊ギルドで七日間かけて、盗賊作法の奥義である隠形ステルスのスキルを習うことにした。喧けん嘩か殺法の空気投エアロとどちらにするか迷ったのだが、パーティの地味なリーダー兼偵察役としてはやはり、身を隠して気配を消し、己の存在を他者に気け取どらせないための技術一式を習得しておきたい。ギルドに納める代金は二ゴールド也なり。安くないというか高いので、しっかり学ばないと損だ。

　だいたいハルヒロの助言者メンターバルバラ先生はとんでもなく厳しいから、手を抜くなんてとんでもない。

「……殺やられちゃうかと思いましたよ、と……」

　冗談や誇張一切抜きで、今回は、死ね、と宣告された。死体になれ、と。

　隠形ステルスは、大きく分けて三つの技法の組み合わせで成り立っている。

　一つ、自己の存在を消す、潜――ハイド。

　二つ、存在を消したまま移動する、浮――スウィング。

　三つ、感覚を総動員して他者の存在を察知する、読――センス。

　最初の潜の段階で、バルバラ先生はハルヒロにまず、死ね、と命令して、うまくできないと容赦なく折せつ檻かんした。

　骨を二、三本折られて、その状態で「潜」をする特訓なども強要された。

　元盗賊の神官という怪しげな経歴の人がいる。盗賊ギルドで怪け我が人にんが出ると、彼が治療しに来てくれるのだが、だからといって生徒を悶もん絶ぜつ寸前まで追いこんで訓練させるのは本当にどうかと思う。ひどすぎる。

　バルバラ先生曰いわく、こうやって極限状態で手ほどきされないと、そうそう身につくものじゃない。ぜんぶおまえのためさ。涙を流して感謝しな――とのこと。実際、涙なくしては乗り越えられない試練ではあった。バルバラ先生の主張に理があるのもわかる。ただ、一歩間違ったら、ハルヒロは命を落としていたかもしれない。怖かったっす。

　耐えに耐えた甲か斐いあって、隠形ステルスの基礎がハルヒロの頭にも身体からだにも染みついて離れない。今はあてもなく夕方のオルタナをぶらついているだけなのに、気がつくと、潜・浮・読、ハイド・スウィング・センスの三つを勝手に実行しようとしている。我ながら、ちょっと気味が悪い。

　筋はいいよ、とバルバラ先生がめずらしく褒めてくれた。あんた、けっこうこの道に向いてるんだろうね、と。

「いやあ……」

　ハルヒロは暮れなずむ市場の雑踏にとけこみながら、そっと笑った。

「嬉うれしいっすよ、うん……」

　盗賊だけどね？

　言わずもがなだが、盗賊とは盗人のことだ。泥棒だ。

　何でも、盗賊ギルドの起源は、アラバキア王国内で暗躍していた盗賊たちの秘密結社、黒い未亡人ブラツクウイドーにあるという。アラバキア王国の辺境再進出に際し、黒い未亡人ブラツクウイドーは収監されていた同志の釈放と引き換えに、王国軍への協力を申し出た。これが認められ、決死の偵察兵として辺境に送りこまれた元囚人の盗賊たちの一部が、のちに盗賊ギルドを作ったのだとか。

　なかなか勇ましい逸話だ。そういう経緯もあって、盗賊ギルドの訓練は荒々しかったりするのだろうか？　それとも、バルバラ先生が嗜虐愛好家サデイストなだけか？

　いずれにしても、盗賊が盗賊であることに変わりはない。盗賊ギルドで身につけたスキルを悪用して、窃盗に明け暮れる者も中にはいるようだ。盗賊になる前は軽く考えていた、というか何も考えていなかったが、私は盗賊です、と言うと眉まゆをひそめる者も少なくない。オルタナでまっとうに暮らしている人々などはとくにそうだ。

　そんなの偏見ですよ、盗賊ギルドに所属している盗賊の大半は義勇兵で、盗みなんかしないですよ、と弁解しても、盗賊作法には鍵開けピツキング、窃盗作法バーグラリー、さらには掏摸作法ピツクポケツトなんていう実用的なスキルまで並んでいたりする。その気になれば、いつでも泥棒になってしまえるのが盗賊だ。警戒されてもしょうがない。

「……賤せん業ぎよう、なのかなあ」

　こそこそと偵察をするのは好きだ。肌に合っているし、天職なんじゃないか、という思いはある。――でも、盗賊かあ。

「名前を変えるべきだったんじゃないっすかね……」

　ギルドを結成する際、盗賊じゃなくて何か違う名前にすればよかったのに。それとも、盗賊ギルドを作った先達は、自分が盗賊だということに誇りを持っていたのか。いやだけど、誇るようなことだろうか。

「盗賊ギルドには掟おきてとかないし、いっそ、別のギルドを立ち上げるとか……や、もちろん、おれはやらないけど。誰だれかやってくれないかな……」

　そうしたら、ハルヒロはサクッとそっちのギルドに入る。バルバラ先生と師弟関係を解消するのはちょっと寂しいかな？　そんなこともないか？　先生、おっかないし。

　まあ、本気でそんなことを考えているわけじゃない。どうでもいいと言えばどうでもいいことだ。

　ランタは六日かけて立鳥不濁跡ミツシングという暗黒闘法のスキルを習うと言っていた。シホルはメインにしている影魔法ダーシユマジツクの影沼シヤドーポンドを五日、それから二日で氷結魔法カノンマジツクの氷結球アイスグローブを覚えてみたいとか。ユメは思うところがあって、狩猟術の、追跡術、陥穽おとしあな、虎とら鋏ばさみといったスキルを合計七日かけて学ぶつもりらしかった。

　メリイは黄昏世界ダスクレルムで光魔法が使えないこともあって、護身法の意趣返しリベンジを五日で身につけ、クザクは守護剣闘術の庇護ガードと攻防一体タグオブウオーを六日かけて習得しているはずだ。

　ハルヒロとシホル、ユメは七日をスキルの訓練に費やして、ランタとクザクは六日、メリイは五日。トッキーズも、アンナさんとタダがようやく光の奇跡サクラメントを覚えるなど、おのおの自己鍛錬に励み、余った時間は適当に過ごして明日、合流することになっている。

　ランタはおそらく、今ごろ天空横丁で女遊びにうつつを抜かしているのではないか。ハルヒロはよく知らないのだが、オルタナにも娼しよう館かん……というのか？　お金を払うと女性が相手をしてくれるような店がそれなりにあって、愛好者も少なくないらしい。実は一度、ランタに誘われたことがある。断ったら、逆ギレされた。どうも一人で行く勇気がなくて、ハルヒロを道連れにしようとしたようだ。行きたいなら堂々と行けばいいのに。しかし、ランタとしてもなかなか踏ん切りがつかないみたいなので、まだ行ったことはないだろう。たぶん女性が酌をしてくれる酒場で憂さを晴らすか、ナンパでもしているのではないかと思われる。

　メリイとクザクは――まあね？　一緒にいるんじゃねーの。そりゃあね！　付き合ってるっぽいわけだし。やっぱり、やることやってるんでしょうか。いいですけど。すてきな家庭を築いてください。気が早いか？　でも、いつかそういうことになるかもしれない。それはそれで、いいことのような気も――する……？　かな……。

　鐘が鳴りはじめた。午後六時を報しらせる鐘だ。午前六時から二時間ごとに鳴らされるオルタナの時鐘は、午後六時に七回響き渡って人々に夜の訪れを告げると、翌朝まで眠りにつく。市場では店仕舞いが始まり、天空横丁が賑にぎわいだす。

　ハルヒロはヨロズ預かり商会の前で足を止めた。

「ども」

「遅いデスヨー！」アンナさんがほっぺたをぷくーっとふくらませて、ぴょこっとジャンプした。「そうでもないデショー!?　遅くもないですカラネー!?　でも、デートの待ち合わせには早めにくるのが男のハラショー!?　カイショー!?　デスヨネー！」

　ハルヒロは頭を下げた。

「ごめんなさい」

「セーシが感じられないデショー!?」

「……誠意じゃ」

「マコトのイシと書いてセーシですカラネー！」

「あ、なるほど」

　そっちか。でも、そんな言葉あったっけ？　何にしても、違うセーシだと思ってしまった。恥ずかしい。ハルヒロはアンナさんの隣にそびえ立っている高身長女子の顔をおずおずと見上げた。

「……ども」

「うん」

　ミモリンは笑った――のか？　表情の変化がわりと乏しい人なので、わかりづらい。

「あいたかった」

　ただし、言葉は誤解しようがないほど直ちよく截せつ的だ。ダイレクトすぎて胃が痛くなる。

「……そっすか」

「ハルヒロは？」

「え、おれ？」

「あいたかった？　あたしと」

「えっと……」

　ハルヒロはうつむいた。つい社交辞令的な対応をとってしまいたくなる。そうしてしまったほうが、楽といえば楽だ。この場では。だが、そんなわけにもいかない。ハルヒロは顔を上げ、ミモリンの目を見た。

「そうでもないかな」

「がーん」

「無表情で言われても……」

「とても傷ついてる。ハートがブレイク」

「よしよしデスヨー」

　アンナさんがミモリンの背中というか、尻しりのあたりを撫なでた。みるみるうちにミモリンの両目に涙がたまってきて、これにはハルヒロもさすがに怯ひるんだ。

「……や、ていうか――あ、あれ？　キッカワは？　今日はキッカワも一緒だって……」

「ショリ・ジョーによりィ？」アンナさんはミモリンの尻をさすりながら肩をすくめてみせた。「アウッ。ノォ。ショジジョー？　によりィ？　キッカワは欠席デスヨネー」

「キッカワ入れて四人で、建設的に親しん睦ぼくを深めたいっていう話だったから、それならってことで来たんだけど……」

「人生、山アリ谷アーリ！　デショー？」

「意味わかんねーよ……」

「ブルシット、乙女ゴコロっちゅーモンわかれコンチクショー！　デスヨー！」

「大丈夫」ミモリンは両手の人差し指で涙を拭ぬぐった。「これくらいでへこたれない」

　へこたれてよ……。

　――と思わなくはないが、ハルヒロだってべつにミモリンのハートをブレイクさせたいわけじゃない。できれば傷つけたくはないのだ。

　パーティは違えど、同盟者みたいな間柄なので、うまくやりたい。少なくとも、ぎすぎすしたくはない。なんということもない、普通な感じでいられればと思う。

　ところが、どうしたことかミモリンの考えはそうではないようで、アンナさんを介してたびたびお誘いがかかる。当初はミモリンと一対一で、まあようするにデート的なことをして、その流れでくっついちまいやがれコンチクショーみたいな狙ねらいが透けて見える働きかけだったので、丁重にお断りした。それでもミモリンは諦あきらめてくれず、アンナさんもたぶんむきになって、何回も何回もデートを申し込まれた。とうとうトキムネからまで、一回デートしてやってくれ、と頼まれた。いくらなんでも固辞しつづけたら角が立つかな、と思いはしたが、ハルヒロもこれでけっこう頑固だ。条件を出した。

　一対一は、無理。明言したとおり、ハルヒロにはそのつもりがまったくないので。

　誰かが一緒で、しかも単なる友だちとしてなら、ハルヒロとしてもミモリンを嫌っているわけでは決してないから、やぶさかではない。

　それで、ミモリン、アンナさん＋誰かとハルヒロ、という構成で、たまに食事をしたり、散歩をしたりするようになった。

　今回は、ミモリン、アンナさん、キッカワ、ハルヒロの四人で、せっかくオルタナに帰ってきたのだし、どこかそこそこの店で夕飯でも、という話で、断る理由があるわけでもなかったから、受けた。

　正直、まだ多少気が重い。でも、なんとなく友だちっぽくなってきたような感もなきにしもあらずだし、普通にやり過ごせるんじゃ？　そう考えていた。甘かったのか。

　まんまとハメられた。

　愉快ではない。怒ってはいないけど。腹を立てると疲れる。

「……ま、とりあえず飯、食います？」

「くう」

　ミモリンは力強くうなずいた。うっわー、と思ってしまった。だって、ミモリンの目がキラキラ輝いている。そんなに嬉うれしいの？

　そこまで喜ばれてしまうと、悪い気はしないのが人情だ。いやまあ、ほんと、嫌いじゃないんだよ？　人としては。いろいろ変わってるなあとは思うけど。背が高すぎて、どうしても見上げることになるので首が痛くなるが、そこはたいした問題じゃないし。

　三人でアンナさんが目星をつけておいたという料理店に向かった。驚いたことにエルフの男性が料理人兼経営者で、薬味がきいた肉料理と多彩な野菜料理で人気らしい。長細い、狭い店で、けっこう混こみあっていたが、なんとか入ることができた。奥の小さなテーブルを四脚の椅い子すが囲んでいる席で、アンナさんとミモリンが隣りあい、二人の向かいにハルヒロが座った。

　注文は、こういうときやたらと仕切りたがるアンナさんがした。香草入りのビールは普通のビールよりも飲みやすかった。どの料理も食欲をそそる香りがすばらしくて、味のほうもたいそうよかった。

　食事中、ミモリンは無口だ。アンナさんは常にそうだが、よくしゃべる。あと、ミモリンは背筋をすっとのばして、ほとんど音を立てない。食べ方がきれいだ。アンナさんはけっこう荒々しいというか、ありていに言うと行儀が悪い。

　実は、食べ物をこぼしたり飛ばしたり、くちゃくちゃ嚙かんだりする人が、ハルヒロはわりあい苦手だ。注意したり眉まゆをひそめたりはしないが、なんとかならないもんかなあと思ってしまう。

　その点、ミモリンは好感を持てる。本当に、人としては嫌いじゃないのだ。

「――で？」と、アンナさんが少し酔ったのか目を据わらせて、ぷはーっと香草くさい息を吐いた。「イッテーヘンタァーイ？　ミモリンの何が気にくわないですカネー。ハルヒロのブンザイで。ワァッザヘール、チェリーボーイ！」

「いったいぜんたい、ね……」

　ハルヒロはちらっとミモリンの表情をうかがった。目が合った。めっちゃ見つめられている。

「ていうか、そっちの話題に入っちゃうの？　おれとしては、もういいかげん友だちってことでいいじゃんみたいな……」

「ハルヒロがよくてもォー!?　ミモリンはよくなァーいデスネー！　わかれボケッ！　アンダスターン？」

「ノー・アンダスターン」

「なんでやねェーんっ。デッドオァ・デェース!?」

「デッドかデスって、どっちも死んでるし……」

「ツッコミいりませェーんネン！　答えなさァーい！」アンナさんはテーブルをばんばん叩たたいた。「ミモリンの何がダメなんデスヨー！　コートインシェール!?　ノォッ、コトとシタイによってェーワァ!?　許さねェーデショー!?」

「……アンナさん、お、落ちついて」

「コレが落ちつけるかってェーんだァ!?」

「じゃ、せめて静かに……」

「ワァイ、オメェー、落ちついてるデスカネー!?　ファ●ク、ムカツク！」

「……んなこと言われても」

　店内はヒートアップするアンナさんと反比例して、静まりかえっている。これはそうとう気まずい。ハルヒロは咳せき払ばらいをして、額をこすった。こんなことは話したくないが、真ま面じ目めに答えないとアンナさんが収まってくれそうにない。

「まあ……なんだろ。そういう……何？　何がだめとか、気にくわないとか、そんなことじゃないんだよね」

「それじゃ」ミモリンがぐっと身を乗りだした。「何？」

「うーん……」ハルヒロは目をつぶって、両手で瞼まぶたを揉もんだ。「うまく説明できる自信とかまったくないんだけど。経験が少ない……気がするし」

「それは、あたしも」

「アンナさんもデショー!?」

「……そ、そうなんだ。えっと、だから、あれじゃない？　理屈とかじゃなくない？　そういうのって。もちろんね？　顔が好みとかさ、やさしくしてもらったとか、あるとは思うんだけど。人を、つまり、好きになったりとか？　きっかけはさ。場合によってはあったりするのかもしれないけど、それだけなのかっていうと、違ったりするのかもしれないわけだし……」

「あたしは、ハルヒロが好き。たしかに、理屈じゃない」

「……いや、もう――」

　ありがとうございます、と言いそうになって、押しとどめた。迷惑に感じている部分も間違いなくあるのだ。感謝するだけでは噓うそになってしまう。

「うん。なんか、まあ、うん……だから、そう、えーと、何がよくないとかじゃなくて、とにかくそういう気持ちがまるっきりないんだよね。はっきり言っちゃって、悪いんだけど。いや、悪くはないかな？」

「悪いに決まってんデショー!?　オォーウ、ミモリーン、ミモリーン……」

　アンナさんはうろたえてミモリンの肩を抱こうとした――が、サイズ的な問題で、抱こうにも抱けない。不可能に挑戦だ。がんばれ、アンナさん。ミモリンがまた泣いている。しっかし、さめざめと泣く人だなあ。見ていると、胸が痛む。かといって、情にほだされるのも違うだろう。そうは思うものの、アンナさんまで涙ぐんで、その潤んで赤くなった目で睨にらまれると、本当にいたたまれない。

「ハルヒロはハートレスッ！　冷血漢すぎマスヨネー!?」

「……あ、はい。そう言われてもしょうがないっす」

「シメナワですかァッ!?」

「えっ、シメナワ……？　ああ、開きなおり？」

「それ！　それデショー!?　よくわかりましたカァッ!?　スゴクネ!?」

「ちょっと、今のは自分でもすごいと思わなくも――」

「どォーでもいいんデスヨー！」

「ですよねえ……」

「ちがう」とミモリンは言って、鼻をぐすぐすさせた。「ハルヒロは、冷血漢じゃない」

「ホワァッ!?」

「ハルヒロは、つめたくない。噓つきじゃないだけ」

「ヌヌヌゥー」アンナさんは頭を抱えた。「……ウソツキじゃナァイ？　ケドヨォ……」

　なんか、オッサンみたいになっちゃってるっすよ、アンナさん。

「思わせぶりなことを、言わないだけ」ミモリンは唇をぎゅうっと嚙みしめた。「好きでもないあたしに、期待を持たせるようなこと、しないだけ」

「クァァァァアアァァァァァ」アンナさんは髪の毛を搔かきむしりながら、血でも吐きそうな声を絞りだした。「ミモリィィィィィィィィィィィン、ミナまで言うなデショー!?」

「あたし、わかってる」

「ケドヨォォォ」

「そういうところも、好き」

「ウォォォォォォォ」

「好き、です」ミモリンは涙をだらだら零こぼしながらハルヒロを凝視している。「だから、飼わせてください。ちがった。つきあって」

「ごめんなさい」

「予想どおりの返事」

「まあ、あの……飼うとかはあれとしても、ミモリンが本気だっていうのは、なんかこう、わかるっちゃあわかるっていうか……理解は、してるつもりなんだけど、おれなりに、だけど――でも、だから、何だ、余計に……ほら、ね？　おれも、適当なことは言えないよ、みたいな……」
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「ユゥ、イディオット！」アンナさんはハルヒロに人差し指を突きつけた。「アホかって話デスヨー！　ヤリタイ年ごろのォ？　寝ても覚めてもビンビィーンなァ？　アレでしょが、若者よォー！　とりあえず付き合ってやっちゃおか？　的なァ？　ナイですカネェ？　アルでしょヨォー、ハツジョーキ？　なんデスカラー！」

「……軽くはしたないよ、アンナさん？」

「うっせーデスヨー！　見るがいいィー！　ミモリンのオパーイ！　ババーンッ！　とてもイイ身体からだァ？　してるデショー!?　ムシャブルイ、つきたかネェーデスカネー!?」

「……そんな、むしゃぶりつくとかしないよ。ランタでもあるまいし。まあ、あいつも口だけで、そこまではしなかったりするけど」

「ミモリン、オメェーに首ダケ！」

「首ったけ、ね……」

「限りナァーイ、セーギの限り尽くしてオメェーに尽くす、間違いナァーイ！」

「……正義？」

「性のォ、技法と書いて性技デショー!?　スペシャルテクニィーク！　ユノゥ!?」

「ああ……なんとなく。ていうか、声でかいって……」

「しかァーもォ、処女！　ヴァージン！　ファーストキッスもまだなんデスカラー！」

「それは本当」と、なぜかミモリンが真顔で首肯した。

　大事なポイントだったりするのだろうか。ハルヒロにはよくわからないが、だとしたら気になることがある。

「えっ……それなのに、スペシャル……テクニック？」

「勉強する」ミモリンはふたたびうなずいた。「大丈夫」

「このアンナさんに任せろデショー!?」アンナさんがミモリンほどではないが豊かな胸をドーンと叩いてみせた。「コンコントザーイ、ありとアルール秘密のテクニィーク、アンナさんがトットリアシトーリ、叩きこんであげェーるデスヨネー！」

「……アンナさんは経験豊富……なんだ？」

「バッカにすんな、変態ボーイ！　ツルッツルの処女に決まってるデショー!?」

「や、だけど、それじゃあ――」

「フフッ」アンナさんは不敵な笑みを浮かべて自分の耳たぶをつまんだ。「アンナさん、百年に一人のォー、ターグマレなァーる耳年増デスゼー？　へっちゃらヨォー」

「……そっすか」

「頭ン中ではァ？　百万人以上ォ？　昇天させましてるカラネー？」

「ちょっと妄想しすぎじゃないっすか」

「冗談に決まってるデショー!?　アンナさん、清く正しい、聖なる処女デスカラー！」

「まあ、いいけど。何でも……」

　ハルヒロは香草入りのビールを一口啜すすって下を向いた。店内はさっきまでのように静かではないが、依然としてハルヒロたちは注目を浴びていて、聞き耳を立てている客も少なからずいる。好きだよなあ、アンナさん、下ネタ。ハルヒロも特別嫌いというわけではないけれど、あまり好きではないかもしれない。

「――で、どォーデショー!?」アンナさんも香草入りのビールをぐびっと呷あおって、ぷはぁーっと息を吐いた。「とりあえず付き合いなされェー？　付き合ってみィー？　悪くなァーい、話デスヨネー？　これだけェーのォ、ナイスバディとォ、淫いん欲よくに溺おぼれるエヴリディ、なんデスカラー？」

「いや、遠慮しときます」

「フ●ッキュー！」

　物の見事に中指を立てられた。

　でも、何を言われようと、こればっかりは曲げられない。相手が同盟者だからこそ、余計に――そうでなくてもきっと同じだろうが、恋愛感情を抱いてもいないのに交際するのは気が進まないのだ。というか、ハルヒロには不可能だと思う。たぶん、金を積まれても、いや、金なんか積まれたらかえって無理だろう。

　あるいは、意固地になっているのか？

　それもないとは言いきれないが、ようはそういう性分なのではないか。

「可能性、は」ミモリンはそこまで言うと、またもやぼたぼたっと落涙して、すぐに手で拭ぬぐった。「ごめんなさい。泣いて」

「……いえ」

　なんだか知らないが、どきっとしてしまった。はてさて、これはいったいどうしたことだろう？　なぜ、どきっとしたのか？　ハルヒロ自身にもさっぱりわからない。

「あ、謝らなくても。ええと、泣かないでくれると、助かるんだけど。泣かせたいわけじゃないし、泣いて欲しくもないし……」

「こういうことは、初めて。すごく悲しくて、つらい」

「……すみません」

「謝らないで。ハルヒロのせいじゃない。あたしが勝手に、好きになった」

「ええ、まあ、そうなんすけどね……」

「つづけて、いい？　質問を」

「あ、どうぞ」

「可能性は、ありますか？」

「……何の？」

「今は、無理でも。いつか」

「えーと、将来的にはってこと？」

「そう」

「うーん……」

　ハルヒロは身み悶もだえたくなったが、必死で我慢した。

　迷うところだ。非常に悩ましい。まいったぞ、これは。

　きっぱりと、未来永えい劫ごう、絶対にない、と断言してしまったほうが、むしろ親切なんじゃないかという気はする。そもそも、ハルヒロなんかを好きになったのが間違いなのだ。時間は無限じゃない。こうしている間にも時は過ぎている。さっさと諦あきらめて、誰だれか別のいい人を見つけなよ、みたいに思わなくもない――けど、だよ？

　それって、ハルヒロが判断することだろうか？　ミモリンはミモリンなりに、ハルヒロに魅力を感じたのだろう。その結果、ハルヒロを好きになったのだろう。ハルヒロにそれを否定する権利などあるのだろうか？

　トッキーズと一緒に行動して、ミモリンのこともいくらかはわかってきた。たしかに、彼女は変人だ。魔法使いなのに、戦士だったころの癖が抜けないのか、前に出て剣を振るいたがるのは見ていて怖い。ただ、力持ちだし、剣捌さばきもなかなかのものだ。仲間思いなところもある。

　たまに、愛らしい。

　人としては本当に嫌いじゃない。どちらかと言えば、好きなほうかもしれない。

　唯一、まっすぐ、ぐいぐい好意をぶつけてくるところだけが、困る。そこがなければ、正直、何の問題もない。

　ミモリンの人柄には好感さえ持っていたりするのだ。少なくとも、ミモリンの考えや思いを尊重したい程度には、好ましく感じている。

　ハルヒロはミモリンからの好意に困惑していて、ただの友だちだったらなあ、気楽なのになあ、と思っているが、だからといって――つまり、ハルヒロにとっては邪魔な好意を除外するために、彼女の価値観なり感情なりを否定するのは間違いなのではないか。だって、それはハルヒロの都合でしかないのだから。

　だいたい、将来にわたってまったく可能性がない、なんてことは、言おうとすればいくらでも言えるが、噓うそじゃないのか？

　明日どうなるかなんて、誰にもわからない。

　生きているかどうかすらあやしいのだ。

　それでもあえて、噓をつくべきなのかもしれない。あるいは、あくまで誠実に接するべきなのかもしれない。

　何が正しいのか？　ミモリンのためにはどうするのがいいのか？　ミモリンのため？　ハルヒロは本当にミモリンのことを思っているのか？　そんなのはおためごかしにすぎないんじゃ？　偽善なのではないか？

「……率直に言ってもいいかな？　ていうか、言うね。可能性とかは、わからない。先のことはね。おれだけじゃなくて、誰だってそうだと思うけど。ただ、今はほんと、ミモリンはおもしろい人だし、見てて楽しいし、話をしたりするのもぜんぜんいやじゃないけど、付き合うみたいなことは考えられない。友だちじゃだめなのかなあっていうのが、本音。今は、それ以上は無理っす。たとえば、何年か先におれがミモリンのこといいなって思うようになるかもしれないけど、そこは考慮して欲しくない。あてにならないし。仮にそうなったとき、ミモリンには彼氏がいるかもしれないけど、それはそれでしょうがないよね。タイミングってあるだろうし。今のことしか言えなくて、ごめんね。今だけで、手一杯なんだよ、おれ」

　ミモリンは食い入るようにハルヒロの目を見つめて、じっと聞いてくれていた。ハルヒロも、怯ひるむ気持ちがないわけではなかったが、視線をそらさないようにがんばった。言い終えて、全身から力が抜けた。今、ずいぶん眠そうな目をしているだろうなあと思う。眠くはないが、かなり疲れた。

「わかった」

　ミモリンはそう言って、顔全体をぴくぴくっと引きつらせた。目を細めて唇の両端を吊つり上げてみせたので、笑ったのだろう。――わかってくれたんだ。

　よかった。ハルヒロは目を閉じてため息をついた。一つ、肩の荷が下りた。

　もともとね？　身体は大きくないし、腹も太くないから、持てる荷物の量や重さは限られている。あれもこれも背負いこむわけにはいかない。パーティのリーダーをやって、盗賊としての仕事をこなす。これで限界だ。他ほかのことには手も頭も回らない。

　そうなんです。恋愛とかさ。してる場合じゃないってね。メリイのことなんかもそうだけど。もし余裕があったら、自分からいってただろうし。うん。ないか。ないな。それはない。絶対、無理。

　ありがたい話なんだよな、と思う。こんなハルヒロを、ミモリンは好きになってくれた。このような幸運はたぶん、めったに訪れない。今後ないかもしれない。これが最後かもしれない。拒絶するなんて、もったいないことなのかもしれない。

　でも、しょうがない。現時点でそういう気持ちがないのは事実だ。やっぱり噓はつけない。ミモリンも、自分自身も、騙だましたりごまかしたりしたくない。それはできない。

「まあ、そういうことなんで……」

「だけど、好き」

「……はい？」

　目を開けると、ミモリンはまだハルヒロを凝視していた。迷いのようなものは微み塵じんも感じさせない、真剣で、真しん摯しな眼まな差ざしだ。

「今は、好き。あたしはハルヒロが好き。だめ？」

「ピュウ……」アンナさんは顔が埋まるくらい思いっきり肩をすくめた。「ミモリン、頑固デスヨネー。岩のようデショー？　むしろ、ハガネかー？」

　ハルヒロは目を伏せて後頭部を搔かいた。――いや……だめ？　とか言われても。

　だめ、も何も。

　そんな、禁止する権利とか、あるわけないし。それはミモリンの自由だし。尊重するしかないわけだし。

　結局、わかってくれましたか、じゃあ切り替えて、友だちってことで、というのも、ハルヒロにとって都合のいい理屈でしかない。それを受うけ容いれるか否かはミモリン次第だ。同じように、ミモリンの気持ちを受け容れるか否かはハルヒロ次第だが、ミモリンの気持ちを変えることはハルヒロにはできない。ミモリンの気持ちは、どこまでいってもミモリンのものなのだ。

「……だめじゃないです」
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　合流後の買い物は、だいぶ傷んでいたクザクの盾や兜かぶとを買い換えたり、メリイが打撃力のあるスタッフを買ったり、ランタが裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡ――もちろん、ランタ（馬ば鹿か）が勝手に名づけた――を値切りまくって買い受けたり、あとは各人、生活用品を買い足したり買い直したりしたくらいで……想像以上に、めちゃくちゃ楽しかった。

　寂さびし野の前ぜん哨しよう基地でもいろいろな物が手に入るし、困ることはそうないのだが、やはりオルタナは品しな揃ぞろえが違う。段違いだ。見て回るだけでテンションが上がる。日ごろ、つまらなそう、おもしろくなさそう、辛気くさい、景気が悪い、見ていると気が滅め入いる……といった非難を浴びることもめずらしくないハルヒロでさえ、浮かれて余計な物を買ってしまいそうになり、慌てて思いとどまる、みたいなことが何度もあった。オルタナを離れるときは、ちょっぴりせつなくなった。

　風かざ早はや荒こう野やを西へ。途中、野外で一泊し、約三十五キロを徒歩で旅して午後二時すぎ、寂し野前哨基地に到着した。今日中に黄昏世界ダスクレルム入りして居留地まで行ってしまえば、明日は朝から仕事にとりかかることができる。ハルヒロたちとトッキーズはもちろん、そのつもりだった――のだが。

　寂し野前哨基地で、シノハラとばったり会った。

「やあ、ハルヒロ。トキムネも」

　シノハラは初対面のときからまったく変わらない。やさしげな顔で、物腰やわらか、白いマントをつけている。マントにはＸ型に並んだ七つ星の紋章。クラン・オリオンのシンボルだ。

　オリオンの白マントをつけた男女が寂し野前哨基地のあちこちにいることには、ハルヒロも気づいていた。シノハラも一人ではなくて、短髪で細目の戦士ハヤシと、丸眼鏡をかけたスポーツ刈りの男を連れている。ハヤシが目礼すると、メリイが軽くうなずいて微笑ほほえんだ。ハヤシは驚いたような顔をしていた。

「……と、あれ？」ハルヒロは、昔の仲間に笑顔を見せられるようになったメリイの変化を内心喜びながら――やっぱり彼のおかげですか、と僻ひがみたくなる気持ちを押し殺しつつ、指先で頰ほおをこすった。「シノハラさんたち、黄昏世界ダスクレルムから手を引いたんです……？」

「実は、迷っているんです」

「え!?　え!?　ええぇぇ!?」キッカワが大きく目を見開いて、飛び跳ねたり両手を振り回したりした。「何、何？　なんかあったんすか？　プグハニン的なァー!?」

「プグハニンとは？」とスポーツ刈り男が丸眼鏡のフレームを押し上げて訊きいた。

「ワァオ、そこツッコンで来るぅー!?　来ちゃいますー!?　いってみて来てるぅー!?」

「キッカワうっせーデスヨー！」アンナさんがキッカワの頭をぽかりとやった。

「え、と」ハルヒロはやかましいなあと思いながら、一応フォローしておかないといけないような使命感に駆られた。「プグハニンていうのは、ハプニングのことで……アナグラムっていうか……」

「ああ」スポーツ刈り男は急にくっくっと笑いだした。「なるほど、なるほど」

　ウケている――のか？　たいしてウケるようなアレでもないような。

「んで？」トキムネがキラリンッと白い歯を光らせた。「何かあったのか、シーノ？」

「……シーノ？」シホルが怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「シノハラだけにぃっ!?」ランタ（糞くそ）が吼ほえた。「シーノってかあ！」

「さんをつけろよ、さんを……」

　ハルヒロが呆あきれつつ注意すると、強きにおもねり弱きを挫くじくランタ（クズ）は素早く土下座した。

「すみませんっしたっ……！　つい調子に乗りましたっ！　いや、つーか、言葉の綾あやっつーか、物の弾みっつーか！　有名人を呼び捨てにしちゃうノリっつーか……！」

「気にしていませんよ」と、さすがシノハラ、大人の対応だ。

「クッ……」イヌイが隻眼をまがまがしく底光りさせた――まあ、本当に隻眼なわけじゃなくて、眼帯で隠しているだけなのだが。「シノハラの分際で、シーノ、か……」

　おいイヌイ、ランタを上回る失礼っぷりですよ？

「初耳」とミモリンが目をぱちくりさせながら言った。――え？　初耳……？

「今、思いついた」トキムネはウインクをして親指を立ててみせた。「バッチリなニックネームだろ？」

「否定はできないデショー!?」アンナさんが満面に笑みをたたえて親指を立て返した。

「シノハラドンとかシノハラッチョムより、かわいいしなあ」ユメは腕組みをしてウンウンうなずきながら、わけのわからんことを言っている。

「はっ」タダは顔をしかめた。「アホかよ。そろいもそろって。シノハライデンとかのほうがいいだろ」

　クザクとメリイがお互い微妙な表情で視線を交わして、すぐに目を背けた。あれあれあれ？　どうしてそらすんですか？　いいんですよ、見つめあってても。二人の世界とか築いちゃったらどうですか？　しないんですか？　ふーん。あっそう。いいけど。

「何でもかまいませんよ」ここまでめちゃくちゃなことを言われても、シノハラはやっぱり大人で、苦笑じゃない、楽しげに微笑してみせた。「質問の答えですが――ええ、ありました。端的に言って、黄昏世界ダスクレルムはうまみのある場所ではなくなりつつあります」

「そこから先は、このワタクシが説明しましょう」と、スポーツ刈りの丸眼鏡男がしゃしゃり出てきた。

　というか、誰だれなのだろう？　見たことは――ある、ような？　名前までは知らない。

　小首を傾かしげていたら、スポーツ刈りはいきなりハルヒロのほうを向いて、唇をニイッと笑わせた。

「申し遅れました。ワタクシ、オリオンのキムラ、と申します」

「……あ」ハルヒロは反射的に頭を下げてしまった。「どうも。ご丁寧に……」

「ワタクシ、存じていますよ。あなたはハルヒロ氏。それからランタ氏。ユメ氏。メリイ氏。シホル氏。クザク氏。トキムネ氏にタダ氏、イヌイ氏、アンナさん、ミモリ氏、キッカワ氏。――で間違いありませんね？」

　氏、がどうも気になるが、アンナさんだけは氏ではなく、しっかりとさんづけしているあたり、このキムラという男、只ただ者ものではない――のか？

「キムラさんは、シノハラさんの莫ばく逆ぎやくの友なんだ」ハヤシがそっと教えてくれた。

「あくやく？」ユメ、それ違う。

「バーカ、百薬だろっ！」ランタ、それも違う。

「楽々の友、か……クッ……」イヌイも違う。

「ダクダクの友、デスヨネー!?」アンナさんも違うって。

「ウオッ!?　それってシカモシテー!?　汁系ダクダク的な……!?」キッカワはなんで盛り上がってるんですか。

「ギュードンは汁だく」とミモリンがうなずいた。

　あるけどね。ギュードンの店。オルタナに。なぜか牛肉が入っていない。

「……ばくぎゃく」メリイは考えこんでいるようだ。「って、何？」

「ああ、と……」クザクはわからないらしい。

　バクギャクねー。ちょっとね。難しいよね。使わないよね。あんまり。知らなくても普通だろう。

　ちなみにハルヒロも、聞いたことはあるかな、字は書けないかな、意味はなんとなく推測がつくかな、といった程度だ。たぶん、かなり仲がいい、的な？　通じあっている友だち、みたいな？　シノハラとキムラが？　やや不思議な組み合わせだ。

「クフフッ」キムラは肩を震わせて謎なぞめいた笑い声を発した。「ワタクシがシノハラくんの莫逆の友とは、大おお袈げ裟さな。単なる一友人にすぎませんよ。むろん、ビーエル的な要素は微塵もありません。そうですね、シノハラくん？」

「そうだね」シノハラはあくまで爽さわやかだ。「キムラとの間にビーエル的な要素があったら気持ち悪いね」

「ウホァッ、ハッ、ハッ、ハァッ……」キムラは大ウケして腹を抱えた。

「ビーエルというのはボーイズラブの略だ」とハヤシがすかさず説明してくれた。

「そのくらい知ってますデショー、ボケェッ！」アンナさんが怒鳴った。

　カオスだなあ、とハルヒロはしみじみ思った。話が一向に進まないんだけど……。

　いや、進まなかった、と言うべきだろう。ひとしきり笑うと、キムラは要領よく理路整然と何があったのか話してくれた。

　事の発端は五日前、鉄拳隊アイアンナツクルがさらに別の教団アジトを襲って、教団員たちを殺さつ戮りくしたことだと考えられている。

　襲撃自体は成功裏に終わったらしいが、その二日後、つまり三日前から黄昏世界ダスクレルムに異変が起こった。

　なんと、巨神、と呼ばれている天を衝つくような巨大な人型生物がやってきて、人間を見つけると追いかけてくるようになったのだという。

　以前から遠目に巨神の姿を見かけることはあった。ハルヒロたちも何度か目にしている。ただ、巨神が近づいてくることはなかったし、その居場所は始まりの丘からずいぶん離れているようだった。聞いた話によると、始まりの丘のずっと南西に広大な盆地があって、巨神は神の大おお釜がまと名づけられたその土地一帯をぶらぶらしているのだとか。神の大釜を発見したのも、命名したのも、例のララ＆ノノだとか。

　現実味を感じないほどでかすぎる巨神は、明らかにさわると危険そうではあった。だから当然、さわる馬鹿はいなかったし、視界に入ったくらいではどうということはない。基本的には無害な存在と見なされていた。

　ところが一転、そうではなくなってしまった――ようだ。

　ようだ、というのは、まだ巨神と一戦交えた者はいないので、相手がリアルにガチでやる気なのかどうか、判断がつかないから、らしい。

　といっても、あんな大きすぎる生き物に戦いを挑む命知らずというか大間抜けがいるとも思えない。やべ、来た、となったら、それは誰だって逃げるだろう。ある程度距離をとると、それ以上は迫ってこないとのことだが、そのある程度の距離が正確にどれくらいなのかは定かではない。常に用心しなければならないとなると、教団員だの白巨人だのを探して回るのもたいそう骨だ。

　これはまずい、いかん――ということになって、オリオンは黄昏世界ダスクレルムから一時撤収することに決めた。状況が変わるかもしれないので、完全撤退ではない。一パーティだけ残して、シノハラたちは当面、どこか別の場所で稼ぐつもりなのだとか。

「まぁーた鉄拳隊アイアンナツクルかよぉ！」ランタが威勢よくがなった。「あぁーの野郎ども！　ちっとは他人ひとのことも考えろっつーの！　傍はた迷めい惑わくだよなあ、ちくしょうめ！」

「……おまえが言うなよ」

「アアン!?　オレが何だってぇ、パルピロォォォ!?」

「あ……」シホルが向こうを指差した。「鉄拳隊アイアンナツクルの人が……」

「ずびばぜんっ……！」ランタは即座にジャンピング土下座を決めた。「今のは違うんですマジでマジでオレじゃなくてウチのハルヒロがそう言ってたっつーアレで……！」

「さりげなくおれのせいにしてるし……さりげなくないけど」

「――んぬぁぁっ!?　いねぇーだろうがぁ!?　鉄拳隊アイアンナツクル！　シホルゥ、騙しやがったな、こぉーの隠れタレチチボンバー……！」

「変な呼び方しないで……！」

「黙れ、タレチッチン！　罰として、おまえを公開生着替えの刑に処する……！」

「クッ……」イヌイがオッサン顔に邪悪きわまりない笑みを浮かべた。「それは俺も、この目に焼きつけたい……だが、見るのは俺だけでいい！」

「……誰にも見せませんよ」シホルは両腕で自分の身体からだを抱き締めて、汚物を見る目でイヌイを睨にらんだ。

「賑にぎやかですね」シノハラはにこにこしている。

「うるさいだけだ」タダは人差し指で眼鏡の位置を直した。「クソ虫どもが」

　クソ虫は言いすぎだと思うけれど、まったくです。

「巨神ねえ」トキムネはハルヒロを見た。「どうする？」

　どうするも何も。

　義勇兵稼業の性質からして、リスクを一切冒さないというわけにはいかないだろう。とはいえ、ハルヒロとしては、避けられる危険は極力避けたい。これでも一応、黄昏世界ダスクレルムの発見者だし、残念ではあるものの、何か別の選択肢を検討してもいいのではないか。

　――という自分の意見はちゃんと言った。

　で、その結果どうなったのかというと、こうなった。

「うっひぇぇぇぇー……！」

　始まりの丘のてっぺんで、ランタが目を丸くして奇声をあげた。

　もう日が暮れてもおかしくない時間帯だが、黄昏世界ダスクレルムには朝も晩もない。いつもと同じ、色とりどりの空が果てしなく広がっている。

　夕空とも何とも言いがたい異空の下、超巨大で細長く見える巨神がゆったりと歩を進めていた。

「……どのくらい遠くにいるんすかね、あれ」クザクがため息をついた。「なんか、距離とかいまいちわかんねーな」

「ンー」アンナさんはトキムネに肩車してもらっている。「ユゥーなれば八十キロォ？　くらいデスカネー？」

「そんな遠くはないでしょ……」ハルヒロはしかたなくツッコんでおいた。

「五キロ……くらいかなあ？」ユメは目を凝らして巨神を見ている。「十キロかなあ？　二十キロかなあ？　ユメにもちょっと、わからんけどなあ。ほぉぉぉぉー。ちっさいけど、めっさおっきいなあ！」

「……矛盾してるけど、たしかにそんな感じ」とシホルがユメの隣でうなずいた。

　いや、ほんと。

　ユメ説をとって最大二十キロとすると、そうとう離れている。二十キロも向こうにいたら、たとえば身長二百メートルの超大巨人でも豆粒みたいなものだ。あの巨神だって、ここから見上げるような大きさではない。が、でかい。あれは生き物の大きさではとてもない。山だ。それも、小山ではない。山脈のようだ。

　最初に巨神を見たのはたしか、抜け駆けしたトッキーズを救出して、戻る途中だったと記憶している。

　あのときハルヒロは、数百メートルは離れているだろうに、ずいぶん大きいなあと思ったものだ。――数百メートル？

　とんでもない。あのときもこれくらいは余裕で離れていた。いや、もっとか。

　クザクの言うとおりだ。巨神はあまりにも大きすぎて、距離感がおかしくなる。

「けっこう速いな」とタダが呟つぶやいた。

「脚、なっげーっすもんなあ……」キッカワはなぜか感動しているみたいだ。「シーアー、ガスナギ的な……動きも意外とキビキビしてるっしょぉ。ワーオ、ワォ……」

　巨神は始まりの丘の南にいて、東から西へと移動している。ハルヒロにはキビキビしているようには見えないが、ここからでも脚の運びがはっきりと確認できるので、のろくはなさそうだ。

「はっ」とミモリンが息をのんで、南東を指差した。「何かいる」

「……何あれ」メリイが険しい表情を浮かべた。

　その横顔をクザクが横目で見ている。

「あれも大物っぽいな」トキムネは唇をぺろっと舐なめた。

「……まあ」

　それは確実にそうだろう。ハルヒロは腹をさすった。若干、胃が痛い。とくにトッキーズの面々に言えることだが、なんでそんなに楽しそうなの？　どうしてあからさまにワクワクしちゃってるわけ？

　わかっている。そういう人たちだ。わかってはいても、げんなりしてしまう。慣れてるけどね？　ランタがいるし。そう。ランタを知っているおかげで、トッキーズとなんとかやってこられている、という部分は確実にある。ランタ慣れしていなければ、トッキーズとはコミュニケーションをとることすら難しかっただろう。すっげーな、ランタ効果。人間、悪い面があれば、良い面も必ずあるのだ。光がなければ影も射ささない。

　ただ、変にランタ慣れしていたせいで、トッキーズと一緒に行動するようになってしまい、おかげでとんだ目に遭うのだ、という考え方も成り立つ。

　所しよ詮せん、ランタは疫病神である、と結論づけることも可能というか、基本、やっぱり限りなく疫病神に近い存在だ。

　――大物。

　それは白くて、うねうねしている。巨神ほどではないにしろ、そうとう大きい。いったい何なのか？　人型ではない。それは断言できる。蛸たこ……みたいな？　少なくともグリムガルでは海を見たことがないのに、蛸がどういう生き物かはわかる。その蛸に近く……はないか。でも、何かこう、触手的なものが何本もあって、それをぐにゃぐにゃ動かして歩いているような――いやむしろ、触手の集合体のような？

　ここからの距離は、どうだろう。巨神よりはずっと近い。二キロか三キロか、あるいは一キロ程度なのか。

「かわいい……」ミモリンが熱い視線を注いでいる。

　ハルヒロ、シホル、ユメ、メリイ、クザク、ついでにランタもぎょっとしたが、トッキーズは平然としている。

　これだからなあ、ミモリンは。

「あの……」

　ハルヒロがおずおず挙手すると、トキムネが「ん？」とこっちを向いた。この目であんなもの――否、あんなものたちを見てしまったら、いくらトッキーズでも納得してくれるだろう。というか、さすがにハルヒロと同じ意見のはずだ。

「帰りません？　あれはやばいっすよ。どう考えても」

「ヴァーカ！」ランタが食ってかかってきた。「それでも男かよ、おまえ！　ちゃんとキ●タマついてんのかぁ!?　しっかりタ●タマぶら下げてんのかよ、ザコスケ！」

「……そういうの関係なくね？　男とか女とか」

「あるに決まってんだろ！　ありますよね、トキムネさーん!?」

「どうかな」トキムネは首をひねった。「ないんじゃない？」

「ないっすよねー！」ランタは変わり身が早いクズだ。「ハハハ！　あるわけないっすよねー、だーからオレもそう言っただろ、パンピロリン！　関係ねーんだよ、男とか女とかキ●タマのあるなしとか！　ほんっとおまえは物がわからねークソだな！」

「タマ●マタマ●マうっさいデスヨー！」アンナさんがトキムネの頭上でキレた。「下品すぎるデショー!?　薄汚れを知らぬ存ぜぬのレディーがいっぱいいるデスカラー！」

「アンナさんに言われたくねーんだよ、下品とか！　オレも、それだけはっ！」

「ドゥーユーノォ!?　アウチッ、じゃなくてェー、どういう意味デスカネー!?　このコンコンチキ！　短小チ●カスヤロー！」

「ええっとその、とにかく……」ハルヒロは顔にかかったアンナさんの唾つばを拭ぬぐいながら言った。「帰りません？　今からなら、今日中に寂さびし野の前ぜん哨しよう基地に帰れるし。明日からどうするかは、そのあと決めるってことで……」

「え？」トキムネはまばたきをした。「なんで？」

「おい、ハルヒロ」タダがハルヒロの額に掌てのひらをあてた。「――熱は、ないな」

「……ないっすよ」ハルヒロはタダの手を振り払った。「熱があるとしたら、あなたがたじゃないっすかね……」

　思わず小声で言ってしまった。

「クッ……」なぜかイヌイが噴きだした。「クッ、クッ、クッ、クッ……アーッハッハッハッハッハッハッ……！」

　ていうか、哄こう笑しようしてるんですけど。何なんですか、この人。そもそも、人なのか？　実は人間じゃないんじゃ……？　怖いんだけど。

　本当に、怖いんですけど。

「なあ、ハルヒロ」トキムネはアンナさんを肩車したまま、ハルヒロの肩に、ぽん、と手を置いた。「俺はおまえのこと、意外と評価してる。意外となんて言ったら失礼かな？」

「……いや、いいっすけど。意外とでも何でも」

「ま、何にせよ、おまえは地味だし、気合いとか熱意とか足りないっていうか基本、ないけど、落ちついてるし、判断力もわりとあったりするし、味方としては頼もしい。俺らにないものを、おまえは持ってるからな」

「褒めてもらっても、何も出ませんけど……」

「噓うそだろ？」

「いえ、ほんとです」

「おまえのそういうとこも、嫌いじゃないよ」

「そうっすか」

　嬉うれしいことは嬉しいんですけどね？　人並みに。そうは見えないかもしれないが、ハルヒロなりに喜んでいるのだ。たぶん。

　もっとも、それとこれとは別問題だ。

「で、それが何か？」

「おまえのことは評価してるし、好きなんだけど、たまにあれ？　――って思う」

　こっちはたまにどころか頻繁にあれ？　――って思ってますよ。

　正直にそう話したらややこしくなりそうなのでとりあえず黙っていると、トキムネはやけにいい笑顔で白い歯をキラリンッとさせた。

「目標はもう決まったわけだろ？　それなのに、帰るってどういうこと？　俺にはちょっと、意味がわからない」

「……目標？」

「ああ」

「とは……？」

「目標っていうのは、行動を進めるにあたって達成を目指すもののこと、だろ？」

「いえ、それはわかりますけど。目標っていう言葉の意味は」

「じゃあ、何が知りたい？」

「その、もう決まったっていう目標って何なのって話なんですけど……」

「あれだろ？」トキムネは顎あごをしゃくってみせた。「当然、やっつけるだろ？」

「……えぇぇぇぇ」

　ハルヒロはよろめいた。何を言ってるんだろうこの人。まあ言いそうではあるけど。だけどいくらなんでもそれはない。おかしいよ絶対。どういう思考回路してたらそうなるんだよ。シホルもメリイもクザクも見るからにおののいている。ぽけーっとしているユメは何がなんだかわかっていないようだ。ランタはどうしようもないアホだから興奮している。トッキーズの面々はまったく動じていない。キッカワはランタと一緒に小躍りしている。お祭りか何かと勘違いしているんじゃないだろうか。救いようがない。だってさ。

　あれって、あれだよ？

　巨神とかあの変な生き物とかだよ？

　どう考えてもっていうか、考えなくてもあんなの無理でしょ？　それくらい自明ってやつじゃない？　そこは人間としての共通理解っていうか、人間なら誰だれしも共有できる認識的なものじゃない？　だよね？　そうだよ。ハルヒロは正しい。決して間違ってはいないはずだ。ということは……？

　ついに、そのときが来たのだ。来てしまった。

　いつか来るんじゃないかと思っていた。来て欲しかったわけじゃない。来ないほうがいいと思っていた。トッキーズは変人ぞろいでむちゃくちゃだが、一緒にいて楽しい人たちだ。利用価値があると言ったらあけすけすぎるが、そういう部分もある。何より、トッキーズは全員、欲得尽ずくじゃない。打算で人付き合いをしたり、協力したりする人たちではないのだ。だからすなわち信頼できる、というわけではないが、トッキーズは二度とハルヒロたちを裏切らないだろう。信義にもとることはしない人たちだ。

　でも、いつか袂たもとを分かつ日が来るかもしれない。

　来ちゃうんじゃないかな、とハルヒロは危き惧ぐしていた。

　トッキーズに引きずられて、痛い目に遭うくらいなら許容できる。何しろトッキーズなのだから、ある程度許容しないと、この同盟は成立しない。あくまで、それが回復可能な痛い目なら、だ。

　物事には限度というものがある。

　あれに挑むとなると、痛い目どころか、甚大な被害を、損失、喪失を――死を覚悟しないといけない。

　突発的にやるしかない状況になったのであれば、それはしょうがない。しかし、意図してそんな危地に飛びこむのは、完全に無謀だ。

　パーティ内で相談したら、ひょっとすると異論が出るかもしれない。なので、しない。ここはハルヒロの一存で決める。もう決定だ。トッキーズとは別行動をとる。機会があったらまた一緒に、なんて甘いことは言わない。やばいことはごめんだが、やばくないことならいいっすよ、というような手前勝手な理屈でつるんだりつるまなかったりするのは、ハルヒロとしても本意ではない。

　トキムネの目を見て、ごめんなさい――と口に出そうとしたら、肌着の下に、文字どおり肌身離さず持っているアレが振動した。

「うぉっ……」

　仰天して、ハルヒロは自分が何をしようとしていたのか、とっさにわからなくなった。何だっけ？　そうだ、というか、まずはこれだ。

　アレはペンダントみたいにチェーンをつけて、首から下げてある。襟ぐりに手を突っこんでとりだすと、下端の部分が緑色に光っていた。それは黒くて平べったい石のようなものだ。でも、ただの石ではない。

「何だそれ」トキムネが眉まゆをひそめた。

「え、えーと、これは……」

　説明しようか説明すまいか迷っているうちに、それが――受信石レシーバーが震えながら、音を発した。音というか、音声を。

『暁連DAYBRE隊AKERSのみんな、聞いているか？　ソウマだ』

「ハエェェェェーッ!?」とアンナさんがトキムネの肩の上で目玉を飛び出させて、珍妙な声をあげた。

「……ソウマだと？」タダは左手の人差し指で眼鏡を押し上げた。

「ソウマって、あのソウマだよね!?」キッカワは今にも踊りだしそうだ。

「走馬灯……」ミモリンは関係ないことを呟つぶやいている。

「クッ……」イヌイはどういうわけか剣を抜いて素振りを始めた。

　ハルヒロはランタやシホル、ユメ、メリイ、クザクと目を見交わした。

　ちなみに、ハルヒロたちが暁連DAYBRE隊AKERSの末席を汚していることは、トキムネたちには話していない。ランタは自慢したいようだが、口止めしておいた。なんというか、正直、まだ信じられないのだ。受信石レシーバーという証拠があるので、あれは夢だったなどということはありえない。それでも、自分たちがあのソウマ率いる暁連DAYBRE隊AKERSの一員だなんて、ちょっと思えない。実感がわかない。ソウマからの連絡もなかったし。暁連DAYBRE隊AKERSのこともよく知らないのだ。信じろって言われても、難しくない？

　難しかった。

『俺たちは明日の夜には寂し野前哨基地に戻る』

　しかし、実際にこうやってソウマの声を聞くと、信じられる。信じるしかない。

『繰り返す。俺たちは明日の夜、寂し野前哨基地に戻る予定だ。来られそうなら、来てくれ。たまには会いたい。――リーリヤ、何か言いたいことはないか？』

『ど、どうしてわたくしにっ!?』

『いや、なんとなく。だめか？』

『だめというかっ』

『そうか。だめだったか……』

『だ、だめではありません！　それでは、発信石センダーをわたくしに貸してください』

『ああ』

　というソウマの声に、リーリヤが咳せき払ばらいをする音がつづいた。

『……と、とくに言いたいことはないのですが、久しぶりにお目にかかる方かたもいらっしゃるでしょう。楽しみに――いえ、わたくしは楽しみになどしておりませんが、あなたがどう思われるかはあなたの自由です。お好きになさってください。以上です』

　受信石レシーバーの振動が止まって、緑色の光も消えた。

　ハルヒロはため息をついて、トキムネの表情をうかがった。トキムネは思案顔で顎を撫なでている。いったいぜんたい何を考えているのか。ハルヒロには想像もつかない。

「え……と、これは――まあ、なんていうか……」

「どうせなら、ソウマも誘うか」

「へ？」

「巨神狩り」

「……はい？」

「ソウマなら、声をかけたらやりたがるだろ」

「な、え、ちょっ、待っ……ソウマさんと、知り合っ――え……？」

「義勇兵になった時期がわりかし近いし、知り合いって言えば知り合いかな。飲んだことは何回かあるよ」

「や、でも……」

　ハルヒロは言葉を失った。でも、何？　何だろう？

　何っていうか、どうしよう？

　どうなっちゃうの、これ……？
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　何はともあれ、ハルヒロもソウマには会いたかった。いや、会いたくないような気もするのだが、それは自分ごときがいいのかなあ、というような臆おくする気持ちがあるせいで、そうはいっても会いたい。最強義勇兵の呼び名も高いソウマ、気前がいい剛力の聖騎士ケムリ、美しきエルフの剣舞師ソードダンサーリーリヤ、めちゃくちゃ色っぽい呪医シヤーマンの〝姐あねさん〟シマ、子供のような外見から〝悪魔の子〟とも称される不気味な死霊術師ネクロマンサーピンゴ、その手になる人造人間ゼンマイ。皆、見るからに尋常じゃない、只ただ者ものではない雰囲気を漂わせていて、事実、ずばぬけている。遠くから見るだけで、うわっ、と思ってしまう。少し大おお袈げ裟さに言うと、ソウマたちは生ける伝説だ。歩くレジェンドなのだ。そんな人たちを、見物できるだけじゃない。話ができるかもしれない。かもしれない、じゃない。できる。だって、ハルヒロたちも暁連DAYBRE隊AKERSの端くれなのだから。

　それはそれとして冷静に考えないといけない。そうは思うものの、うわーそっか会えるのかソウマたちとうっわーマジかどうしよ何を話そうどんな感じで挨あい拶さつしよう忘れられてたらどうしよう、それはないか、でもわからない、ソウマってああ見えて、直じかに接してみるとちょっと天然っぽいところもあったりするし、ハルヒロたちのことなんかすっかり記憶から抜け落ちているかも――みたいなことが頭の中を駆け巡って止まらなかった。

　トキムネは巨神狩りを目もく論ろんでいて、ソウマたちを巻きこもうとしている。その件については捨て置くわけにはいかない。何か手を打たないといけないが、まずは寂さびし野の前ぜん哨しよう基地に引き返してからだ。ソウマたちが来る前に、それはどうなんだという話をすればいい。するぞ。きっとする。しちゃうよ？　するってば、本当に。

　で、寂し野前哨基地に帰りつき、裏通りで晩飯でも食おうということになったので、よし、言うぞ、切りだすぞ、言うよ絶対――と屋台の前にできた列に並んで自分を奮い立たせている最中、見知らぬおじさんに声をかけられた。

「きみ、ハルヒロくんだよね？」

「……そう、ですけど？」

　間違いなく知らないおじさんだ。年の頃ころは四十歳くらいだろうか。ハルヒロにしてみればおじさん以外の何ものでもないが、このおじさん、すごそう。

　まずガタイがいい。身長は百八十センチ以上あるだろう。上背だけじゃない。幅も、厚みもある。笑い皺じわが目をひく柔和な顔つきだし、落ちついた低い声も好印象だが、なんというか、凄すごみがあるのだ。鎧よろいや背負っている盾からすると、聖騎士らしい。

　おじさんには連れがいた。小柄というか華きや奢しやな、やはり四十年配のどこか芸術家っぽい男性は神官服を着ている。それから、三十代とおぼしき魔法使いの女性。ハルヒロから見るとだいぶ年上だが、彼女におばさんという言葉は似合わない。超美人だ。







[image: ]







　その超美人の隣に立っている女性は、でっかい。荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズのカジコを思いださせる。ただ、カジコよりずっと年長だろう。やはり三十代か。ものすごい大剣を背負っている。戦士なのだろう。

　あとの二人は――ハルヒロは思わず目を瞠みはった。

　人間じゃない。

　両方とも男性だが、対照的な二人だ。

　一人は短たん軀くで、樽たるのような体型をしている。でも、太っているわけじゃない。筋肉の塊だ。いや、筋肉と、髭ひげをふくめた体毛の塊、と言ったほうが適当だろう。毛だらけで巌いわおのようなその身体からだよりもずいぶん大きい、いかにも威力がありそうで恐ろしげな斧おのを持っている。ドワーフだ。

　もう一人はドワーフとは正反対で、すらっとしている。背丈はハルヒロと変わらないか、少し高い程度だろう。白はく皙せきの美少年といったたたずまいだ。本当に色白で、髪の毛や瞳ひとみの色も、明るいというより薄い。目つきがちょっと鋭くて、強情そうだ。弓と矢筒を携えているので、弓使いなのか。

　注目するべきは、彼の耳だ。

　長くて、尖とがっている。

　彼はエルフなのだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……!?」キッカワが突然、素すっ頓とん狂きような大声を出した。「その年とし恰かつ好こうの聖騎士に神官に魔法使いに女戦士、それからドワーフって、もしかしてもしかしてえええ!?　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアキラさんじゃないっすかああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ……!?」

「……アキラって」ランタはそう呟くなり土下座した。「すすすすすすすすすすすすすンませんっしたあああ！　オレとしたことがついうっかりアキラ呼ばわりしちまって！　ほんとマジすンません、アキラさんっ……！　どうかどうか平にお許しを……！」

「おかしな子」三十代超美人がくすっと笑った。

　ランタは頰ほおをぽっと染めた。「……えへへ。おかしな子でーす。うぇへへへ」

「……アキラさん」ハルヒロは手で口を覆った。「――って、あのアキラさん……？」

　ソウマたちは生ける伝説、歩くレジェンドだ。歩くレジェンドということは当然、そこらを歩いている。伝説的でありながら、ちゃんと実在していて、運が良ければそのへんですれ違う可能性もあるというニュアンスが、この表現にはこめられている。実際、ハルヒロたちも、ひょんなことから暁連DAYBRE隊AKERSに加わる前、シェリーの酒場でケムリに一杯奢おごってもらったりした。

　でも、アキラさんは違う。

　アキラさんの名を知らない義勇兵はもぐりだと言われてもしょうがない。それほどの有名人だが、アキラさんはソウマたちより遥はるかに遠い存在だ。

　ハルヒロが知っている限りでは、ソウマたちが名声を高めるまで、アキラさんたちが長らく義勇兵団最強と見なされていたらしい。

　ソウマたちが台頭すると、アキラさんが彼らを認めて最強と讃えた。それでソウマたちの評価が確定したのだとか。

　そうかといって、アキラさんの威信が低下したわけではない。

　たとえば、「一対一でソウマとやりあったら俺が勝つ」と言いはる義勇兵は、実のところいる。口に出すか否かはともかく、実力なら自分たちだって負けていない、と思っている義勇兵は皆無ではないだろう。鉄拳隊アイアンナツクル、凶戦士隊バーサーカーズといった有力なクランは、とりわけソウマたちに対抗意識を燃やしている。多くの義勇兵がソウマを最強と評しているものの、その座は必ずしも絶対的なものではない。

　そこがアキラさんとの違いだ。アキラさんを自分と引き比べる義勇兵はまずいないだろう。アキラさんより強いとか弱いとか、考えるのもおこがましい。極端な言い方をすれば、山と背比べをするようなものだ。人間の背が山より低いのはあたりまえで、比較するのがそもそもおかしい。

　別格というより、別枠。

　アキラさんは「俺もいいかげん年だ」と渋く笑いながら、さりげなく最強の称号をソウマたちに押しつけると、ある日、仲間たちを連れて旅に出て、以後、その行方は杳ようとして知れない――というような感じの、真偽の程は定かではないまさしく伝説を、ハルヒロは耳にした。

　そのアキラさんだというのだろうか？　このおじさんが？

「あ……」トキムネが目をぱちぱちさせた。「ほんとにアキラさんじゃん」

「きみとは会ったことがあるな」アキラさん――らしいおじさんは、トキムネにすてきな微笑を向けた。「トキムネくん。タダくんに、イヌイくん。そこの若い男性と、女性の皆さんとは初対面だね」

「どーも」一見、常識人だが、人一倍傍若無人なあのタダが、頭を下げた。

「クッ……」イヌイはニイッ……と笑った。「光栄だ……」

「俺ちゃん、いや、俺、キ、キ、キッカワっす！　以後、オシリミキヲ……！　じゃ、じゃなくてっ！　お見知りおきを……！」

「ア、アンナさんデスヨー！　アンナでもいいですケドネェ……？」

「ミモリ……です」

　――おお。

　あのトッキーズが、借りてきた猫みたいにおとなしい。

　一方、ハルヒロたちはといえば、シホルもユメもメリイもクザクも、それからランタは土下座をしたまま、カッチコチに固まっている。ユメなんて相手の名前を気にするタイプじゃないのに、アキラさんとその仲間たちから何かを感じているのだろう。

　威圧感では決してない、何か。

　大人だなあ、というような？　まあアキラさんとは親子みたいな年齢差がたぶんあるので、こっちはまったく子供だ。でも、年齢だけじゃない、経験、人間としての重み、幅、深さ、すべてが違いすぎる。それがはっきりとわかるのに、押しつけがましくない。アキラさんは自然体だ。そこがまたすごい。

「なんだか名乗るのも気恥ずかしいが」アキラさんは右手を差し出した。「アキラだ」

「……あ、は、はい」ハルヒロは右手を外がい套とうで拭ぬぐって、拭って、拭ってから、アキラさんの手を握った。「ど、どどどどどどうも、初めまして、ハハハハルヒロです」

「よろしく」

　握手だ。あのアキラさんと握手している。大きくて、温かくて、乾いていて、力強いが、やさしい手だ。これは自慢できる、かも？　誰だれに自慢するのかという問題はあるが。

　いや、待て。

　もっと別の問題がある。

「――って、あれ？　なんで、アキラさんがおれなんかのことを……？」

「ソウマから聞いた」とアキラさんは事もなげに答えた。

「……ソウマさんに？」

「ああ。きみたちも、ソウマに会うためにここへ来たんだろう？」

「え、あ、はい、まあ……そう、ですけど。え？　おれたちも――って……」

「僕はゴッホだ」神官服を着ている小柄な男性が、懐から黒くて平べったい石のような物体をとりだした。「証あかしがこれくらいしかないというのも不便だな」

「……それって」シホルが息をのんだ。

「れしーばーやんかあ！」ユメが両手でほっぺたを挟むように押さえた。

「て、ことは……？」クザクはメリイを見た。

「まさか――」メリイは胸を押さえた。

「そ」女戦士がさも愉快そうに笑った。「あたしらは仲間ってこと。ああ、ちなみにあたしはカヨ。ゴッホはあたしのハニーだよ」

「……ハニー」ハルヒロはなぜか目が回って倒れそうだった。

「まあな」ゴッホは照れているのか、そっぽを向いた。「たしかにカヨは僕の妻だ。で、こいつは僕らの息子」

「タロウです」エルフの美少年がぶっきらぼうな自己紹介をした。

「――や、だけど……」ランタが無礼千万にもゴッホとカヨとタロウを順々に指差した。

「見てのとおり、血の繫つながりはない」タロウはランタを睨にらみつけた。「でも、父さんと母さんは正真正銘、ぼくの親だ。何か言いたいことでも？」

「いやっ！　ないっすないっす！　ぜんぜんぜんぜん！」ランタはヘヘヘッと笑いながら手を左右に振ってみせた。「とんでもないっすよお！　ゲヘヘヘ！　言いたいことなんてそんな、ねえ？　血の繫がりなんてどうでもいいワケだしね！　そんなのにこだわるケチなやつは、このオレがケツを蹴っ飛ばしてやるっつーの！　がはははははっ！　と、ところであのぉ……そちらのご女性の御お方かたは？」

「わたし？」超美人が自分を示した。「わたしが何か？」

「いえ、あの、なんていうかその、フリーなのかなあ、とか……」

「あなたから見たら、わたし、おばさんよ。三十七だもの」

「サンジューシチッ!?　見えねえ！　見えねーわー！　それはねーわー！　今まで生きてきた中で一番の驚きだわー！　つーか、年とかどうでもいーわー！　そんなの軽く超越しちまってるわー！」

「ありがとう。わたし、ミホよ」

「ミホさぁーん！　オ、オ、オレと、結婚してくださぁーい！」

「ごめんなさい」ミホはアキラさんの腕に手をかけた。「わたし、この人と添い遂げるつもりでいるの」

「ぐぉぉぉぉぉぉぉぉ……！　落ちた恋に瞬殺されたあああああああぁぁぁ……！」

「使えるのか、こんな連中」ドワーフが、ふん、と鼻を鳴らした。「ソウマに選ばれたとはとても思えん」

　……ごもっともです。

　とくに、ランタ。

　というか、ランタ。

　おまえのことをここまで恥ずかしく思うのは久しぶりだよ。おまえを殺して自分も死にたい気分だよ。

「ブランケン」アキラさんはたしなめるようにドワーフを一いち瞥べつしてから、親しみがこもった――少なくとも、そう感じられる眼まな差ざしをハルヒロに向けた。「俺はいつかきみたちと会うのを楽しみにしていた。何しろ、ロックたちやイオたちとは面識があったが、きみらのことはソウマから聞いて初めて知ったのでね」

「……ええ、そうですよね、あの、なんていうか、おれたち、義勇兵歴も浅いし、実績的なものもないし……」

「死の斑デツドスポツトを討ちとったんだろう？　デッドヘッド監視砦とりでの攻略戦でも活躍したとか」

「ま、まあ、そうっすね！」ランタがえっへんと胸を張った。「若手の中では有望株っつーか！　そういうカンジっすよね！　将来性アリアリってのは否めないっすね！」

「……おまえなあ」ハルヒロはランタをこっぴどく殴りつけてやりたかったが、その気力が湧わいてこなかった。

「はぁー」トキムネはアキラさんとハルヒロを交互に見た。「暁連DAYBRE隊AKERSなあ。ハルヒロたちがってのもびっくりだけど、アキラさんたちもか。ロックスとか、イオのパーティが入ったらしいってのはキッカワに教えてもらったような気がするけどな」

「ガチで最強っすよねえ……！」キッカワは、もうたまんねえ、と言わんばかりに首をぶるんぶるん振った。「すっげーよ！　レジェンドに元祖レジェンドに〝颱風タイフーン〟ロックスに、イオ様隊！　ドリームチーム的な……!?　的っていうかリアル・ドリーム!?　ドリーム、ドリーマー、ドリーメストみたいな……!?」

「あ。そうだ」タダがずいっと進み出て、値踏みするような目でアキラさんを見た。「あんた。じゃなくて、アキラさん」

　――おっと。

　あんた呼ばわりしたよ、今？　あれ？　借りてきた猫モードは？　キッカワも調子が出てきたっぽいし、あれれれれ……？

「黄昏世界ダスクレルムのこと、知ってるか？」タダは敬語すら使わずに訊きいた。

「まだ行ったことはないがね」アキラさんは平気のようだ。「話には聞いている」

「やべー敵がいる。この僕がぞくぞくするくらい、クソみたいにやばい」

「ほう」

「ソウマたちも誘うつもりなんだが、あんたたちも一枚嚙かまないか？」

　――誘ってるよ。

　誘っちゃってますよ。

　ハルヒロは目頭を押さえた。

　泣けてきた。

　何だよ。何なんだよ、タダ。ふざけるなよ。アキラさんだよ？　あのアキラさんに一枚嚙まないかって、そんなチンピラが悪事を働くんじゃないんだからさ。誘うにしても、もっと他ほかにあるだろ、言い方っていうか。ていうか、ないよ。誘わないでしょ、普通。まあ、普通じゃないんだけど、タダは。知ってるけどさ。普通じゃなさすぎでしょ……？

「考えておこう」とアキラさんはおっしゃった。

　いやー。やさしいっす、アキラさん。気を遣ってくれたのだ。傍若無人っぷり丸出しのタダにも怒らない。人格者だ。すばらしい。ハルヒロは軽く感動した。

「あん？」

　それなのに、なんでタダは青筋立ててキレてるわけ？　おかしいの？　もしかして、イカレちゃってる？　確実にまともではないよね？　だって、明らかに変でしょ？　キレるところじゃなくない？　キレる要素、皆無だよね……？

「何だ、その返事？　お茶を濁すみたいな。僕はな。そういうのが一番嫌いなんだよ。興味があるのかないのか、はっきりしろ」

　ああ、そういうこと？

　理屈はわかる。わかるけれど、キレなくても。ハルヒロたちはもちろん、トッキーズの面々まで「ひえー……」みたいな雰囲気になっている。ゴッホやカヨ、ミホ、ブランケン、タロウの反応にいたっては、怖くて確認できない。

「ふむ」アキラさんの顔がこわばった。

　というか、真剣な表情だ。

　アキラさんは、わずかにうつむいた。――頭を下げた、のか……？

「すまなかった。きみの言うとおり、今のは社交辞令に近い返答だった」

「……おう」タダは髪の毛を引っかき回した。「で、返事は？」

「おもしろそうだが、即答はしかねる」

「なんでだよ」

「理由は二つ。一つは、巨神とやらについて、俺は何の情報も持っていない」

「だからおもしろいんじゃねーか」

「それも一理ある」アキラさんはなんだか妙に子供っぽくて、悪戯いたずらっぽい、それから存外人が悪そうな笑みを浮かべた。「もう一つ。明日、ソウマに会う予定がある」

「そのあとで黄昏世界ダスクレルムに行けばいいだけの話だろ」

「行くとなれば、そういうことになる。――きみはソウマも誘うつもりだと言ったな」

「ああ」

「だったら、俺からソウマにも話してみよう」

「そいつは願ったり叶ったりだ」

「即答はできかねるが」アキラさんはまだ笑っている。「俺としては行くほうに気持ちが傾きつつある。きみと肩を並べて戦やるのは楽しそうだ」

「それは保証してやる」タダはニヤッとして拳こぶしを突き出した。「僕はあんたのことをほとんど伝聞でしか知らないが、僕自身のことはよくわかってるからな」

　アキラさんはタダの拳に自分の拳をぶつけた。「是非、ソウマも連れていこう。彼と共闘するのも、クソみたいに楽しいぞ」

「ハハハッ」タダはアキラさんの肩を叩たたいた。

「おほっ」とランタが跳びあがった。

「イヤッヒィー！」キッカワもジャンプして奇声を発した。

「盛り上がってきたデショー！」アンナさんは両手でＶサインを作ってくるくる回った。

　ミモリンはなぜかブランケンをじーっと見下ろしている。かわいい、とでも思っているのだろうか。

「やったな、ハルヒロ」トキムネが白い歯をきらめかせてハルヒロの胸を小突いた。

　ハルヒロは何も言えなかった。とりあえず、しゃがみたい。座りたい。寝たい。長い眠りにつきたい。

　即答はできかねる？　そのわりに、是非、ソウマも連れていこうって、アキラさん、もう行く気満々じゃないですかあ。やだなあ。

　やだなあ。

　普通じゃない人たちって、ほんとわけわかんなくて、やだなあ……。
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　好きな字は「地」だ。何でもかんでもというわけではないが、「地」のつく言葉や表現が好きだ。

　たとえば、「地に足がついた」とか。「地味」とか「地道」とか。「空」よりも「地」派だ。空を飛ぶ鳥になるより、一匹の地を這はう虫でいたい。虫はべつに好きじゃない、どちらかと言えば嫌いだが、きもいとかうざいとか出てくるなとか絶滅しろとか罵ののしられても、虫たちは逞たくましく生存している。虫のそんなところは尊敬している。

　だからこの仕事は、ハルヒロにはおあつらえ向きだと言えないこともない。

　黄昏世界ダスクレルムの無限に広がる色とりどりの空の下で、ハルヒロはシャベルを握りしめていた。言わずもがなだろうが、シャベルは穴を掘ったり土などを掬すくったりするための柄がついた匙さじ状の道具だ。寂さびし野の前ぜん哨しよう基地で調達することができた。自分にぴったりだとハルヒロは思う。シャベルが似合う男。かっこいい。いや、かっこよくはないか。かっこよくなくてもいい。

「デルム・ヘル・エン――」ミモリンが呪じゆ文もんを唱えながら杖つえの先でエレメンタル文字を描いた。「バルク・ゼル・アルヴ」

　途端に地面がボッと弾はじけて土砂を撒まき散らし、直径一・五メートルほどの穴があいた。

　炎熱魔法アルヴマジツクの爆発ブラストだ。覚えたてだからか。威力は期待していたほどじゃない。そのあたりは魔法使いの素養と、魔法系統別の習熟度である統御法マスタリーによるようだ。

「ミモリン、もう一発ゴー！　デスヨー！」

　アンナさんが煽あおると、ミモリンは「むぬ」と謎なぞの声をもらしつつうなずいて、また魔法を発動させる。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ」

　ドゥンッ。

「――デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ」

　ゾンッ。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ」

　ボッゴーンッ。

「――デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ」

　ブゥグムッ。

「デルム・ヘル・エン……」ミモリンは途中で上体を折って、地べたに突き立てた杖にもたれかかった。「……疲れた」

「お疲れ！」トキムネがウインクをしつつ白い歯をキランッと光らせて、シャベルを振り上げた。「よっし、掘るぞ！」

　ミモリンが爆発ブラストの魔法で地面にあけた五つの穴は、およそ十メートル四方に散らばっている。ハルヒロたちと、ミモリンとアンナさんを除くトッキーズの合計十名は、それぞれシャベルを手に穴の拡張作業にとりかかった。五つの穴を広げて繫つなげ、大きな穴にするのだ。――何、やってるのかって？　わかりませんか？

「ずおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉれえええええぇぇぇぇぇぇぇ……！」

「……ランタ。おまえ、うっさいよ。黙って作業できないの？」

「できねーな！　黙ってると、退屈でオレの精神がぶっ壊れちまうんだよ！」

「壊れりゃいいのに……」クザクがシャベルを振るいながらぼやいた。

「――んだとぉ!?　クザッキー、てめえ！」

「ほんとにうるさい」メリイが髪を耳にかけつつ、冷たく言った。

「うーるーさーくーてえ。悪かったですねえ？　いーんですう。そうやって非難されるのとか、慣れてますからあ。オレ、何言われてもまぁーったく平気だもんねえ。うっひゃっひゃっひゃっひゃっ」

「……最低」シホルが吐き捨てた。

「いぇーい！　オレ、最低！　最低人間でえーすっ！　べろべろばあ！」

「バカランタぁっ！　口動かしてないでなあ、手え動かしたらいいやんかあ！」

「手は動かしてますう。ほらほらほらほらほらほら！　どうだほらほらほらほら！」

　実際、ランタはしゃべればしゃべるほどシャベルを運ぶ速度が上がってゆく。ちょっと、というか、かなり気色が悪い。ランタは存在自体が害悪で、挙動はさらに害毒だ。警告を与えるべきか？　ハルヒロは三秒間ほど検討して結論を出した。いいや。放っておこう。ランタ（クズ）（馬ば鹿か）（クソ）のことだ。何を言っても反発する。逆効果だ。ランタ取扱大原則に従って、無視スルーするにかぎる。

　シャベルで土を掘るので精一杯だし。

　重労働ではあるものの、少しずつ、着実に穴が広がってゆく。やっていると、じわじわくる。こういう作業は個人的に嫌いじゃない。

　しかし、なんでこんなことやってるんすかね？

「これ、あれだな」タダがシャベルを放り投げて、そのへんに置いてあった戦せん鎚ついを手にとった。「ちまちまやってても、終わらないな。一気にいくか」

「うぉっとぉー!?　タダっち、いっちゃうー!?」って、キッカワ、おまえは太鼓持ちか。

　まあ、太鼓持ちみたいなものか。

「クッ……」イヌイは座りこんだ。「……飽きた」

「飽きたじゃねーデスヨー！」アンナさんがぱこっとイヌイの頭を引っぱたいた。

　いいけど、アンナさんはやっぱり肉体労働には参加しない方向なんですね。

「――いっくぞお！」タダが助走をつけて前方宙返りした。「輪転破斬サマーソルトボムッッッ……！」

　ドッカァーンッ……と、タダの戦鎚が炸さく裂れつして、地面を大いにへこませた。

「もっとだな」トキムネがからかうように笑った。

「チッ……」タダは舌打ちをして、ふたたび輪転破斬サマーソルトボムの体勢に入った。「何回でも食らわせてやる、輪転破斬サマーソルトボムッッッ……！」

　もう好きにやっててください。

　――だけど、なんでこんなことやってんだろ……。




　なぜか？

　もちろん、理解している。わけもわからず穴を掘ったりしない。穴掘りはハルヒロの性に合っているが、趣味にしたいほど好きなわけじゃない。

　アキラさん、ゴッホ、カヨ、ミホ、ブランケン、タロウと初めて顔を合わせた翌日の午後六時過ぎ、ハルヒロらは寂し野前哨基地でソウマたちと再会した。

　そのときはちょっとした騒ぎになった。ソウマは一種のスターなのだ。義勇兵だけではなく、裏通りの商売人たちも、辺境軍の兵士さえも、ソウマを見かけると、おいあれソウマだぞソウマ、マジだソウマだ、ソウマじゃん、ソウマだよ、うっわ生ソウマ……みたいな感じになる。これにアキラさんたちまで加わったものだから、もう大変だ。ちょっとしたというのは噓うそで、一時はお祭り騒ぎに近い有様だった。

　みんなで晩飯がてら、裏通りで一杯やる運びになったのだが、ハルヒロたちは緊張してろくすっぽ口をきけなかった。大勢の野次馬に囲まれて、周りはやかましかったのに、ランタすら静かだった。とはいえソウマたちもアキラさんたちも一部を除いて気さくだし、そのうち慣れてきて、皆さんどこ行ってたんすかとか、何してたんすかとか、軽く質問する程度のことはできただろう。――トッキーズが乱入してこなければ。

「よっ、ソウマ」トキムネは軽かった。

「うっす」タダは無愛想だった。

「クッ……」イヌイは意味がわからなかった。

「アンナさんデスヨー！」アンナさんはいつもどおりアンナさんだった。

「や」ミモリンはしゅたっと片手を挙げた。

「ど、どもどもどもーっす！」キッカワだけは声をうわずらせていた。

　そんなこんなでトッキーズがドヤドヤやってくると、アキラさんがおもむろに「ああ、そういえば――」と例の話を持ちだしたのだった。

「先ごろハルヒロくんとトキムネくんたちが発見した黄昏世界ダスクレルムが、おもしろいことになっているらしい」

　ソウマは串くし焼やき肉を充分に咀そ嚼しやくして嚥えん下げしてから「おもしろいこと？」と応じた。「それは気になるな」

「どうだろう。皆で一緒に様子を見にいってみないか？」

「行こう」

「早っ……」ハルヒロは思わず呟つぶやいてしまった。

「ん？」ソウマは意外そうに少し目を瞠みはってハルヒロを見た。「何が早かった？」

「……いや。あ、えと、判断するのがっていうか、即決っていうか……」

「困ったものです」リーリヤは呆あきれ顔をしてもきれいすぎて驚く。「いつも言っていることですが、今少し自分自身の立場というものを弁わきまえて、慎重に行動してください、ソウマ。ときにあなたは衝動的にすぎます」

「怒られてる怒られてる」シマがふふっと艶つやっぽく笑った。

「まーなー」ケムリは頰ほおをこすった。前に会ったときは剃そられていた髭ひげがだいぶのびている。それがドレッドヘアによく似合う。「つっても、そこがいい方向に出ることもあったりするしな」

「馬鹿だからな……」ピンゴが童顔に似つかわしくない暗すぎる目を細めた。「うっくっくっ……下手の考え休むに似たり、ひいては馬鹿の考え休むに似たり……所しよ詮せん、馬鹿だから、考えたって無駄だ。馬鹿につける薬はない……」

「何かいい薬があればな」ソウマはうつむいて考えこむそぶりをみせてから、はっと顔を上げた。「俺は馬鹿だったのか」

「違うと思っていたのか……？　うっうっうっ……」

「ピンゴ」リーリヤは横目でピンゴをねめつけた。「あなたは口が過ぎます。わたくしたちエルフの諺ことわざに、親しき仲にも礼儀ありという言葉があって――」

「まあ、いいじゃないか、リーリヤ」

　当のソウマになだめられたものだから、リーリヤは怒りで頰を紅潮させた。

「わたくしがいったい誰だれのために！」

「誰のためなんだ？」

「えっ……そ、それはその……つ、つまりっ……」

　もじもじするリーリヤは、えらくかわいらしい。目の保養にはなっても、ハルヒロの心が慰められることはなかった。何しろ、トキムネの策略がまんまと成功してしまったのだ。成功？　いや、信じがたいほどの大成功だ。

　ソウマが、あのアキラさんが、暁連DAYBRE隊AKERSが、黄昏世界ダスクレルムに侵攻するらしい。

　噂うわさは寂し野前哨基地中をすさまじい速さで駆け巡って、またたく間に広がった。

　だったら俺も俺も、と手をあげる者が続出した。

　なんと、その夜のうちに、鉄拳隊アイアンナツクルの〝タイマン〟マックスと凶戦士隊バーサーカーズの〝赤鬼レツドデビル〟ダッキーの使いがソウマに接触してきた。出発を控えた翌朝には、オリオンのシノハラが直接、ソウマに会いにきた。

　ここまで話が大きくなってしまった段階で、いや自分たちはちょっと今回は遠慮しておきたく――などと言いだす勇気はハルヒロにはなかった。

　だって、暁連DAYBRE隊AKERSのソウマがやると言っている。暁連DAYBRE隊AKERSはソウマが創設したクランで、ハルヒロはこれに入ってしまった。下っ端でも、仲間なのだ。言えない。無理っす、とてもできないっす、なんて。情けないし、恥ずかしいし、ソウマたちをがっかりさせたくない。軽けい蔑べつされたくない。

　トッキーズはともかく、ソウマたちやアキラさんたち、果ては鉄拳隊アイアンナツクル、凶戦士隊バーサーカーズにオリオンまで参画するのであれば、そんなに危なくないかも――という考えがハルヒロの中に芽生えたことも、否定しがたい事実だ。

　まあ、好奇心もあった。ないと言ったら噓になる。

　現最強義勇兵と、元最強義勇兵に加えて、名のあるクランが結集したら、何が起こるのか。彼らはどうやって戦うのか。そこにはどんな光景が広がるのか。どのくらい自分たちとレベルが違うものなのか。

　見たいよ、そりゃあ。見るだけでいいなら、正直、是が非でも見たい。見なきゃ損だ。

　ただし、ハルヒロたちはなまじ暁連DAYBRE隊AKERSの端くれだったりするものだから、見るだけではすまない。何かしないといけないだろう。弱っちいんでみそっかすでいいです、というわけには、いくらなんでもいかない。

　でも、何ができるというのか？

　午前十時前にソウマたち、アキラさんたち、それからハルヒロたちの暁連DAYBRE隊AKERS総勢十八人、トッキーズ六人の合わせて二十四人で黄昏世界ダスクレルム入りして、始まりの丘から巨神と、それからあの謎なぞのうごめく白い大型生物を眺めながら、ハルヒロは考えた。いや、その前からずっと考えていた。鉄拳隊アイアンナツクルと凶戦士隊バーサーカーズ、そしてオリオンも、おっつけやってくる。そうしたら、さっそくこの人たちはおっぱじめてしまうかもしれない。

　ユメが習得した狩猟術のスキルがヒントになった。

　――陥穽おとしあな。

「あ、あの」ハルヒロはこれが清水の舞台から飛び降りるってやつかと思いながら、キヨミズノブタイって何だっけと訝いぶかりつつ言ってみた。「わ、罠わなを作るっていうのは……どうでしょう……かね？　それくらいはやったほうがいいっていうか……ただ正面からぶつかるんじゃなくて、やれることはぜんぶやったほうが、みたいな……」




　キヨミズノブタイから飛び降りる気持ちでハルヒロが提案した罠作戦は議論を呼んだ。あくまでそれは議論だった。罠を作るとしたらどんな罠か、とか。巨神の大きさは推定どれくらいだから、どのくらいの規模が必要になるのか、とか。とくにソウマたちやアキラさんたちは――人造人間ゼンマイは例外だが――さかんに意見を出しあった。

　違うなあ、と痛感させられた。誰も他人ひと事ごとだと思っていない。自分は関係ないとか、考えるのは苦手だから、面倒だから任せるとか、そういった態度をとる者は一人もいなかった。誰かが冗談を言ったり、混ぜっ返したり、辛しん辣らつに批判したりしても、議論は停滞することなく、弾むようにテンポよく進んだ。

　ハルヒロたちとトッキーズは取り残された。

　トッキーズの面々や、ランタたちがどう思っていたのかはわからない。

　でもハルヒロは、おこがましいが、悔しかった。悔しがっている自分が意外でもあった。だって、ハルヒロは下っ端だ。下の下だと自認している。ソウマたちやアキラさんたちと比較して、自分たちが劣っているのはあたりまえだし、何もかも違うに決まっている。悔しい？　はあ？　何、マジになってんの？　笑える。下っ端は下っ端らしく、隅っこのほうで言われたことをはいはい聞いて、せめてすごい人たちに迷惑をかけないように気をつけてりゃいいんだよ。本当にそう思う。違うんだから。モノが違う。どう足あ搔がいても、ソウマやアキラさんたちみたいにはなれっこないんだから。――でしょ？

　そう……なんだけど。

　割りきれないのか？　諦あきらめていない、ということなのだろうか？　自分たちにだって、可能性がないわけじゃない。少なくとも、ゼロではない。そう思っているのか？　下の下なりの地味な向上心？　それとも、リーダーとしての責任感？

　何にせよ、悔しいことは確かだし、悔いを残したくもない。ハルヒロはできるだけ議論に加わろうとして、そのわりにたいして発言できなかったが、ともあれ罠を作ることは決定した。ハルヒロたちとトッキーズで一つ、午前十時半ごろ、続々と始まりの丘に姿を現した鉄拳隊アイアンナツクルと凶戦士隊バーサーカーズ、オリオンも、それぞれ一つずつ、落とし穴を掘ることになった。場所は協議して定めた。罠ができあがるまでの間、ソウマたちとアキラさんたちが囮おとりになって巨神や白い巨大生物を引きつけつつ、相手を観察することになった。

　鉄拳隊アイアンナツクルは〝タイマン〟マックスとエイダン以下、十八人全員が参加する。

　凶戦士隊バーサーカーズは総員三十名を超えるらしいが、〝赤鬼レツドデビル〟ダッキーと参謀役のサガという男をふくめて十七人が駆けつけてきた。

　オリオンも三十人以上のメンバーを擁する。そのうち、シノハラとキムラ、ハヤシなど、四パーティ二十四人が集まった。

　暁連DAYBRE隊AKERSは、ソウマたちとアキラさんたち、ハルヒロたちで十八人。

　トッキーズが六人。

　さらに、クランに所属していなかったり、所属クランがばらばらだったりする義勇兵たちが五パーティ、二十五人。

　その中には、二人組の義勇兵、ララ＆ノノもいる。

　なんと、トキムネの思いつきが百八人の大所帯による一大作戦に発展してしまった。

　――で、ハルヒロはシャベルを操り、懸命に穴を掘っている。

　ちなみに、ララ＆ノノは囮組にちゃっかり紛れこんで、落とし穴を掘らない二十三人の義勇兵たちは、大半の商人が引き払ってだいぶ寂しいことになっている居留地で待機中のはずだ。

「しっかし……」

　ハルヒロは額に滲にじむ汗を拭ぬぐった。

　穴を見る。

「思ったより、簡単じゃないなあ……」

　ミモリンが爆発ブラストの魔法で発破をかけてくれたこともあって、なんとか直径十メートルかそこらの穴という形にはなっている。でも、深さはせいぜい一メートル半といったところだ。これでは人間が落ちても、足を挫くじいたり尻しりを打ったりする程度ですんでしまう。まして巨神になんか通用するはずもない。

「穴を掘るのって、こんなに大変だったんだ……」

　もはやランタやトッキーズの面々も騒ぐ気分ではないようで、黙々と穴掘りに精を出している。いや、ランタは別だ。自分の腰をさすったり、しゃがんでみたり、うろうろしたりして、さぼっている。応援係のアンナさんでさえ慣れない手つきでシャベルを動かしているというのに、あのクズときたら。

「やる」

　正座して瞑めい想そうしていたミモリンが杖つえを手に立ち上がったので、ハルヒロたちはいったん穴から出た。

「ミモリン、一箇所に」

　ハルヒロが声をかけると、ミモリンはうなずいて杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを詠唱しはじめた。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ」

　ドカーン。ミモリンは穴の中心あたりに爆発ブラストを叩たたきこんだ。

「――デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ。――デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ。――デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ。――デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ」

　ほとんど連続で五発。ハルヒロが言ったとおり、ミモリンは爆発ブラストをほとんど同じポイントで発動させた。おかげでその部分は大きく陥没し、だいぶ深くなった。

　ミモリンはふらついて、危ういところで身体からだを杖で支えた。魔法使いなのにあまり魔法が得意じゃないというミモリンにとって、爆発ブラスト五連発はきついようだ。

「……あたしも、爆発ブラストが使えれば……」シホルが下を向いて言った。「氷結球アイスグローブじゃなくて、思いきって炎熱魔法アルヴマジツクを習えばよかった……」

「クッ……」イヌイが投げキッスをした。「何なら、俺がおまえの爆発ブラストになってやってもいいんだぞ……」

「いりません」シホルは即座に、はっきりと断言した。「……爆発ブラストになるとか、意味不明だし。気持ち悪いし……」

「んにゃあー！」ユメがのびをした。「そしたらなあ、また掘ろかあ」

「つーかな。終わんのかよ、これ……」ランタは誰よりも働いていないくせに、げっそりしている。

「腰、痛え……」クザクはため息をつきながら腰を押さえた。

「大丈夫？」メリイがちらっとクザクを見た。

「あ。……ええと、うん。平気っす」

「それならいいけど」




　仲がいい　ことはすんごく　いいことですね


ハルヒロ






　――思わず心の中で一句詠んでしまった。しかも、字余りだ。

　いけないいけない。心が腐りそうになっている。言い出しっぺのハルヒロがこんなことでどうするのか。

「が、がんばろう、みんな」

　どうにも力ない感じのふにゃらけた掛け声になってしまった。

「へーい……」キッカワの返事も負けじとだらっとしていた。

「……こーゆうのテッテケテー的に向かないデスヨネー、アンナさん……」アンナさんはすっかり辟へき易えきしているようだ。

「アンナさんは休んでろ」トキムネは白い歯をキラッとさせてアンナさんにそう声をかけたが、いつもより確実に元気がない。

「おかしいな」タダは逆に、なんだかギラギラしている。「こんなはずじゃなかった。僕はなんで穴なんか掘ってるんだ？」

　――おれのせいっすよね。

　謝りたくなってきたが、ハルヒロが申し訳ないと頭を下げたところで何がどうなるというのか。ちょっと罪悪感が薄れる、かな？　それで？　その先は？　今さら落とし穴作りをやめるわけにもいかない。やるからには、やり通さないと。

　ハルヒロは意を決してシャベルの先を地面にガッと突き刺した。そのまま全力疾走して線を描いた。

　線はやがて繫つながり、直径二十五メートルほどの円となった。現状の穴は、その円の中にすっぽりと収まっている。

「とんでもなくでかくて、どう見たって強大すぎる敵だし！　どれだけ準備したって足りないくらいだと思うし！　ほ、掘ろう！　掘るよ、落とし穴！　おれは掘るし！　みんなにも掘って欲しい！　いざってとき、役に立つ……かもしれないっていうか、きっと役に立つんじゃないかなあって思うし！　だ、だから、その……」

「掘る」ミモリンが杖を放り投げてシャベルを引っつかんだ。「あたしは、掘る」

「ユメもがんばるよ！」ユメは、ふんっ、と鼻息を荒くしてシャベルで土を突き崩した。

　シホルは唇をきゅっと嚙かんだ。「……使いようによっては、影響きシヤドーエコーか、暴威雷電サンダーストームなら、もしかすると……」

　メリイは無言でシャベルを振るっている。

「……まぁ俺、身体は頑丈なほうなんで」クザクもザックザクと穴を掘りだした。

「ケッ！　しゃーねえなあ！」ランタは生意気にもやれやれとシャベルを担いだ。

「いよっしゃあ！」こういうとき、キッカワは頼もしい。「俺ちゃんメラメララメラメ燃えてきたぁー！　ニンニンニンッ！　ニンニンバーグ！　バーニングだよお……！」

「戦やるまでの辛抱だ」タダは左手の人差し指で眼鏡を押し上げた。「それまでは穴でも掘って、英気を養うか」

「クッ……」イヌイが眼帯で隠していないほうの目をクワッと見開いた。「黒き翼と呼ばれたこの俺に、定めし宿命の刻ときが訪れるまではな……！」

　相変わらず、意味がわからないっす。

「気長にやろうぜ」トキムネは親指を立ててみせた。「穴掘りは大事だけどな。それで疲れきったりしたら、本末転倒だ」

「……はい。そのとおりです」

　ハルヒロはうなだれた。バランスだ。バランス感覚が重要だと思った。考えてみると、自分が罠わな作りの提唱者なものだから、何が何でも立派な落とし穴を作らないと、という意識があることも否定できない。一番大切なのは何なのか。そこを忘れてはいけない。そうだ。何が一番大切なのか？

　巨神を倒す。

　それだ。

　――それか？

　ハルヒロたちにとって、果たしてそれが一番大切なのだろうか？

「……あれ？　なんか、そうは思えないんだけど……」
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　まあ、でもね？

　ハルヒロたちとトッキーズも、べつに三日三晩、穴掘りだけをしていたわけじゃない。黄昏世界ダスクレルムには夜が来ないから、三晩という言い方はおかしい……のか？　な？　とにかく約三日間、およそ七十二時間のうち、穴を掘っていたのは実質、半分にも届かない。せいぜい二十四時間くらいだろう。

　あとは寝ていた。――いやいや、そんなことはない。もちろん、休息、睡眠はとったし、代わる代わる居留地に行って沐もく浴よくしたりもしたが、他ほかのこともした。

　タロウがふらりと現れて、巨神とヒュドラを見ておかないか、と持ちかけてきたのだ。ちなみにヒュドラというのは、例の白くてうねうねした巨大生物のことで、タロウの父さん――つまり、ゴッホが命名したらしい。

「いい名前だ」と、絶世の美少年タロウは抑えきれない喜びで顔をほころばせて呟つぶやいたものだ。「ヒュドラ。かっこいい。さすが父さん。やっぱり父さんだ」

　父と、それからたぶん母も敬愛しすぎているタロウに連れられて、ハルヒロたちとトッキーズは巨神とヒュドラに接近した。とはいえ、巨神もヒュドラも囮を追いかけて絶えず移動している。結局、五十メートル程度まで近づくのがやっとだった。

　それでも充分やばかった。

　とくに巨神のほうは人じん智ちを超えているとしか言いようのない大きさで、タロウが全高の推定は三百メートルだと教えてくれたが、あーそうなんすか、と返すしかなかった。もう何なんだよそれバッカじゃねーの。ハルヒロの身長は百七十センチくらいなので、三百メートルというとだいたいその百七十六・五倍ということになる。百九十二センチのクザクと比較しても、百五十六・二五倍だ。もはや比べるのもむなしい。こんなの倒すとか、ないない。ありえない。どんな冗談？　どうにもなりませんって。なるわけないって。

　そんなわけでタロウ曰いわく、巨神はちょっと、今回はなあ、という意見が囮おとり組の中でも出ているとか。そりゃそうだよ。

　というか、今回はって何なんですか。次があるんですか。次回はやるってことですか。ひょっとして、アホなんですか？　それとも、ただすごいだけ？　すごすぎる人たちは感覚が違いすぎるのか？

　何はともあれ、巨神が対象から外れつつあるのは、ハルヒロにとって朗報だ。

　だって、考えてもみて欲しい。ハルヒロの足のサイズは二十五・五センチだが、素直に百七十六・五倍したら四千五百・七五センチになる。四十五メートル超だ。直径三十メートルの落とし穴ではハマらない。深さだって、三百メートルの巨体が相手なら、ずいぶん控え目に言っても二百メートルは欲しい。無理だ。

　落とし穴がどうとか、そういう問題を抜きにしても、不可能だ。

　だいたい、巨神は遠くから見るとたしかに人型だし、人間のような歩き方をしてはいるが、動く真っ白な巨大建造物と言ったほうが実態に近い。あれを倒すという発想がそもそもおかしいのだ。せめて、破壊する、と表現するべきだろう。そして、破壊するとなったら、兵器的なものの出番なんじゃないかと、不肖ハルヒロは愚考する次第だ。たとえば、城攻めなどをするときのような軍備が必要なのではないか？　また、そういうものを揃そろえたとしても、黙って破壊されてくれる相手ではあるまい、それどころか襲いかかってきそうなので、まあ簡単にはいかないだろう。あくまでハルヒロの私見ではあるが、無理なんじゃないかな？

　――で、ヒュドラ。

　先におっかなびっくり巨神見物をして、それからヒュドラを見に行ったせいだ。そうに違いない。

　ハルヒロとしたことが、第一印象は「あれ？　こんなもん？」だった。

　ぱっと見、そのサイズは二階建ての家くらいだろうか。いや、もうちょっと大きいか。というか、長い。

　ヒュドラは太さ二メートルか三メートルほどもある白蛇が寄り集まったような形態の多頭生物だった。

　頭の数は九つで、蛇に似ているが、意外にも目はない。黄昏世界ダスクレルムの生き物は皆、一つ目だから、頭一つにつき目が一つずつあるだろうと思いきや、そうではなかった。ということは、多頭ではなくて、やはりぜんぶ触手なのかもしれない。

　その触手のいくつかをくねらせることによって、ヒュドラは移動する。移動に用いている触手はどうも四本のようだ。あとの五本は空中で何かを探るようにうねうねしている。あるいは実際、触角のような機能を有しているのかもしれない。

「あいつは余裕だな」とタダは鼻先で笑って言った。

　余裕だとはさすがに思わないが、巨神よりはなんとかなりそうな気がして、いやいやいやいや……と、ハルヒロは頭を振った。待った、待った。そうはいっても、めちゃくちゃでかいからね？　あの触手に体当たりでもされたら、あっさり即死してしまう自信がある。ヒュドラはハルヒロたちの約五十メートル前方を西に向かって進んでいるが、これって近くない？　近づきすぎじゃない？　今、移動用じゃない触手五本の先はこっちを向いていない。つまり、ヒュドラは後ろにいるハルヒロたちに気づいていないか、関心がないのだろう。でも、気づいたら？　どうなるのか？　まずくない？

「あの、もっと離れない……？」

　ハルヒロがおずおず提言すると、先頭のタロウが足を止めずに振り返った。

「大丈夫。これくらいなら。たぶん」

「たぶん……？」

「〝この世に百パーセント確実なことなんてない〟。父さんの言葉だ」

「まあ、それはそうかもしれないけど……」

「かもしれない、じゃない。父さんの言葉は絶対だ」

　え？　百パーセント確実なことはないんじゃないの？

　――などとツッコんだりしたら、この美少年はどんなふうに怒るだろう。見み物ものだ。いや、見たくないし、怒らせたくない。怖そうだし。

　ちなみにハルヒロたちは、小走りよりもやや速いくらいのペースでヒュドラを追尾している。アンナさんにはきついだろうということで、トキムネがおんぶしているが、いくらマスコットとはいえ、甘やかしすぎなんじゃないかなあと思わなくもない。

「囮は誰だれがやってんだ？」とランタが訊きいた。

　聞こえなかったのか、タロウは返事をしない。

「なあ、誰がやってんだ？　なあ？　誰がやってんだよ、囮。なあ？　なあ？　なあ？　おい、なんで黙ってんだよ？　オレが訊いてんだけど？　おーい。オイオイオーイ。聞こえてますかあ？　聞こえてんのかって訊いてるんですけどお？　オイッ！」

「聞こえてはいる」タロウはランタには一いち瞥べつもくれなかった。「でも、答えたくない。母さんが言っていた。〝アホと口きいて時間を無駄にするほど人生長くないんだよ〟」

「オレはアホかよ!?」

「……アホだろ」ハルヒロはつい口を滑らせてしまった。

「アホやんかあ」ユメも同意してくれた。

「……アホどころか……」シホルはランタのアホさ加減には一家言ありそうだ。

「無駄なことはたしか」とメリイが冷たく言い放った。

「まぁ……」言葉を濁らせたクザクは、まだ遠慮があるのか。

「アッハッハッ！」キッカワがランタの肩を叩たたいた。「だけど俺ちゃんはスーナイだと思ってるよ、ランタのアホなとこ！　捨てる神あれば拾う神あり的なぁー!?」

「うっせッ！　キッカワ、うっせんだよ！　オレは捨てられてねーっつーの！　捨てられるくらいだったらな、オレのほうから捨ててやるわ！」

「べつにいいけど？」

　ハルヒロが言うと、ランタは慌てふためいた。

「ヴァヴァッ、ヴァッカやろう！　そこはアレだろ！　そういうこと言うんじゃねーよってたしなめるとこだろ！　捨てるとか捨てられるとか言うなとかな！」

「ランタ！」トキムネが爽さわやかな笑顔で白い歯を光らせた。「おまえってほんっとにめんどくさいやつだな！」

「トキムネさん!?　それオレ、褒められてる気がしねーっすよ!?」

「褒めてないデスヨネー!?」アンナさんがトキムネの背から中指を立てた。「どこのイボノイノシシケツノアナですかこのドグサレチ●ポコ！」

「クッ……」イヌイは邪悪に笑った。「滅びよ、終末の犬め……」

「いぬ」ミモリンはきょろきょろしている。

　犬はいないみたいっすよ……。

「囮は誰がやってる？」

　タダが何事もなかったかのように尋ねると、タロウはちゃんと答えた。

「ヒュドラは、ピンゴさんの人造人間ゼンマイが主に引っぱり回してます。巨神のほうは、ララ＆ノノだっけ。あの二人が。彼らは馬竜に乗ってきたので」

　馬竜は後脚で二足歩行する小型の竜だ。卵から孵かえったばかりの雛ひな竜りゆうの段階から調教すれば、馬みたいに人を乗せるようになる。寂さびし野の前ぜん哨しよう基地ではたまに見かけて、いつか乗ってみたいと最初はハルヒロも思った。でも、乗用の馬竜は幼いころに羽を切除されると知り、乗りたい願望はたちまち消きえ失うせた。

「そうか」

　タダはうなずくなり足を止めた。まったく唐突だった。

「うおぉい、ヒュドラやろう……！　僕を見ろ……！　この僕を……！　僕はここにいるぞ……！　僕がここにいるんだ……！」

　人間ってこんなに大きな声を出せるものなのか。いったい、どこをどうすればこんな声が出るのか。人間の身体からだの限界を超えてしまっているんじゃないのか。ハルヒロは仰天して立ちつくした。他の皆も一緒だった。トキムネ以下トッキーズの面々さえ、啞あ然ぜんとしていた。

「ちょっ――」タロウも目を見開いて立ち止まった。「何、やって……」

「かかってこい、こらあ……！」タダは戦せん鎚ついの先っぽをヒュドラに向けた。「僕にかかってこいと言ってるんだ、この雑魚……！　臆おく病びよう風かぜに吹かれたか……！　僕には勝てないとわかってるのか……！　図ずう体たいがでかいだけの弱虫め……！」

　そのときだった。

　ヒュドラが、止まりはしなかった。というか、あれだけの巨体だし、急には止まれなかったのかもしれない。ただ、明らかに速度が緩んだ。

　一本の触手、その端の頭みたいな部分がこっちのほうを向いた。

　やがてヒュドラは前進をやめた。

　二本、三本と触手が動いて、目のない頭がハルヒロたちを振り返った。

「ふっ……」タダは戦鎚を肩に担いで、左手の人差し指で眼鏡を押し上げた。「ようやく僕を認識したか。遅いくらいだけどな。遅すぎる」

　タダ。

　何が、ふっ……だよ。――タダ。

　タダァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ。

　口で言っても効果がない。それくらい、ハルヒロもわかっている。常日ごろから、タダとは会話が成立しないこともめずらしくないのだ。じゃあ、どうすれば？

「ああもう……！」

　こうする。

　ハルヒロはタダの神官服の襟首を引っつかんだ。

「――ぐえっ！」

　ひょっとしたら首が絞まるような恰かつ好こうになっているかもしれませんが、知ったことじゃないです。まあ、タダのことだから、死にはしないだろう。

「みんな走れ……！」

　ハルヒロは猛烈に駆けた。幸いトキムネたちがおもしろがってついてきてくれたので、つつがなく逃走に移行することができた。最大の懸念はヒュドラの動向だ。追いかけられたら逃げきれるのか？　追いつかれたらどうなってしまうのか？　戦やるしかない？　というか、殺やられるしかない？　考えただけで非常に恐ろしいが、ヒュドラはこっちには来なかった。運が良かったのか？　いや、きっと、囮をしてくれているはずの人造人間ゼンマイがうまく挑発して引きつけてくれたのだろう。ゼンマイ様々、大感謝だ。

　ヒュドラと二百メートル以上、距離が開いてから、ハルヒロはタダを解放した。汗がひどい。おっかなかった。

「おまえ……！」タダは喉のどを押さえてハルヒロに詰め寄ってきた。「苦しかったじゃねーか、ハルヒロ！」

「ぁいでっ」

　額に額をぶつけられて転びそうになったが、ハルヒロはなんとかこらえた。タダは目が血走っている。めっちゃ怖い。でも、怯ひるんだら逆に殺されそうだ。タダのことは理解できていないし、一生理解できそうにないが、なんとなくそんな感じがする。

「――は、反省してくださいよ……！　危なかったんですよ……!?　何考えてるのかとか知りたくもないんで訊かないけど、ああいうのはやめてくださいマジで……！」

「黙れ、おまえのほうこそ反省しろ……！」

「おれは間違ってないと思ってるんで、反省はしません……！」

「何だと……!?」

「しませんよ、反省なんか！　あ、あんたが……！」

　ああここまでやって大丈夫なのか？　やばいか？　どうだろ？　でも、タダの圧力を撥はね返さないとたぶん舐なめられる。撥ね返すには、おそらく強気に出るしかない。

「あんたが反省しろ、タダ！　だめだよ、思いつきで仲間を危険にさらすなんて……！」
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「ハハッ……！」

　タダは笑いながらまた額に額を当ててきた。ハルヒロは下がらない。下がれない。退ひくわけにはいかない。ここまで言っておいて、すみません、と引き下がったらまるっきり馬ば鹿かだ。泣きそうだが、泣かない。

「おまえみたいなヘナチョコが、この僕に……！」

　タダは顔を左右に動かす。額と額がごりごりこすれる。誰か助けてよ。止めてよ。トキムネとか。でも、タダから目を逸そらして、誰かに視線で救いを求めた瞬間、勝負がついてしまう。そんな気がする。

「ヘ、ヘナチョコでも……！」

「ヘナチョコでも、何だ！」

「やっていいことと悪いことの区別は、あんたよりつくんだよ……！　あんたがいつまで経たっても分別のつかない子供なら、首輪でもつけて引きずって歩くしかないだろ……！」

「ほほーう」

　タダはいきなり身を引いて、左手の人差し指で眼鏡の位置を直した。ハルヒロはつんのめりそうになった。

「言うじゃないか」

　……なんか、ニヤリとしましたよ？　上機嫌っぽいですけど？

　わけわかんねー……。

　けど、助かった――みたい？　少なくとも、撲殺されることはなさそうだ。いや、油断したら戦鎚で殴りかかってくるかも？　念のため、用心はしておくべきか？

「ハルヒロ」トキムネが白い歯をのぞかせて親指を立てた。「ナイスファイト」

　うっせーよ。

　――と思わなくもなかったが、腹を立てるのも億おつ劫くうで、「……ども」と少しだけ頭を下げておいた。

「ぷっ……」タロウが噴きだして、両手で顔を覆った。「くっくっくっくっくっ。あはははははっ。変なの！　変な人たち！　ふっはははははははははっ！　くっはっはっはっはっはっはっはっ……」

　すげー笑ってるし。笑いまくりだし。笑い転げる勢いだし。エルフの美少年が抱腹絶倒している姿には意外感があって、呆あつ気けにとられてしまった。

　タロウはしばらくすると突然、真顔になって咳せき払ばらいをした。でも、顔が赤い。長い耳まで赤くなっている。恥じているのかもしれない。

「……父さんが言っていた。〝笑う門には福来たる〟」

　そっすか。

　変なエルフだ。

　ともあれ、そんなこともあったりしながら、ハルヒロたちとトッキーズはおよそ七十二時間で直径約三十メートル、深さだいたい三メートルの穴を掘った。穴の中に何本か支え棒を立てて、居留地に残っていた商人経由で調達した網をその穴の上に被かぶせ、草を載せて、落とし穴らしく偽装した。

　近くで見ればすぐそれとわかるので、とても完かん璧ぺきとは言いがたい。でも、たとえばヒュドラのような巨大生物なら、上手に誘導すれば嵌はまってくれるのではないか？　どうだろう？　正直、やってみないとわからない。

　落とし穴ができたら始まりの丘に集合することになっていた。ハルヒロたちは居留地の南五キロくらいの地点に落とし穴を作った。始まりの丘は居留地の西に位置している。ついでなので、居留地に寄っていこうという話になった。いいかげん義勇兵生活も板についてきて、ひとっ風ぷ呂ろ浴びたいなどと贅ぜい沢たくなことを言いだす者はさすがにいないが、新鮮な水くらいは飲みたい。

　居留地に到着する前から、どうも変だなあとは思っていた。

　もっとはっきり言うと、いやな予感がしていた。

　遠く西のほうに巨神の姿が見える。移動しているのなら、べつに問題はない。ところが、動かないのだ。じっと立っている。居留地の手前で、アンナさんがぽつりと言った。

「アレ……始まりの丘があるほうデスヨネー……？」

　――デスヨネー。

　居留地はなかなか賑にぎわっていた。商人はほとんど退去したものの、七、八十人の義勇兵が集まっていたからだ。

　いや、ただ集まっているだけなら、こんなに騒がしくはならない。

「ンだとコラァ……!?　やンのかテメー……!?」

　鉄拳隊アイアンナツクルの〝タイマン〟マックスが、燃えるような赤い髪の大柄な男につかみかからんばかりの勢いで迫っている。二人の周りに男たちが人垣を作り、ワーワーガーガー囃はやしたてたり怒鳴りあったりしているので、やかましかったのだ。

「やンのかだァ!?」背だけじゃなくて目も鼻も口も大きい赤髪の男は、ものすごい剣幕のマックスを相手に一歩も引かない。「やるに決まってンだろうがチビ！」

「誰だれがチビだ！　俺がチビなンじゃなくてテメーが無駄にでけェーだけだろうが！」

「てめぇーがチビなのを人のせいにしてンじゃねえ、チビ！」

「チビチビチビチビそれしか言えねェーのかデブ！」

「俺のどこがデブだよく見ろチビ！　体脂肪率一ひと桁けた台キープしてる俺の肉体舐めんじゃねえぞクソチビ！」

「体脂肪率なんてどうやって測ってンだよ、髪赤くしやがってチョーシくれてンじゃねェーぞ一番ホットな男のつもりかウドのトーヘンボク！」

「それ言うなら独う活どの大たい木ぼくだろうが無知かてめぇー！」

「言葉のアゲ尻じりとってンじゃねェーぞ真っ赤っかヤロー！　燃やされてェーのか!?」

「アゲ尻って何だ燃やせるなら燃やしてみろ、サル！」

「誰がサルだ、ザル！」

「俺をザル呼ばわりしてまだ息してるヤツァいねえぞっていうかザル呼ばわりされたこと一回もねぇーけどな!?」

「俺が何回でも呼んでやらァ！　ザルザルザルザルザールザル！」

「てめぇ……！」

　赤髪の拳こぶしが唸うなりをあげた。マックスはよけ――ない。たぶん、わざとだ。躱かわさずに、腰を落として左頰ほおで受け止める。マックスは一瞬、揺らいだが、持ちこたえた。

「テメェーのヒョロヒョロパンチなんざァ、痛くも痒かゆくもねェーンだよ……！」

「そうかよ……！」赤髪は、今度はマックスの膝ひざにローキックを叩たたきこんだ。「こいつはどうだ……！」

「――うぐおッ……」

　なんてキックだ。豪快でありながら切れ味が鋭い。マックスの両脚がへし折れたようにさえ見えた。それでもマックスは立っている。しかも、笑ってみせた。

「ギヒャヒャヒャヒャ……！　きかねェーなァ……！」

「やせ我慢だけが……！」赤髪はマックスの顔面を殴る、殴る、ぶん殴る。「てめぇーの取り柄だよな、チビザル……！　おらおらおらァ……！」

「痛くッ！　ねェッ！　ぞォッ！　ぜんッぜんッ！　痛くねェー……！　グァラッ！」

「くっ……!?」

　赤髪がマックスを殴打した岩石のような拳を引っこめた。頭だ。頭を殴ってしまった。いや、マックスが頭を殴らせたのか。頭ず蓋がい骨こつはなかなか硬い。角度によっては鋼の剣すら弾はじくことがある。とはいえ、マックスはもう血ち塗まみれだ。痛いとか、ないの？　イッちゃってる？　そうとしか思えない。マックスはすかさず赤髪に組みついた。下半身だ。すぐさま押し倒した。馬乗りになって、上から赤髪にパンチの雨を降らせる。

「ウラァ！　ラァ！　ラァ！　ラァ！　ラァ！　ラァ！　ラァ！　ラァ！　ラァッ！」

　赤髪は両腕で巧みに顔をガードしている――みたいだが、マックスの猛攻ラツシユは壮絶だ。あれじゃあ反撃なんて、とても……と思った途端、赤髪は下から右拳を突き上げた。あれを顎あごにでも食らっていたら、マックスはきっと落ちていただろう。間違いなく失神していたはずだ。でも、マックスは身をよじって、紙一重のところでこれを回避した――だけじゃない。間髪を容いれず、赤髪の右腕をとった。身体からだを絡みつかせて、関節をキメにいく。だが、赤髪の対応も迅速だった。

　立ち上がったのだ。自分の右腕にしがみつくような体勢になっているマックスごと。

「うっはっはっはっはっ……！」

　赤髪はただちに右腕を振り下ろして、マックスを地面に叩きつけようとした。ハルヒロはとっさに、ぐちゃっ――となる光景を想像してしまったが、そうはならなかった。潰つぶれる前に、マックスは赤髪の右腕から離れた。軟体生物めいた柔軟性と身軽さで一回転し、起き上がる。

「――その手は食わねェーよ、ダッキー……！　ソレは二回目だかンなァ……！」

「だろうと思ったがな……！　あのときてめぇーをぶちのめした感触が忘れられねえ！　もう一度、味わいたくてよ……！」

「奇遇だなァ！　俺もテメェーをケチョンケチョンにしたときのことが、たまに夢に出てくるぜ……！」

「うはははっ……！」

　赤髪が不意に構えを解き、マックスに向かって右手を差し出した。

　マックスはニヤリと笑って、赤髪の右手に自分の右手をパチンッと打ちつけた。

　周囲の男たちが一斉に歓声をあげた。

「マックス！　マァーックス……！」

「ダッキー最高！」

「強ぇーぞマックス……！」

「バーカ、ダッキーのほうが強いに決まってんだろ……!?」

「本気でやったら死ぬのはダッキーだぜ……！」

「黙れよ、ア●ル……！」

「言いやがったな、バカ戦士隊……！」

　面めん罵ばしあっている男たちも中にはいるが、殺伐としているふうでもない。わきあいあいといったら大おお袈げ裟さだが、わりあい楽しそうだ。

「あなる？」ユメが首をひねった。

「アイアンナックルの略じゃないかな、たぶん」ハルヒロはできるだけ平静を保つように心がけて言った。「……ていうか、あんまり口にしないほうがいいよ。その単語」

「あなるう？」ユメは不思議そうだ。「なんでなん？」

「……や、いいんだけど。よくもないか……」

「あのなあ、ユメ」ランタはため息をついてユメの肩に手を置いた。「ア●ルっつーのはだなあ。アレだ。えーと、言葉で説明するのは難しいから指し示すとだな、おまえのケツがあるだろ、そのケツのだな――」

「……ふけつ」とシホルが呟つぶやいた。

「うまぁーいっ！」キッカワがシホルを指差した。

　シホルは小さくなった。「……じょ、冗談を言ったわけじゃ……」
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「〝タイマン〟マックスと〝赤鬼レツドデビル〟ダッキーか」タダが左手の人差し指で眼鏡をくいっと押し上げた。「僕の敵じゃないな」

「あいつらいっつもやってんなあ、ああいうこと」トキムネは微笑ほほえましい親子でも眺めるような表情を浮かべている。「喧けん嘩かするほど仲がいいってやつかね」

「理解できない……」メリイはふるふると頭を振った。

「血ぃ出てっしね……」クザクも若干引いているみたいだ。

「クッ……」イヌイは黙っていて欲しい。「俺抜きであの儀式を始めるとはな……」

　全般的にわけわかんないんで。

「アォッ、ステュピッドフ●ッカーズ！　そんなコトよりもデショー!?」アンナさんがほっぺたを膨らまして跳び上がった。「……そんなコトよりもォ……？　何でシット？　何でした？　デスカネー……？」

　ほんと、そんなことよりも、何でしたっけねえ……。

　ハルヒロは目をつぶり、そっと息をついた。自分はもともと我慢強いほうなのだろうか。いずれにせよ、だいぶ忍耐力が備わってきたような気がする。

　瞼まぶたを開けると、白マントの男女を引き連れて近づいてくるシノハラの姿が目に入った。わかりあえそうにない鉄拳隊アイアンナツクルのマックスだの凶戦士隊バーサーカーズのダッキーだのと比べたら、シノハラは救世主みたいなものだ。後光すら差している。錯覚だろうか？

　まあ、もちろん錯覚だろう。後光とか、そんなのありえないし。

「う……」ミモリンが顔をちょっとしかめて目を細めた。

　まぶしがっている？　まさか、ミモリンにもあの後光が見えているのか……？

　ハルヒロはまばたきをして確かめた。やっぱりシノハラといえども、後光なんか差していない。あたりまえだ。

「やあ、ハルヒロ。トキムネ。――厄介なことになってしまいましたね」

「どうも」ハルヒロは会釈をして、上目遣いでシノハラを見た。「……厄介なことって、ええと、つまり――」

「そこからはワタクシ、オリオンのキムラにお話しさせてください」と、スポーツ刈りの丸眼鏡男キムラがしゃしゃり出てきた。

　まただよ。

「巨神が移動していないことに我々が気づいたのは、今からおよそ二時間前のことです。落とし穴がすでに完成していたので、我々は巨神の位置を特定することにしました。といっても難しいことはない。巨神に近づいてゆけば、その居場所はおのずと知れます。そして我々は見てしまった始まりの丘の至近に巨塔のごとくそびえ立っている巨神の姿を、ああなんたることだそこは我々の帰り道だというのに、これでは我々は我々の世界へと戻ることができないとまでは言わないまでも非常な困難を伴うことは必至……！」

　な、なんだってー。

　――と、思わず棒読み調で反応してしまいそうになったが、やめておいた。驚きはさしてない。あまり考えたくなかった最悪の予想が的中してしまって、暗あん澹たんとしてはいる。しかし、それだけだ。ただそれだけです……。

　シホル、メリイ、クザクのテンションが見るからにダダ下がりしている。ユメは何やら考えこんでいるみたいだ。おっと。何か結論が出たらしい。

「……はっ。もどれないってゆうことはなあ、ユメたち帰れないってことやんなあ!?」

「だ・か・ら、そう言ってんじゃねーかアホかぁ！」ランタがユメを怒鳴りつけた。

「ユメ、アホちがうもん。人のことなあ、アホってゆう人がアホなんやからなあ」

「その理屈でいったらアレか、人のこと天才って言うやつは天才なのかよ！」

「ぬーん。たぶん、そういうことやんなあ？」

「天才！　天才！　ユメ、おまえはほんっっっとに美形で天才だな！」

「ほわぁ？　そうかなあ？　ランタ、ユメのことそうゆうふうに思ってたんやなあ。なんか、照れるなあ」

「バッ、バカッ！　そ、そういうことじゃねーだろこれは――そうじゃなくてだな……」

「顔、真っ赤……」シホルは横目でランタを見て、おおいやだいやだ、とでも言いたげに身を震わせた。「気持ち悪い……」

「だだだだだだだ誰だれの顔が真っ赤だクソがぁ！　つーか、気持ち悪いって何だぁー！」

「ふむ」キムラが丁寧に丸眼鏡の位置を直しながら、ランタとユメを交互に見た。「つかぬことをうかがいますが、お二人は恋愛関係者の間柄、ずばり言うと彼氏と彼女のしっぽり深い仲ですか？」

「は、はあ!?」ランタは動転しまくって変なダンスを踊りだした。「ななななな何を言っちゃってんだ、てやんでえばーろう、わわっわわわ笑わせんじゃねーぞおほほほい」

「うーうん」ユメはさくっと否定した。「ちがうよ」

「そ、そそそそうだ！　ちちちち違うぞ！　かかか勘違いするんじゃねえ！　こんな女、こっちから願い下げだっつーの！　所しよ詮せん、ちっぱいだしな！」

「ちっぱいゆうな！」

「ちっぱいの何が悪い……ッ！」キムラがいきなり激げつ昂こうした。「貧乳こそ至高！　貧乳に優まさる発明を人類はいまだなしえていないッ！　断じて……ッ！」

「キムラ、落ちついて」シノハラがちょっと困ったような顔でキムラの肩を叩いた。

「――これは失礼をば」キムラは、ハハッ、と笑った。「つい取り乱してしまいました。ですが、誤解なきよう。ワタクシ、貧乳を最上とする信条の者ではありますが、それだけが価値ではないということは理解しているつもりです。むろん、巨乳もいけます！　むしろ、ありとあらゆるバストサイズに対応可能な柔軟性こそがワタクシの身上……！」

「熱いなぁ！」キッカワはガッツポーズをした。「熱いねえ、キムラっち！　わかる、わかるよ、俺ちゃんも同じなんで！　オールレンジオッケーイエスッ……！」

「イエスッ」

　キムラとキッカワはがっちり握手をした。熱い友情が芽生えてしまったらしい。あのオリオンにもこんな変人がいる。なんというか、大変遺憾だ。

「あのデスネー……」アンナさんも残念に思っているようで、肩をすくめて首を振ってみせた。「口を開かばァ？　パイオツパイオツパイオツ！　ソーユーノゥ？　セクハラっていうんデスヨー！　試しにィ？　アンナさんたちレディースがァ？　オメーラの前でチ●チンの大きさについて語り明かしやがったらァ？　どんな天にも昇ラレル気持ちでイッテられっかショーショー考えてみろってんデスヨーこの粗チ●どもがァ！」

「……ハヤシ？　どうしたの？」メリイが眉まゆを曇らせた。

　見れば、メリイの元仲間で現オリオンのハヤシが這はいつくばっている。「……いや。どうもしない。どうもしないんだ。本当に、どうも……」

「オーマイガッ」アンナさんは手で口を覆った。「ソナタ、ひょっとしてリアル粗●ンでありんすカー？　気にすることネェーデスヨ……？　子曰いわくゥ？　小さくてェーもォ？　機能的にはノープロブレム、との説もありまァーすしィー……」

「説もある」ミモリンが無表情で言った。――なんで重ねるし。

　ハヤシはもう泣きそうだし。かわいそうだし。だからって慰めるのも微妙だし。憐あわれむほどハルヒロだってべつにアレなわけじゃないし。フォローどころか、発言自体しづらい雰囲気になっちゃってるし。もしかして、男性陣は何もできない、黙っているしかない状況じゃない、これ……？

「ふん……」タダが唇をぺろっと舐なめた。「――ようするに、戦やるしかないってことだろ。望むところだ」

　さすがタダさんっす。空気を読まない。タダにとっては関心がない、どうでもいいことなのだろう。だったら無視する。タダらしいやり方だ。このような場合にはありがたい。いや？　ありがたいのか？　え？　戦やるしかない？　待って？

「やるって――」

　ハルヒロは何を言おうとしたのか忘れてしまった。正確には、何かを言おうとしたことまでひっくるめて、頭からすっぽりと抜け落ちた。のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん。

　響き渡ったのは――音？　いや、音というよりも振動だ。音はたしか振動なので一緒か。何の音だろう？　わからないが、でかかった。全身が鼓膜になったようにぶるぶると震えた。自分という存在が音に揺さぶられる。びっくりする間も与えられず、ただただ音に翻弄される。こんな経験は初めてだ。あの音の源は？　どこから発せられて、どこまで届いたのだろう？　黄昏世界ダスクレルムの広さなんてわからないが、そう狭くはないはずだ。その果ての果てまで届いたのではないか。ハルヒロにはその音が見えた。音が世界を揺るがし、歪ゆがませた。その歪みがはっきりと目に見えたのだ。

　ハルヒロは胸を押さえた。心臓がやばい。音はたぶん、長くても数分で収まった。しかし、心臓はまだ震えている。鼓動とは違う。痺しびれている？　そんな感覚だ。

　あたりを見回した。平然としている者は一人もいない。みんな今の音にやられたようだ。シホルなどは座りこんで頭を抱えている。

「大丈夫……？」メリイがシホルを抱えるようにして立ち上がらせた。

　シホルはうなずいてみせたが、言葉は出てこないみたいだ。涙ぐんでいる。

「……何なん――ですかね、今の……」

　ハルヒロはとりあえずシノハラに訊きいてから、シノハラだって尋ねられても困るんじゃないかと思った。案の定、シノハラは頭を振った。いつになく目つきが鋭い。

「さあ……ですが、いい兆候ではなさそうですね」

「そうか？」トキムネは、ふーっ、と息を吐くと、白い歯を見せた。「俺はワクワクが止まらない感じだけどな」

　あー……これは、まずそう？

　経験上、トキムネがそんなことを言うときはろくな目に遭わない。最悪だ。もういやだ。なんでこんなことに。誰のせいだよ？　ふざけるな。やめてくれよ。クソ。クソ。クソ。ハルヒロは考えられる限りの愚痴を頭の中に並べまくって、それらをぜんぶ、腹の底に押しこんだ。

　逃げたい。逃げないけど。

　覚悟はできた――とは言いがたい。無理だって。でも、腹をくくるしかない。何が起こっても対処するしかないのだ。何が起こっても？

　いったいどんなことが起こるというのか？

　知らないよ。

　わかるわけ、ない。

　鉄拳隊アイアンナツクル、凶戦士隊バーサーカーズがそれぞれ集まって話し合っている。オリオンも同じだ。クランに所属していないか、クランとしてではなくパーティとして黄昏世界ダスクレルムに来た者たちも、不安なのか固まっている。ハルヒロたちとトッキーズはなんとなく、とくにそうしようと決めたわけではないが、流れでオリオンの集団に加わった。

　議論は百出した。――ソウマたちは？　アキラさんたちはどこにいるのか？　さっきの音は何か？　どうしよう？　当面、どうするべきか？　帰ったほうがいい。帰ろうにも、少なくとも簡単には帰れそうにないから困っている。じゃあ、どうすればいいのか？　ここから離れたほうがいい。居留地を離れてどうする？　何はともあれ方針を決するべきだ。ばらばらに行動しないほうがいい。まとまったほうが。いや、かえって寄り集まらないほうがいいのでは？　分散したほうがいい。全員が密集していると、全滅の可能性がある。全滅？　全滅ってどういうこと？　まだわからないよね？　何も起こらないかもしれない。ソウマたちは？　もともと始まりの丘に集合するはずだった。それができなくなったわけだから、オリオンは居留地に来たのだ。他ほかの連中にしても似たようなものだろう。それで、ソウマたちは？　アキラさんたちは？　どうする？　何をすればいい？　どう動くのが適切なのか？

　ほとんど堂々巡りだ。答えが見つからない。

　鉄拳隊アイアンナツクルや凶戦士隊バーサーカーズも動かない。

　やがてシノハラはキムラと二人で話しこみだした。オリオンの意思決定はあの二人によってなされるようだ。

　義勇兵たちがあちこちで、ああでもないこうでもないとしゃべっている。騒々しい。それだけじゃなくて、空気がざわついている。

　何か言わないといけない。仲間に声をかけないと。ハルヒロはリーダーなのだ。決断しないと。そう思うのだが、頭が回らない。何も浮かばない。これではいけない、このままじゃだめだということしか、正直、ハルヒロにはわからない。仲間と目を合わせたくなくて、うつむいてしまう。だめだ。これじゃだめだ。マジでだめだ。

　息がちゃんとできない。苦しい。腹をくくったんじゃなかったのかよ？　情けない。ああ、そうですよ。情けない人間なんだよ。わかってる。積極果断な男とかには、なりたくてもなれない。だって、そうじゃないんだから。

「あのさ」クザクがぼそっと言った。「俺、ついてくよ。何があっても、ハルヒロに。それだけは言っとこうかな、と」

「……あ、あたしも」シホルがちょこっと手をあげた。「ハルヒロくんに、あたし、何度も助けてもらったし。……それだけは、言っておきたいな、と……」

「ハルくん以外、いないもんなあ」ユメは、にひへっ、という感じで笑った。

「わたしは、きっと」メリイはふっと微笑ほほえんだ。「ハルがいなかったら、ひどいことになってた。いろいろな意味で。今のわたしがあるのは、ハルのおかげ」

　響いた。

　いろいろな意味で。

　とりわけ、メリイの言葉は。

　――あれだよなあ。

　ちょっと違うかもしれないけど、鳶とんびに油あぶら揚あげをさらわれるっていうか。

　もっと早く気づけばよかった。メリイのことが本当に好きだったのだと。

　気づいたところで、ハルヒロのことだ。きっと何もできなかっただろうけど。

　ということは、同じか。

　そう。同じだ。なるべくしてこうなった。

「へっ」ランタが鼻で笑った。「くせぇーしきもいぞ、おまえら。そんなに死にフラグ立ててーのかよ。ヴァッカだな、マジで、マジで」

　かえって安心した。ランタはランタのままでいてくれないと、調子がくるう。

　ハルヒロは肩を回してみた。力を抜け。切羽詰まってどうする。そんな状況じゃない。

「死なねーよ」

　ハルヒロは今、眠そうな目をしているだろう。もちろん、眠くはない。

「もう誰も死なせない」

　言い放ったそばから、まあ、そう願うっていうか、死なせないために死ぬ気で全力を尽くすっていうか、そういうことで、決意表明ではあるけど、可能かどうかなんてわからないんだけど――などと考えたりしている。これがハルヒロだ。いきなり変わることはできない。でも、変わったように装うことなら、多少はできなくもないだろう。

「ダッキー、俺らァー行くぜ……！」〝タイマン〟マックスが鉄拳隊アイアンナツクルを従えて動きだした。どうやら、始まりの丘のほうへ向かうようだ。

「好きにしろ！　凶戦士隊バーサーカーズは待機だ……！」〝赤鬼レツドデビル〟ダッキーが叫んだ。凶戦士隊バーサーカーズは居留地に居座るつもりらしい。

　マックスもダッキーも体格こそ違えど同じカテゴリーだ。リーダーというかボスがボスだけに、鉄拳隊アイアンナツクルと凶戦士隊バーサーカーズも雰囲気が似ている。強こわ面もてで、派手だ。鉄拳隊アイアンナツクルは青と黒、凶戦士隊バーサーカーズは赤がシンボルカラーのようで、装備の各所にそうした色を配している。シンボルマークもあるみたいだ。鉄拳隊アイアンナツクルは握にぎり拳こぶし、凶戦士隊バーサーカーズは髑どく髏ろと交差する斧おのと剣。ただ、似てはいるが、鉄拳隊アイアンナツクルのほうが明るくヤンチャで、全体的にやや幼いような印象を受けなくもない。凶戦士隊バーサーカーズは良く言えば貫かん禄ろくがあって、悪く言うと狡こう猾かつそうだ。

　鉄拳隊アイアンナツクルは攻めに出て、凶戦士隊バーサーカーズは守りに入った。シノハラとキムラはまだ話し合いをつづけている。トッキーズはどうするのか。ハルヒロはトキムネの表情をうかがおうとした。うん？　何か変じゃない？　変っていうか――これ……。

　この音は。

　ハルヒロは東のほうを見た。それから、南。来る。近づいてくる。白巨人。足音か。そうだ。どどどどどどどどどどど……というような、地響きみたいな――これは、白巨人の足音だ。いやあでもこれ。ていうか、あれ。白巨人。なんていうか、数が。

　一体、二体じゃないよね？　どれくらい？　わからない。まだ遠いし？

　あっちからも、こっちからも来るし？

　ちょっと数えられない。数える気にもなれない。腰を据えて数えている場合でもない。

「しっ、白巨人の大群が……！」

　声が裏返りそうになった。

「うお……」さしものトキムネも愕がく然ぜんとしているようだ。「あちこちから来るな」

　タダが、ハハッ、と笑って戦せん鎚ついをぐるんっと回した。「そうこなくちゃな」

「クッ……」イヌイは両腕を広げてのけぞった。「滅びの風よ、吹き荒れろ……！」

「縁起バッドなこと言うナイデショー!?」アンナさんがイヌイにパンチを見舞った。

「アンナさんは、俺ちゃんがケチノイガでドーガーするんで！」キッカワは親指で自分を示した。

「ケチノイガでドーガー……」ハルヒロはつい呟つぶやいてしまった。キッカワお得意のアナグラム的な言い換えなのだろうが、もうよくわからない。

「くわぁ」とミモリンが妙な声をもらして剣を抜いた。

「――やるっきゃなさそうだな、クッソ……」ランタは兜かぶとのバイザーを下ろした。

「けど、やるっつってもね……」クザクも兜を被かぶりなおして盾を構えた。「やれんのかな、実際……」

　ユメ、シホル、メリイは無言だ。表情が硬くて、暗い。ユメすら顔が引きつっている。

　ハルヒロとしては正直、逃げたい。でも、肝心の逃げ場がなあ。なさそうなんだよな。巨神が始まりの丘のところにいるせいで。ひょっとすると、あのものすごい音は巨神が発したんじゃ？　そんなことを思ったりもした。それで、こんなことになったとか？　触らぬ神に祟たたりなし、というが、義勇兵たちはこの黄昏世界ダスクレルムの神様を怒らせてしまったんじゃないのか……？

　どうでもいい。少なくとも今、考えることじゃない。

「おい、シノハラ……！」ダッキーが大声で呼んで、手招きをした。「とりあえず、手ぇ貸せ！　バラけるのは得策じゃねえ……！」

「鉄拳隊アイアンナツクルも呼び戻しましょう」シノハラはうなずいた。「クランにかかわらず、力を合わせるときです！　オリオンはいつもどおり……！」

「いいか、ビビって敵に背を向けるんじゃねえぞ……！」ダッキーが怒鳴った。「背中を見せたら殺やられると思え……！　死ぬまで前、向いてろ……！」

「何をあたりまえのこと言ってるんだ、あの赤髪」タダがせせら笑った。怖くないのかな、この人。

　ハルヒロは怖い。膝ひざが、腹の底のほうが、震えている。

　マックス以下、鉄拳隊アイアンナツクルが引き返してきた。

「来たぞ、来たぞ、来たぞ……！」トキムネが剣で盾をガンガン叩たたいた。

　あぁー見たくない――けど、見ないわけにもいかない。白巨人。南のほうはまだ距離があるか。東から来る白巨人たちはだいぶ近い。見える範囲では、十体くらいか？　後ろにもっといるかもしれない。

　白巨人は個体差があるものの、だいたい三種類のサイズに分けられる。四メートル級と六メートル級、それから八メートル級だ。八メートル級はめったにいなくて、ハルヒロは一度しか見たことがない。

　その八メートル級とおぼしき白巨人が二体もいる。六メートル級が一体、残りは四メートル級だ。

　ハルヒロは勇猛果敢でも剛ごう毅きでも冷静でも沈着でもない。ただ、めげないリーダーを演じることくらいはできる。なんとかして演じないといけない。

　シホル。ユメ。ランタ。メリイ。クザク。全員の顔をざっと見た。

　仲間がいるから。誰だれにも死んで欲しくないから。みんなで乗り越えるんだ。

「眠いんだったら寝てろよ、リーダー」ランタがカカカッと笑った。

「生まれつきこういう目なんだって、何度言ったらわかるんだよ」ハルヒロは自分の胸を拳でどんと叩いた。「――よし。一仕事しよう。寝るのはそれからだ」
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　わかっている。もっとこう、気合いが入った、というか、気合いを注入するような口上を述べたほうがいい。

　ハルヒロだってそうしたいのは山々だが、考えつかないのだからしょうがない。

　それに、今回はそんなことをする必要はなかった。

「お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、お……！」

「何やって……！」立ちすくんでいるランタの腕をつかんで、ハルヒロは駆けた。走りながら叫んだ。「よけろ……！　まずは……！　正面に立つな、よけて……！」

　ハルヒロに言われるまでもなく、クザクもユメもシホルもメリイも逃げた。ハルヒロたちだけじゃない。義勇兵たちは右へ、左へ、後ろへ、蜘く蛛もの子こを散らすように思い思いの方向へ走った。

　ダッキーが敵に背を向けるなとか言っていたが、そんなの無理。四メートル以上の白巨人たちがまっすぐ突っこんでくるのだ。まともにぶつかったら、確実に轢かれる。踏ふみ潰つぶされるか、撥はね飛とばされてしまう。ランタみたいに、下手に受けて立つつもりになったりすると、かえってまずい。気合いを入れているうちにみるみる白巨人が迫ってきて、やばいやばすぎどうしようとパニクって動けなくなり、そのまま轢ひかれて死ぬのがオチだ。

　ただ、逃げたところで――、

「ハ、ハ、ハルヒロォォォ！　き、き、来やがるぞお……！　一体、こっちに……！」

「わかってるよ……！」

　一体の白巨人がハルヒロとランタを追いかけてくる。ハルヒロはランタの腕を放して足を速めた。でも、向かう先にも別の白巨人がいる。他ほかのみんなは？　捜す余裕がない。

　後ろからは白巨人。前にも白巨人。右か？　それとも、左？

　だめだ。右も、左も。――勘、だけど。いや、迷うな。

「突っこんで、すり抜ける……！」

「ああ!?　マジかよ……!?」

「マジだよ……！」

　正面の白巨人が突進してくる。手だ。先に手がくる。両手だ。つかみかかってくる。動作自体はそんなに速くない――はず、だよな……？　向かって右側。白巨人の左手の外側を通り抜ける。行け。行くしかない。行け。行ける。躱かわせ！

「――ゅっ……！」

　身体からだを横に向けて、ぎりぎり白巨人の左手をやりすごした。しかし、「ゅっ」って何だろう。ハルヒロにもわからない。

「ランタ……!?」

「おう……！」

　ランタもなんとか白巨人の右手をよけて、やつの背後に抜けることに成功したようだ。意図したわけではないが、後ろで白巨人同士が正面衝突した。

「うはっ！　ざまーみやがれ……！」

　もっとも、快かい哉さいを叫んだランタと同じ気分にはなれなかった。どちらかと言うと、ハルヒロとしてはランタに八つ当たりしたい。

「――んだよ！　あいつらもかよ……!?」

　やっぱり最初の段階で目に入った白巨人がぜんぶじゃなかった。白巨人はまだまだやってくる。そして、白巨人だけではなかったのだ。白巨人に混じって、というよりむしろ、白巨人が彼らに混じっている、と言うべきだろう。見るからに彼らのほうが多いからだ。いや、遥かに数が多い、と言わないと噓うそになってしまう。なんとなんと、白いポンチョ外がい套とうを身にまとった一つ目の教団員たちが、大挙して押し寄せてくるではありませんか。

　仲間と合流したい。その前に、無事かどうか確認したい。――どうやって？

「離れるな、ランタ……！」

「おいおいおぉぉぉぉぉぉぉぉい……!?　シャレになってねーぞ……!?」

　人の話、聞いてないし。ランタはすっかり教団員たちに意識が向いている。しょうがないか。だって、一般教団員たちが槍やりを並べて突っこんでくる。――どうすれば？

　時間はない。とても、とても、限られている。立ち止まったら終わりだ。進まないと。どっちへ？　どこへ行く？

　声。

　人の声。

　音。

　気配。

　息遣い。

　自分の呼吸。

　前からは一般教団員、パン助が十人かそこら。雷剣ドルフィンとミラーシールドを持ったエリート教団員、トリさんが二、三人？　教団員はもっといるが、とりあえずハルヒロにとって問題になるのはそのくらいだろう。あとは白巨人、四メートル級が一体。

　後ろには白巨人たち。さっきぶつかった二体の白巨人は体勢を立てなおしつつある。足を止めている――止められている？　白巨人が何体かいる――交戦中なのか？　白巨人と戦っている義勇兵が？

　そうだ。いる。そっちだ。

「来い、ランタ……！」

「ぬあぁ……ッ!?」

　走りながらも、ハルヒロは見ることをやめなかった。ランタはついてきている。あれは凶戦士隊バーサーカーズか。信じられない。この状況でもう一体、白巨人を倒している。いや、一体じゃなくて二体か。ダッキー以下凶戦士隊バーサーカーズは三体目の白巨人にとりかかっている。

　彼らは道具を用いていた。ロープだ。たぶん、先端におもりをつけてある。それを投げて、白巨人の首に引っかける。数人がかりで引っぱる。引き倒す。言葉にすれば簡単だが、まず狙ねらいどおりにロープを投げるのが難しい。引き倒すのも、かなり力がいる。タイミングだって合わせないといけない。凶戦士隊バーサーカーズという、いかにも反撃なんか恐れずとにかくガンガン攻めまくるぜ的な名前とは裏腹に、彼らの戦い方は技巧的だ。

　三パーティ、十七人がほぼひとかたまりになって動いている凶戦士隊バーサーカーズのそばに、ユメがいた。凶戦士隊バーサーカーズの巧みな戦術に感心しているのか、それともただ放心しているのか、突っ立っている。

　ユメめがけて突っ走りながらも、ハルヒロは見る。応戦しているのは凶戦士隊バーサーカーズだけじゃない。ちょっと遠くで八メートル級の白巨人に義勇兵たちが群がっている。巨体にしがみついてよじ登ろうとしている怖い物知らずや、肩に登って白巨人の顔面に攻撃を加えている命知らずまでいた。マックス。〝タイマン〟マックスだ。マックスは短いけれども分厚い剣を一本ずつ両手に持って、斬きりつけるというか叩く。連打、連打、連打の嵐あらしを浴びせる。鉄拳隊アイアンナツクルが八メートル級の白巨人を袋叩きにしている。

　白マントのオリオンもいる。オリオンはパーティごとに散らばっているようだ。積極的に攻撃しているようには見えない。でも、逃げ惑ってもいない。

　トッキーズ。トキムネが白巨人の正面に立って、タダが側面から攻めかかっている。キッカワ、ミモリンもいる。イヌイ。アンナさんも。――アンナさんのそばにいるのはメリイか。クザクもいる。

　まずはユメだ。

「――あいつ！」ランタもユメを見つけたようだ。「おい、ユメ……！　ぼけっとしてんじゃねえ……！」

　ユメがこっちを向いた。「……うなぁ!?」

「来て！」

　ハルヒロが呼び寄せると、ユメは大きくうなずいて駆けだした。

　そろそろ教団員の群れがこの一帯に到達して、しっちゃかめっちゃかになるだろう。

「メリイ！　クザク……！」

　ハルヒロはトッキーズを目指して走りつつ、振り返った。来た。教団員たち。クザクとメリイがハルヒロたちに気づいた。

「シホルは……!?」

「ごめんなさい……！」メリイが顔をゆがめて首を横に振った。

「――それどころじゃねーぞ……！」ランタが怒鳴った。

「最優先なんだよ……！」ハルヒロは怒鳴り返して、見る。

　考えながら、見る。判断を下しながら、周りを見る。見ながら、ハルヒロは基本的な戦略を決めた。まあ言ってみれば寄生だ。悪いが、戦闘力の高い人たちに寄生させてもらいつつ、シホルを捜す。なんか意外と落ちついてる？　慌てる余裕さえないのかも？

「シホルがいないんだ……！　アンナさん、気をつけて……！」

　そう声をかけるなり、ハルヒロは鉄拳隊アイアンナツクルの連中がいる方面へ舵かじを切った。仲間たちは後ろにいる。ランタ、シホル、メリイ、しんがりはクザク。――シホル。

　どこだ。シホル。どこにいる？

　最悪の予想が頭をよぎった。すぐに否定する。教団員たちが義勇兵と白巨人との戦闘に乱入してきた。こうなるともう、余計に何がなんだかわからない。わからなくても、見る。見る。見ろ。見るんだ。捜せ。シホル。

「――んなろぉっ……！　オレも……！」ランタが近くのパン助に斬りかかろうとする。

「だめだって……！」ハルヒロはランタを止めて、足は止めない。

「こいつは俺一人でいい……！」マックスが八メートル級白巨人の頭にとりついて一つ目に剣をぶちこみながら声を張りあげた。「教団員を皆殺しにしろ、兄弟たちブロズ……！」

　一人でいいとか何言ってんの。でも、鉄拳隊アイアンナツクルの男たちは従った。マジっすか。

　マックス以外の鉄拳隊アイアンナツクルが八メートル級白巨人から離れて教団員たちに襲いかかる。ひときわ目立つ男がいた。軽装で、兜かぶとも被かぶっておらず、短い顎髭を生やしている。マックスの懐刀、エイダン。義勇兵にはめずらしい槍使いだ。彼は槍の柄で教団員を殴り倒す、穂先で教団員の一つ目を貫く。さらに、多彩な蹴けり技で教団員を薙なぎ倒す。戦士というより、武術家だ。彼が鎧よろいらしい鎧をつけていないのは自信の表れだろう。思い上がりではなさそうだ。剣と盾を構えるトリさんさえ、エイダンは急襲の跳び蹴りと槍による突きであっという間に沈めてしまった。半端じゃない。エイダン以外の兄弟たちブロズも粉砕するように教団員をしとめてゆく。鉄拳隊アイアンナツクルは教団アジトを二つも壊滅させた。相手をよく知っている。教団員ごときにやられるわけがないと思っているようだ。実際、負けそうにない。

　申し分ない寄生先だ。ハルヒロは鉄拳隊アイアンナツクルに混じって、邪魔をしないように注意しつつ、見る。シホルを捜す。

「シホルぅ……！」ユメが泣きそうな声を出した。

　しかし、教団員も、白巨人も、あとからあとからやってくる。黄昏世界ダスクレルム中から集まってきているんじゃないのか。

　ここに留とどまって戦いつづけるのって、間違いなんじゃ？

　今はなんとかなっているが、いつかは義勇兵たちも息切れするだろう。そうなったら、詰む。終わりだ。

　でも、始まりの丘には巨神がいる。巨神の目をくらますか何かして、リーコモ――もとい、グレムリン共同住居フラツトまで逃げられないものか？

　シホル。それより、シホルだ。――シホル。

「いないわけない……！」メリイが叫んだ。

　そうなんだよ。いる。絶対、いるんだって。どこかにはいるんだ。見えないだけで。

　見えない。

　――見えない場所に……？

「谷だ……！」

　違うかもしれない。だが、可能性はある。

　黄昏世界ダスクレルム義勇兵団居留地は、底に泉がある谷の周りにできた。深い谷じゃないが、そう浅くもない。少なくとも、ここから谷底は見えない。まったく見えない。

　仲間とはぐれて、逃げて、身を隠そうとしたら、あそこを選ぶんじゃ？

　谷底は袋ふくろ小路こうじみたいなものだ。必ずしも安全とは言えない。敵に見つかってしまったら、たちまち窮地に陥る。だけど、切羽詰まっていたら、きっとそこまで考えられない。

　ハルヒロは谷を目指しながら、なおも見る。あちこちに視線を巡らせて、味方の、敵の動静をできるだけつかむ。もはやこれは義務だと感じている。見て知るのは怖い。見ないで知らずにいたほうが気分的には楽だが、それも怖い。

　目をつぶって死ぬか、目を開けて死ぬか。どっちにしても怖い。ただし目を開けていれば、迫りくる死を、もしかしたら回避できるかもしれないのだ。目を閉じていたら、悪わる足あ搔がきすることさえできない。

　最後尾のクザクが教団員に絡からまれた。パン助だ。一人だけ。ハルヒロは即断して回れ右した。

「クザク、動きを止めて……！」

「――っす……！」

　クザクは盾でパン助の槍を受け流して、強突スラストした。ロングソードで胸を突かれ、ポンチョ外套のおかげで剣先が通ることはなかったが、パン助は怯ひるんだ。

　そのときにはもう、ハルヒロはパン助の脇わきを駆け抜けていた。

　急停止して、パン助の背後をとる。組みつき、逆手に持ったダガーをパン助の一つ目にぶっ刺した。

　引き抜いて、谷へ。

「この野郎……！」ランタ、うざい。「オレにやらせろよ、そういうのは……！」

「今度な……！」

　素早く上手にやってくれるなら、やって欲しいんだよ、こっちは。

　まあいい。ついた。谷だ。

「いた……！　シホル……！」

　シホルは谷底の泉の畔ほとりにうずくまっていた。顔を上げる。ハルヒロのほうを見た。

「……ご、ごめんなさい……！　あたし……みんながいなくて、おっかなくて……！」

「しょうがねえ！」ランタがカカカッと笑った。「今回は許してやっから、あとでチチ揉もませろよ……！」

「うわ……」クザクは引いている。

「最低にも程がある」メリイの言うとおりだとハルヒロも思う。

「ヴァーカ！」ランタは哄こう笑しようした。「最低には程度なんかないんですぅー！　もっとも低いから最低なんでっすぅー！　ヴァーカヴァーカ！」

　――これだからな。

「シホル……！」ユメが谷の斜面を転がるようにして駆け下りてゆく。

　ハルヒロはユメにつづこうとして、振り向いた。振り向いてよかった。

「――ユメ！　シホルを連れてきて……！」

「ほにゃあ……！」

　それって、はい、なの？　とにかく頼んだ。こっちはこっちでやることがある。敵だ。教団員たちが来る。パン助が五人。トリさんも一人。多いな。でも、谷に下りている途中で追いつかれたら、上から攻められて不利だ。ここでやる。

　ユメとシホルが来るまでは、ハルヒロとランタ、クザク、メリイの四人で。

「クザク、できるだけ……！」

「了解、引きつける……！」

「ランタは速攻！」

「言われるまでもねえ……！」

「――メリイは無理しないで！」

「大丈夫……！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　クザクがめずらしく大声を出して教団員たちに突進する。パン助たちは槍やりを突き出して迎え撃とうとした。クザクは盾で槍を受け止める――のではなくて、打ち払った。盾受ブロツクじゃない。盾打バツシユ。さらに、ロングソードを、盾を豪快に振り回す。

「んなああああ……！　だあああああぁぁぁ……！　ぜやあああああぁぁぁ……！」

　クザクのロングソードも盾も、パン助たちの槍を弾はじいたり、ポンチョ外がい套とうをかすめたりする程度だ。ダメージを与えてはいない。でも、パン助たちは前に出られない。クザクは五人ものパン助を足止めしている。もちろん、長くは保もたないだろう。それに、やつがいる。パン助たちを押しのけて、トリさんが進み出てきた。トリさんはクザクのロングソードをミラーシールドで押し返すなり、雷剣ドルフィンで斬りつけようとする。

「――射出系リープアウトォッ……！」

　ランタだ。横合いからすごい勢いでかっ飛んでいって、トリさんのミラーシールドに蹴りを入れた。トリさんは体勢を崩しながらも、雷剣ドルフィンの切っ先をランタに向ける。ランタはトリさんに攻めかかろうとしていたのだが、雷剣ドルフィンを食らったらまずい。かすっただけでもビリビリッとなる。ランタは裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡを引いて――その姿が不気味に揺らめいた。

「立鳥不濁跡ミツシング……ッ」

　トリさんの剣先が鈍ったように見えた。ランタの謎なぞめいた動作に幻惑されたのだろう。ランタは雷剣ドルフィンをやすやすとよけて距離をとった。

「うひっ！　オレ、かっけえ……！」

「そうでもねーよ……！」

　ハルヒロは敵集団の右側面に出て、ダガーとサップでパン助たちの槍だけを狙ねらって叩たたいた。メリイもクザクの斜め後ろに位置どって、ショートスタッフで槍を妨げている。

「でえああああ……！　とああああああ……！　ぬあああああああ……！」

　クザクがしゃにむに盾とロングソードを打ち振るって前進する。パン助たちはあとずさりはじめたが、トリさんが雷剣ドルフィンをクザクのロングソードに合わせてきた。

「――んっく……！」

　クザクはブルルンッと全身を震わせた。トリさんが追い撃ちをかけてくる。いくらクザクがパーティの中で一番防御力の高い鎧を着て、兜を被っているとはいえ、雷剣ドルフィンで思いっきり一突きされたら無事ではすまない。程度の重い負傷は、光魔法が効果を現さないこの黄昏世界ダスクレルムでは命取りになる。

「すぁっ……！」

　メリイがショートスタッフを斜めに振り下ろして雷剣ドルフィンに打ち落としノツクオフを仕掛けなければ、そうとうやばかっただろう。メリイは「あうっ……！」と痙けい攣れんして尻しり餅もちをついたが、トリさんも雷剣ドルフィンを取り落としそうになった。結局、落としはしなかったものの、その間にクザクがなんとか体勢を立てなおした。

「――っぶね！」クザクはパン助たちの槍をロングソードで、盾で、薙ぎ払う。「まだまだだ、俺……！」

「よくやってるよ……！」

　ハルヒロはパン助たちの背後に回りこもうとした。――来い。よし。うまくいった。何人かのパン助がハルヒロにつられて、クザクから剝がれてくれた。

「ランタ、根性見せろ……！」

「簡単に――」ランタは再度突撃して、一人のパン助に詰めよった。「言うんじゃねーっつーの、赫怒払リジエクトッ……！」

　パン助が槍を出してきて、ランタはそれを裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡで押しのけつつ、下がる。パン助は釣りこまれてランタに迫ろうとした。

「――忌避突アヴオイド……！」

　相手が出てきたところに、後退しながら急所めがけて突きを見舞う。ランタのスキルが物の見事にハマった。一つ目に裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡを食らい、そのパン助は崩れ落ちた。

「簡単にやっちまうんだけどな、何しろオレだから……！」

「調子に乗って……！」

　ハルヒロはパン助二人の槍を蠅叩スワツトして、蠅叩スワツトして、蠅叩スワツトする。ランタがパン助を一人倒し、もう一人を引き受けようとしているので、クザクはパン助一人とトリさんを受け持てばいい。でも、トリさんが問題だ。

「ぬっ……！」

　クザクはパン助の槍を盾打バツシユで撥はねのけ、すかさず肉薄しようとしたらトリさんが雷剣ドルフィンを繰り出してきた。こうなると、クザクとしては跳び下がるしかない。

「一人は、わたしが……！」

　雷剣ドルフィンのビリビリから回復したメリイが、パン助を向こうに回そうとしている。ただ、一対一でもトリさんはきつい。雷剣ドルフィンが厄介すぎる。クザクは間合いを計ってトリさんから逃げ回ることしかできない。

「――っそお……！　情けねぇ……！」

「焦るな……！」

　ハルヒロはガンガン攻めたててくる槍を蠅叩スワツトしながら叫んだ。クザクに言ったのだが、半分は自分に言い聞かせている。そうだ。焦っちゃいけない。見る。しっかり見ないと。敵の増援は？　今のところはない。いつ来てもおかしくはないけど。そのときになって、来た来た来たやばい、と慌てふためくようじゃだめだ。

「っす……！」

　クザクは素直に雷剣ドルフィンを回避することに専念してくれている。メリイもリスクを冒さず防御に徹していて、ランタは決め手を欠いている。一発狙いで、そのチャンスをうかがっているのか。ハルヒロはひたすら蠅叩スワツトだ。耐えているだけではいつかほころびが生じるかもしれないが、そろそろだろう。――ほらね？

　矢が飛んでいった。あれは当たる。トリさんの顔に。いや、トリさんは横っ跳びしてよけた。

　ハルヒロはちらっと振り返った。ユメ。谷から上がってきたのだ。ユメはもう二本目の矢を弓につがえている。放った。それとほぼ同時だった。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　ユメのすぐ後ろで、シホルがエレメンタル文字を杖つえの先で描きながら呪じゆ文もんを唱えた。

　ユメの第二射は外れた。トリさんが躱かわしたのだ。でも、矢から逃れて足を踏み出した先の地面に、影のエレメンタルが固着する。影縛りシヤドーボンド。トリさんの右足が影のエレメンタルにひっついて離れない。トリさんは明らかにうろたえた。そこでクザクが勝負をかけた。

「れええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……！」

　懲罰の一撃パニツシユメント。モグゾーが得意としていた通称・どうも斬、戦士のスキル憤怒の一撃レイジブローと基本的には同じだ。斜めに力一杯斬り下ろす。しかし聖騎士の場合、盾で身を守りつつこれを行う。本来ならば。

　クザクは盾をかなぐり捨てる勢いで、まあ捨てはしなかったが、渾こん身しんの力をこめてロングソードをトリさんの雷剣ドルフィンに叩きつけた。当然、雷剣ドルフィンにふれてしまったら、ビリビリッとなる。

「――っ……！」

　クザクは身を震わせると、その場に座りこんだ。そうなることはクザクもわかっていただろう。それでも、あえてやった。

　トリさんの手から、雷剣ドルフィンを弾き飛ばすために。

　クザクの目もく論ろ見みは成功した。

　トリさんは落とした雷剣ドルフィンを拾おうと、しゃがんで手をのばした。わずかに届かない。影縛りシヤドーボンドのせいだ。

　それでもトリさんは、もっと身体からだをのびあがらせて雷剣ドルフィンをつかもうとした。その試みは、邪魔が入らなければうまくいったかもしれない。

　メリイがとっさにショートスタッフで雷剣ドルフィンの柄つかをカコーンと打って、遠くへ飛ばさなければ。

「――最っっ高だよ……！」

　クザクが立ち上がってロングソードを振りかぶった。トリさんはミラーシールドで頭を庇かばおうとする。だが、クザクはロングソードを振り下ろさなかった。見せかけフエイントだ。

「らあっ……！」

　クザクはミラーシールドを蹴けりのけて、無防備になったトリさんの頭部にロングソードをぶちこんだ。一発じゃない。二発、三発、四発と脳天をぶん殴った。ポンチョ外套のせいで斬れはしなくても、あんなにぶっ叩かれたらたまったものじゃない。トリさんが倒れ伏してからも、クザクは二、三発攻撃して、しっかりとどめを刺した。

「排出系イグゾースト！　排出系イグゾースト！　排出系イグゾーストォォッ……！　くふふはははははははは……！」

　一方、雷剣ドルフィンのほうは、ランタがびゅんびゅん後ろ向きの気味の悪い身のこなしで高速移動して回収した。裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡを左手に持ちかえて、右手には雷剣ドルフィンの二刀流――は、ランタごときの筋力だと、とくに雷剣ドルフィンが長くてけっこう重いし、ちょっと無理なんじゃ……？

「つぉりゃあ！　くぉうあぁ……！　じょっしゃあぁ……!?」

　案の定、ランタがいくら一生懸命、雷剣ドルフィンと裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡを振り回しても、当たりゃあしない。パン助にすいすいよけられてしまう。アホだ。クソアホだ。

「どっちかにしろよ……！」

　ハルヒロは依然として、槍二本を蠅叩スワツトすることに忙殺されているのだ。そんなことして遊んでる場合じゃないんだよと言いたい。見ながらだし、それなりに大変なんだからさ。わりとギリギリだったりするんだよ。さっさと片づけて手伝えって。まあいいけど。

「ちゃあーっ……！」

　来てくれたし。ユメだ。ユメが猛然と駆けてきた。前方宙返りから、剣けん鉈なたで強烈な一撃。ハルヒロを攻めていたパン助二人のうちの一人が、左の肩口にそれをモロに食らって、倒れこそしなかったがのけぞった。猛もう虎こ。剣鉈術のスキルだ。

「たう！　たうっ！　たう……っ！」

　ユメは謎の掛け声を発しながら、刈り払い、斜め十字、刈り払いと連続技コンボを繫つなげてパン助を追いつめる。相変わらず度胸がすごい。盾役タンク並みの肝っ玉だ。いや、防具の薄さを考えれば、盾役タンク以上だろう。見ているほうとしては怖い。掩えん護ごしないと。

　ハルヒロは槍を蠅叩スワツトするのと同時にパン助の膝ひざに蹴りを入れた。膝砕シヤターで相手の動きを一瞬止めて、懐に入りこむなり、やつの顎あごにサップをぶちこむ。

　顎抜ヒツターは本来、蠅叩スワツトから顎に掌底を見舞うスキルだが、これくらいの応用はハルヒロも身につけている。ハルヒロはずっと守勢に立っていたので、唐突に逆襲されるとパン助としても対応しづらかったはずだ。もちろん、そこも計算に入れた上で、思いきって反撃に転じてみた。蠅叩スワツト、膝砕シヤター、顎抜ヒツターまできれいに入れば、足払いをかけて転倒させるのはたやすい。ハルヒロはそうした。倒れたパン助に襲いかかって馬乗りになり、一つ目にダガーを突き入れる。抉えぐるようにねじると、パン助はすぐに動かなくなった。

「ハルヒロくん……！」とシホルに注意をうながされた。

　見れば、さらにパン助が四人と、トリさんが一人、こっちへ向かってくる。

　ハルヒロはふぅっと息を吐き、パン助からダガーを引き抜いて立ち上がった。

　現状、ランタとユメはそれぞれ一人ずつ、パン助を受け持っている。クザクとメリイが二人がかりでパン助を一人。敵の増援は合わせて五人、しかもトリさん込みだ。こっちでフリーなのはハルヒロとシホルだけ。シホルに肉弾戦は無理だし、ハルヒロにしてもパン助二人の攻撃を蠅叩スワツトでしのぐくらいが関の山だ。

「オーム・レル・エクト・エル・クロム・ダーシュ……！」

　でも、シホルにはこれがある。

　黒い霧のような影のエレメンタルが、増援の教団員たちに吹きつけた。睡魔幻影霧シヤドーミスト。対象に強烈な眠気を催させる睡魔の幻影スリーピーシヤドーの上位版だ。

　普通は、睡魔の幻影スリーピーシヤドーだろうが睡魔幻影霧シヤドーミストだろうが、あんなふうに真正面から向かってくる相手にはまず通じない。不意を突かないと効かない魔法だ。ところが、シホルはひょんなことから教団員に影魔法ダーシユマジツクが効きやすいという事実を発見した。

　影のエレメンタルに包まれて、教団員たちがばたばたと卒倒する。パン助は全員眠らせることに成功したが、トリさんはふらついただけでこらえた。抵抗レジストされたか。

　トリさんは足あし許もとに倒れ伏しているパン助を蹴りつけた。起こそうとしているらしい。

「……オーム・レル・エクト・エル・ヴェル・ダーシュ！」

　即座にシホルが影響きシヤドーエコーを発動させた。ヴヲォンヴヲォンッヴヲォンッ。特徴的な音とともに放たれた三つの黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが、トリさんめがけて飛んでゆく。ただ、当たってもたぶん、倒せはしない。ハルヒロは走りながら叫んだ。

「クザク……！」

「っす……！」

　クザクはパン助をメリイに任せてハルヒロを追いかけてくる。影のエレメンタルは三つ中、二つがトリさんを直撃して、多少はダメージを与えたようだが、致命傷には程遠い。おまけに、トリさんに足あし蹴げにされたパン助が起き上がった。

　もしこの状況でさらに新手が来たりしたら、完全に終わるな。

　そんな考えがハルヒロの頭をよぎった。まあ、それどころじゃないんだけど。

　集中だ。集中しろ。集中。集中。集中。――ハルヒロはそう念じてトリさんとパン助に向かって突進した。そんなに恐ろしくないのは、やる気がないからだ。まともにやりあうなんて、そもそも無理だし。

　まずパン助が槍やりを突き出してきた。ハルヒロが左に跳んで躱すと、今度はトリさんが追撃してくる。まだ間合いの外にいるから、大丈夫――だと思う。トリさんが雷剣ドルフィンで斬りつけてきても、ハルヒロには届かない。おそらくは。

「来い、来い、来いよ……！」

　相手を煽あおるというより、自分を鼓舞するために声を出しつつ、ハルヒロはトリさんの雷剣ドルフィンを、そしてパン助の槍をよける。間もなくクザクがやってきて、パン助の槍を盾打バツシユした。すると、トリさんがクザクに突っかかってゆく。ハルヒロはそう予測した。というか期待したのだが、そんなふうにはならなかった。クザクがパン助を強突スラストで攻めている間、トリさんは他ほかのパン助たちに蹴りを入れはじめた。

　まずい。このままだと残りの三人も目を覚ましてしまう。でも、止めるためにはトリさんにアタックしないといけない。トリさんに真っ向勝負を挑むとなると、ハルヒロにとっては命懸けだ。ここが賭かけに出る局面だろうか？

　迷った時点で決断するタイミングは過ぎている。手遅れだ。パン助たちが目覚めて身を起こそうとしている。すでに敵味方が入り乱れているから、シホルの魔法にも頼れない。

「ぜあああぁぁぁぁ……っ！」

　クザクが強引にパン助を突き倒したが、息の根を止めることはできなかった。トリさんが介入してきたからだ。雷剣ドルフィンからは逃げるしかない。

　ランタは？　ユメは？　メリイは？

　見て確認しようとした。だめだ。トリさんに叩たたき起こされたパン助たちが寄せてくる。心拍数が跳ね上がって息苦しい。圧迫感プレツシヤーがやばい。パニクりそうだ。自覚があるだけまだマシなのか。視野が狭い。槍。来る。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。だめだ。なんかミスりそう。怪け我がなんかするわけにはいかない。ああ――、

　うっわぁ……。

　ハルヒロは蠅叩スワツトせずに、あえて跳び下がった。この精神状態で蠅叩スワツトはできない。きっと失敗する。

　白巨人だ。四メートル級じゃない。その上。六メートル級の白巨人が接近してくる。どうするんだよ、あれ。

　槍が迫りくる。次々と。

　よける？　よけなきゃ。でも、よけきれない。ハルヒロはとっさに地べたに身を投げ出して転がった。

「なぁぁーにやってんだ……！」

　ランタがすっ飛んできた。二本の槍をまとめて雷剣ドルフィンで打ち払う。当然、二人のパン助はビリビリッとなってくずおれた。ランタは裏切りの剣ベトレイヤーＭｋⅡを鞘さやに収めて、雷剣ドルフィンを両手持ちしている。

「――最初からそうしろっての……！」

　ハルヒロはもう一人のパン助の槍を蠅叩スワツトして、膝砕シヤターから手打スラツプに繫げた。

　ダガーもサップもリーチが短い武器なので、相手の手を攻撃するのはなかなか難しい。あまり使わないスキルだが、うまくいった。パン助は槍を両手で持っていた。そのうちの片方、右手をサップで痛打すると、槍の柄から右手が離れた。

　間髪を容いれず、ダガーの柄つか頭がしらで顎抜ヒツター。がくんと腰が落ちたところで、素早く背後に回りこみ、組みついて蜘蛛殺しスパイダー。パン助の一つ目にダガーを埋めこんでやった。

「だぁーまれっ！　へなちょこパルピロリンがぁぁぁ……！」

　ランタはビリビリさせたパン助の息の根を止めるべく、雷剣ドルフィンを大仰に振り上げた。

　そこで手が止まった。

「――って、白巨人、来てんじゃねーかあああああああああああぁぁぁぁ……!?」

「ランタ……ッ！」

「ぉふ……!?」

　ランタは排出系イグゾーストで迸ほとばしるように飛びのいた。ビリビリ状態から復帰したパン助たちが、槍を突き出してきたのだ。

　クザクはトリさんとパン助から逃げまくっている。メリイとユメも一人ずつパン助を相手にしていて、身動きがとれない。

　シホルは白巨人の接近に気づいて、魔法でなんとかできないか考えているようだ。でも残念ながら、なんともならないだろう。六メートル級の白巨人ともなると、シホルの魔法では足止めすることすらほとんど不可能だ。

　ランタを突き殺しそこねたパン助たちがハルヒロを狙ねらってくる。ハルヒロはやつらの槍を蠅叩スワツトしながら、蠅叩スワツトに一意専心することで現実逃避しようとしている自分に呆あきれた。だけど、何っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ……にも思いつかないっていうか、思いつきそうな気がこれっぽっちもしないんだよ。

　戦うなんて無謀だ。勝機がない。

　じゃあ、逃げる？　敵に背を向けた瞬間、やられかねない。少なくとも、何人かは。

　八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　それで、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツトに精を出している。――これでいいのか？

　いいわけ、ない。

　決断するしかないのだ。

　踏みとどまって戦闘を継続したら、全滅必至。

　逃げれば、何人かは生きのびられるかもしれない。

　当然、ハルヒロは最後まで残って、一人でも多く逃がすために全力を尽くす。これでもリーダーだ。それくらいはやらないといけない。まあ死ぬだろう。死にたくはないけど。覚悟はできている、なんて、そんな立派なことは言えないが、やるべきことはやる。

　自分のことはいいのだ。ハルヒロ一人の命で、仲間が全員助かるのならいい。

　でも、そうはいかないだろう。何人かは犠牲になる。シホルあたりはとくにやばい。

　それに、ここを切り抜けたとしても、その先――いや、あくまで今だ。この瞬間、何が最善か。先のことまで考えていたら、何一つ決められない。

　一人でもいいから、生き残って欲しい。

　白巨人は十メートルかそこらまで迫っている。猶予はない。

　ハルヒロは槍を蠅叩スワツトするなり叫んだ。

「にっ――」

　言いかけて、慌てて口をつぐんだ。

　噓うそだろ。

　そんなの、かっこよすぎる。

　ハルヒロはまたパン助の槍を蠅叩スワツトして、別のことを叫んだ。その名を呼んだ。

「タダさん……！」

「――旋回破斬トルネードスラムッッッッッ……！」

　ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダッと物もの凄すさまじい勢いで疾駆してきたタダは、グルンッグルンッ横回転して白巨人の左のくるぶしあたりに戦せん鎚ついをぶっこんだ。その衝撃で白巨人はぐらっとして立ち止まり、タダを見下ろした。

「ご・ご……」

「よう、雑魚」タダは戦鎚を肩に担ぎ上げて、左手の中指を立ててみせた。「僕が相手してやる。かかってこいよ」

「……オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ！」

　影縛りシヤドーボンド。シホルが影のエレメンタルを地面に固着させ、パン助を従えてクザクを攻めたてていたトリさんの動きを止めた。

「つあぁっ……！」

　すかさずクザクがパン助を誘いこんでトリさんから引き離し、料理にかかった。パン助の槍をガツッと盾受ブロツク。強突スラストから踏みこんで、パン助の顔面に盾打バツシユを浴びせる。そのまま押し倒して、一つ目にロングソードを突っこんだ。

「――ランタ、トリさんを……！」

　ハルヒロが声をかけると、ランタの返事は「死ねっ！」だった。死ねって何だよ。

　それでもランタはトリさんと斬きり結むすびはじめた。雷剣ドルフィンと雷剣ドルフィンならビリビリしない。トリさんにはミラーシールドもあるので、そうたやすくは押しきれないだろうが、クソ馬ば鹿かランタ（クズ）でも時間稼ぎくらいはできるはずだ。クザクはハルヒロに言われるまでもなく、メリイとユメを支援しに行ってくれた。

　ハルヒロは目の前のパン助二人の槍を蠅叩スワツトして、蠅叩スワツトし、蠅叩スワツトする。

　六メートル級白巨人がタダを追いかけ回して、ドーンと拳こぶしを突き下ろしたり、ズカーンと踏ふみ潰つぶそうとしたりしているが、果たせていない。タダは戦鎚を肩に担いだまま、悠然と、最低限の動作で白巨人の攻撃をよける。特別身軽なわけではないが、胆力が尋常じゃない。タダは自分のことを不死身だとでも思っているのか。自信に満ちあふれすぎた身のこなしだ。殺されても死にそうにない。

「生きてたな……！」

　程なく、白い歯をきらめかせてトキムネがやってきた。キッカワもいる。イヌイに、ミモリン、アンナさんも。

　タダとトキムネが白巨人を前後、あるいは左右から挟んで代わる代わる挑発し、巧みに引きつける。

「ヤッホーイ、ランちっち！　俺ちゃん颯さつ爽そうと登場だよぉーん……！」キッカワはトリさんに斬りかかった。

「アホゥッ！　誰だれがランちっちだ……！」ランタはたちまち攻勢に転じた。「オレは恩に着たりしねーからな……！」

「素直じゃないねえランちっちは！　ツンツンデレデレでかーわうぃーっ……！」

「うっせッ！　キッカワ、殺ぉーす……！」

「しゃべってねェーでキルデムオー！　デショー!?」アンナさんはやっぱり応援に徹するようだ。

　イヌイはなぜか眼帯で隠していないほうの目をぎらぎらさせて「クッ……」とか笑いながら、そのへんをぶらぶらしている。何やってんすか、あんた。

　さすがに啞あ然ぜんとしてしまい、ハルヒロはつい蠅叩スワツトをしくじりそうになった。

「――っ……」

「ふあ！」

　彼女が力任せに杖つえでパン助の頭を後ろからドゴーンと殴ってくれなかったら、怪我くらいは確実にしていただろう。

　ミモリンは杖につづいて、剣でパン助の脳天を痛打した。

　非凡な体格を生かしたミモリンの剣技は、まあ、使うのは剣だけじゃないが、豪快そのものだ。技巧とは無縁で、基本的に大振りだし、隙すきも大きい。ただし、当たれば一撃必殺の威力を秘めている。

　ちなみに、常態では人間の目には見えない魔法生物エレメンタルが大半の金属を嫌っているので、魔法使いは鉄や銅を遠ざけねばならない。でも、エレメンタルコーティングとかいう特殊な加工を施せば大丈夫なのだとか。ミモリンの剣もエレメンタルコーティング済みで、けっこう値が張るものらしい。そのわりに、扱いはきわめて大雑把だ。

　ミモリンは二連撃を食らわせたパン助に「ふんっ」と蹴けりをくれてぶっ倒すなり、もう一人のパン助にも杖と剣で殴りかかった。

「ハルヒロを、いじめた……！　だめ……！　絶対……！」

　ひょっとして、ミモリン――怒ってる？

　みたいだ。

　無表情なのに、顔が赤い。パン助が槍やりを振ろうとしようが、突こうとしようが、ミモリンはかまわず杖で、剣で、殴る。バッツバツ殴る。恐ろしい勢いで殴りまくる。

　やがてパン助は立っていられなくなり、その場にへたりこんで、それでも殴られ、殴られ、殴られて、ついには潰れるようにして倒れ伏した。虫の息というか、もう生きていないかもしれない。

　ミモリンはハルヒロに向きなおった。

「心配した」

「……それは、え、と――ごめんなさ、い……？」

「いいの」ミモリンはぶるんっと頭を振った。「無事で、また会えて、よかった」

「……だね」

「うん。よかった」

「あ、ああああああ、ていうか、て、敵はまだいるし……！」

「いる」

「やっつけないと」

「やっつける」

「や、やっつけよう」

「やる」

「で、でも……」

　ハルヒロはあたりを見回した。クザク、メリイ、ユメは三人で二人のパン助をしとめたようだ。ランタとキッカワもトリさんを圧倒している。あの調子なら遅かれ早かれ片がつくだろう。

　イヌイはまだぶらぶらしている。だから、何なんだよ、あんたは。

　わけのわからない変態野郎は放っておくとして、問題は言うまでもなく白巨人だ。

「カモーン……！」トキムネが剣で盾を叩たたいた。

「ご・ご……！」白巨人が身を低くして右腕を振り回す。

「――すぁっ……！」トキムネは白巨人の襲いくる右腕の下をくぐって、これを見事に回避してみせた。

「こっちだ……！」今度はタダが手招きして白巨人に呼びかける。

　白巨人がタダを捜して、見つけた。手じゃない。足だ。白巨人はタダを蹴り上げようとする。ギリギリのところだった。タダは左に転がって白巨人の右足をよけた。

　最初にタダが白巨人の右くるぶしに戦鎚を叩きつけた。そのあたりはたしかにへこんでいるものの、やつの動きからダメージらしきものは感じない。

「ヤチマエー！　イッテ・コマーセデスヨネー……!?」アンナさんがいくら声を嗄からして激励したところで、あれはちょっといかんともしがたいのではないか。

　シホルも杖を握りしめてきょろきょろしながら、手というか魔法の出しようがないといった様子だ。

　四メートル級ならまだしも、六メートル級の白巨人は本当に厳しい。何か障害物や足場にできるものでもあれば、もう少しなんとかなる――だろうか？　ともあれ現状では、攻撃の糸口をつかむことさえなかなかできない。

「ハル……!?」

　メリイに名を呼ばれた。どうするの、と訊きかれている。訊かれてもさ。ついイラッとしてしまった。落ちつけ、落ちつけ、落ちつけ。見て、考えろ。そうだ。――見る。

　不意に身体からだが浮き上がった。

　違う。

　実際にハルヒロが浮いたわけじゃない。あたりまえだ。そんなことは起こりえない。言うなれば、意識だ。ハルヒロの意識だけが肉体から離脱して――幽体離脱みたいな？　経験したことがないので、これこそまさに幽体離脱の感覚だと断言することはできないが、地面の上に立っているハルヒロには見えるはずのない景色が見えた。

　ほんの一瞬ではある。

　だから、錯覚かもしれない。ていうか、錯覚だよね……？

　でも、見えたのだ。少なくとも、見えたような気がする。

　その瞬間、ハルヒロは、六メートル級の白巨人を斜めに見下ろしていた。

　大勢の教団員や、他ほかの白巨人たち、それから義勇兵たちに加えて、周辺一帯の地形も見えた。

　奇妙な見え方だった。はっきり目視したという感じではなくて、ぼんやりしているわけでもない。なんというか、まるで絵、あるいはくわしい図のようだった。

　何にせよ、おかげで閃ひらめいた。どうしてもっと早く考えつかなかったのか。そう思わずにいられないような案ではある。しょうがないか。そのへんは。

「……まあ、おれ、凡人だし」

「ハルヒロはとくべつ」ミモリンがむっとしたような顔で言った。「あたしにとっては」

「……どうも」

　思わずお礼を返してしまった。よくないと思うんだけど、こういうの。ぴしゃりと撥はねつけないと。今後、気をつけよう。まずはやるべきことをやろう。そうしよう。

「あいつを谷に落とす」

　ハルヒロが言うと、ミモリンはこくっとうなずいてから、首をひねった。

「どうやって？」

「うん。それがね、問題なんだけど……」

「なせばなる」

　励まされてしまった。ミモリンのテンションはいつもと変わらなくて、妙に落ちつく。

　ハルヒロとミモリンが動きだすと、クザク、メリイ、ユメもついてきた。ランタとキッカワはトリさんを倒すのにもう少しかかりそうか。アンナさんはいつの間にかシホルのそばにいる。あと、イヌイも。

　トキムネと目が合った。

「谷に……！」

　ハルヒロは短い言葉に身振りを交えて伝えてみた。トキムネは白い歯をキランッとのぞかせて笑みを浮かべたので、理解してくれた――のかな……？

　たぶん、大丈夫だ。

「カモンカモンカモーン……！」

　トキムネはさっきまでと同じく剣で盾を叩いて白巨人を引き寄せようとしているが、明らかに居留地の谷へと向かうコースを選んでいる。

　タダも、変だが鈍い人では決してないから、察してくれるはずだ。

「ミモリンはアンナさんを……！」

　ハルヒロはそう言い残して足を速めた。先回りして、良さそうなポイントを特定しておかないと。目星はついている。泉をたたえるあの谷には、そんなに苦労しないで登り降りできる緩斜面もあれば、崖がけと呼んでもいいくらいの急斜面もある。まずは崖の縁まで追いこむことだ。できるかな……？　ミモリン曰いわく、なせばなる。やるんだ。

　想定していた崖になっている地点を自分の目で見て確かめた。深さは十メートル程度だろうか。足りなくはない。まあ充分だ。

　トキムネとタダに誘導されて、白巨人が近づいてくる。

　ランタとキッカワはトリさんを倒したようだ。

　新たに七、八人の教団員と四メートル級の白巨人がこっちのほうに来ようとしている。来なくていいよ、来てくれるなとは思うが、動揺はさほどない。めちゃくちゃおっきいよなあ、トッキーズの存在って。

　改めて、ハルヒロたちだけでは力不足だと痛感する。それも、少々、多少、いくらかではない。かなり不足している。

　その認識はもちろんあった。でも、勘違いしかけていなかっただろうか？　何かあったとき、トッキーズがいてくれるとは限らないのだ。げんに、さっきだって絶体絶命だった。たまたまトッキーズが来てくれた。だから助かった。幸運だった。逆に言えば、ちょっとツイていなかったら犠牲者が出ていただろう。

　生と死は紙一重だ。

　何か一つ間違えたり、誤らなくても不運だったりするだけで、あちら側に転げ落ちてしまう。

　そうやってマナトは、モグゾーは、遠くへ行った。ハルヒロたちの手が届かない場所に逝いってしまった。

　誰が彼らにつづいてもおかしくない。今までも岐路はたくさんあった。どうにかこうにか、そのすべてで「生」の道を進んできたおかげで、ハルヒロたちはここにいる。これからも同じだ。失敗して「死」のほうに足を踏み入れたら、二度と戻れない。

　気が遠くなる。こんなの、やめたい。平和に暮らしたいよ。おそらく、やってやれないことはない。オルタナで何か仕事を見つけて、金を稼いで。ハルヒロも見習い義勇兵になったころとは違う。今ならきっと不可能じゃない。

　真剣に考えてみよう。

　あとで、だけど。

　無事に生きて帰ることができたら。

「ハルヒロ……！」トキムネが駆けてきた。「そっからどけ……！　俺に任せろ……！」

「はい……！」

　ハルヒロは右方向に走った。商人が放置していった天幕の合間を抜けながら、崖の縁に到達しそうなトキムネの姿を視界に収めつづける。

「ご・ご・ご……！」

　白巨人がトキムネを追う。

　トキムネは急停止して白巨人に向きなおった。もうトキムネのすぐ後ろは崖のはずだ。

「ほぉーら！　やれるもんなら、この俺をつかまえてごらんなさーい……！」

「ご……」

　白巨人は――しかし、止まった。

　あー……。

　バレてる？

「ヴァーカ、見え見えなんだよ……！」とランタがハルヒロに罵ば声せいを浴びせた。

　他の人ならともかく、あのクズに言われると傷つく。というか、けっこうショックだ。

　でも、まだだ。

「プランＢだ……！」

　彼が叫んだ。そう。こっちには彼がいる。元戦士の神官。ほぼ戦士。重量級の戦せん鎚つい使い。超ちよう弩ど級きゆうの怖い物知らずで、トッキーズのミスター・破壊力。タダ。

　タダが真後ろから白巨人に突っこんでいって、前方宙返りした。

「輪転破斬サマーソルトボムッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　戦鎚は白巨人の右のアキレス腱けん――白巨人にアキレス腱があれば、だが――に炸さく裂れつして、肉片だか破片だかわからないものを飛び散らせた。

　プランＢ。

　――って何……？

　推測するに、たぶん崖に誘い落とすのがプランＡで、崖に追い落とす、無理やり突き落とすのがプランＢなのだろう。ハルヒロは正直なところ、プランＡしか考えていなかった。だが、タダの力をもってすれば。

「ご・ご……！」

　白巨人はよろめきながらも回れ右しようとした。その途中だった。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ！」

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　白巨人の胸のあたりで閃せん光こうと煙が弾はじけ、顔面から肩には幾条もの雷が注いだ。爆発ブラストと、暴威雷電サンダーストーム。示しあわせたのか、偶然か。ミモリンとシホルによる同時魔法攻撃だ。さしもの六メートル級白巨人も、これにはのけぞった。そうか。なるほど。単体の魔法で威力が足りないのなら、重ねればいい。そういうやり方もあるのか。

「しゅっ……！」

　さらに、ユメが連射つらなれ――立てつづけに矢を放って、白巨人の一つ目を狙そ撃げきした。非常にめずらしいことに、イヌイもこれに呼応して矢を射た。

「アイイイイィィィィィ！」アンナさんが跳び上がった。「フ●ックオーフ……！」

「トキムネさん……！」

　ハルヒロに言われるまでもなく、トキムネは崖の縁から離れた。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ……！」

「……ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト！」

　もう一発。いや、二発。ミモリンの爆発ブラストとシホルの暴威雷電サンダーストームにだめ押しされて、白巨人はもっと上体を反らせる羽目になった。こうなるともう、持ちこたえられない。立っていられない。白巨人は崖を認識していたようだが、身体を支えるために左足をそっちに踏み出さざるをえなかった。しかし、そこには地面がない。何しろ、崖なわけだから。

　落ちる。白巨人が谷に落ちてゆく。
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「っし……！」クザクがガッツポーズをした。

　メリイは胸に手を当てて天を仰ぎ、ため息をついた。

「しゃあ……！」ユメは笑顔全開だ。

「それ見ろオレの言ったとおりじゃねーか……！」ランタは興奮のあまりか、意味不明なことをほざいている。

「アハッピニューイヤー！　ワァオッ……！」キッカワはもっと意味がわからない。なんで新年が明けちゃってるんだよ。

　そんなこんなで喜んでいるところ悪いが、これにて一件落着、というわけにはいかない。ハルヒロは短く息をついた。

「次……！　パン助六、トリさん二、四メートル級一……！　来るよ……！」

「はははははっ」タダが笑いながら左手の人差し指ですっと眼鏡を押し上げた。「潰つぶす相手に不自由しないってのはいいことだ」

「明るく楽しく、だな！」トキムネは本当に楽しそうだ。「やるぞ、みんな！　アンナさん、応援頼む……！」

「チョーゼツ巨大船に乗ったつもりでいやがれデショー……！」アンナさんは胸を張って拳こぶしを突き出した。「空に太陽！　地にはアンナさん、ある限りィー!?　約束されたヴィクトリー……！　エヴィバディ、アンナさんのために戦いナサァーイ……!?」

　アンナさんのためなのか。どうも釈然としないが、ウォーとかイェアーとかオシャーとかワーとか声が起こって士気が上がっているようだから、まあいいか。

「ランタ、トリさんを一人……！　クザクはパン助をできるだけたくさん……！」

「やってやっからオレを崇あがめろよ、パルピロ……！」

「――っす……！」

「メリイ、ユメ、シホルはいったん固まって！」

「わかった！」

「んにゃ！」

「……はい！」

「タダ！」トキムネが走りだした。「俺らは白巨人をやるぞ……！」

「僕一人でいいくらいだ」

「俺ちゃんも手伝っちゃうよぉ！　ピースピース！　イェイェイェェーイ……！」

　タダ、キッカワがトキムネにつづく。

　ミモリンはアンナさんの護衛につくようだ。イヌイはシホルのそばをうろうろしている。ほんっと、何なんだろうな、あの人。

　クザクにパン助をなんとか三人は引きつけてもらって、あとの三人をハルヒロ、メリイ、ユメ、シホルで素早く片づける。トリさんは一人をランタ、もう一人はどうするか。

　白巨人はトキムネ、タダ、キッカワに任せておけばいいだろう。

　ハルヒロは谷のほうをちらっと振り返った。六メートル級の白巨人も、とどめを刺したわけじゃないから、そのうち上がってくるに違いない。とりあえずそれまでに新手を処理して、ここから離れないと。

　急げ。でも、慌てずに。

　タダが白巨人に突っこんでゆく。だけど、よくおっかなくないよなあ。

　クザクは果敢にパン助たちの槍やりを盾打バツシユし、ロングソードで打ち払った。我がパーティの聖騎士はタダみたいな異常人じゃない。それだけに、ハルヒロとしては余計、クザクすげえ、と思ってしまう。かっこいいよ、マジで。メリイのおかげとかも、あるのかな。やっぱり、好きな人の前では無様な恰かつ好こうをさらしたくないとか、考えたりするだろうし。

　なんにせよ、クザクのがんばりを無駄にはしない。

　例の線が見えた。

　ぼんやりと光る一本の線。まっすぐじゃない。幾重にも折れ曲がっている。それは観察による現状把握と経験による予想が導きだした一つの提案だ。今、これをこうしてこうすればうまくいくんじゃない？　十分の一秒でも逃したら役に立たなくなる。ハルヒロの場合は幸い、癖なのか何なのか、線が見えたときはためらわずに――というか、見えたときにはもう、身体からだが勝手に動いている。

　すっ、すっ、すっ、と進んで、すれ違いざまに一人のパン助の一つ目にダガーをぶちこんだ。

　引き抜きながら、隣のパン助に膝砕シヤターを入れて、さらにもう一人のパン助に左手のサップで顎抜ヒツター。

　さらにさらに、別のパン助にまたもや膝砕シヤター。

　そして、離脱。

「おおおおおおおおお……！」

　クザクがロングソードと盾でパン助たちを蹴け散ちらした。パン助は一人死に、三人はハルヒロに不意を突かれて体勢を崩されていたから、クザクを止められない。みんなで一気に畳みかけちゃう？　いや。

「――つっ……！」

　クザクが下がった。雷剣ドルフィンで斬きりつけられれば、躱かわすしかない。

　トリさんだ。しかも、二人。ランタは何やってるんだよ。

「射出系リープアウトッッ……！」

　来たか。やっとかよ。ランタは横合いから片方のトリさんに襲いかかった。雷剣ドルフィンと雷剣ドルフィンがギギャンッと衝突する。ランタが押し勝って、トリさんをよろけさせた。でも、トリさんは二人いる。もう一人がランタめがけて突きを繰り出した。

「――排出系イグゾーストォッ……！」

　ランタは真後ろにとてつもない勢いで跳び下がった。その動きにトリさんが釣られてくれたら、ランタの思おもう壺つぼだ。残念ながら、そうはならなかった。トリさんは二人がかりでクザクを攻めたてた。

「やべっ……これ、二人は……！」

　クザクは逃げ回らざるをえない。

　その隙すきに、パン助たちが体勢を立てなおそうとしている。

「ランタぁぁぁ！」ハルヒロはつい怒鳴ってしまった。

「これからだっつーの……！」ランタは全身をよじり、雷剣ドルフィンを横にして構える変なポーズをとった。「暗黒よ！　悪徳の主よ！　暗黒波動ドレツドウエーブ……！」

　そのアホっぽいポーズに気をとられたのか、ハルヒロたちのみならず、パン助やトリさんたちもランタに視線を注いだ。

　まあ、何も起こらないわけだけど。

　当然だ。光魔法の源である光明神ルミアリスだけじゃなくて、暗黒神スカルヘルの力も、この黄昏世界ダスクレルムには及ばない。

「――え……」ハルヒロもこれには驚き、呆あきれた。「何？　は？　なんで……？」

「フッ……」ランタはうつむいた。「……魔法使えねーの、ド忘れしてた」

「バカランタぁぁぁぁっ！」ユメが叫んだ。

　本当にランタはバカでクズでしょうもないやつだが、敵の動きは止まっている。アホさ加減の思わぬ副産物だとしても、義勇兵としては抜け目なく有効活用するべきだ。

「オーム・レル・エクト・エル・ネムン・ダーシュ……！」

　影沼シヤドーポンド。シホルがトリさん二人の足あし許もとに影のエレメンタルを固着させた。トリさんたちはしばらくの間、そこから移動できないだろう。

「パン助を……！」

　すかさずハルヒロが指示を出すと、クザクがパン助たちに躍りかかった。

「せええあ……！　であああ……！　くおりゃああああぁぁ……！」

　ハルヒロはパン助たちの背後に回りこんだ。ユメが剣けん鉈なたを抜いて斬りかかろうとしている。メリイはシホルのそばから離れない。

　不意に、線こそ見えないが、一人、殺とれそうな気がした。殺れるときに殺っておかないと。よし、今だ――と、背面打突バツクスタブを見舞おうとしたら、いきなり横どりされた。

「クッ……！」

　イヌイの仕業だった。

　変態イヌイはパン助の背中に跳とび蹴げりを浴びせて倒すと、そいつの顎あごを思いっきり踏み抜いた。グゴッ。やばい音がして、首が曲がるはずのない角度に曲がった。

「我こそはイヌイ……！　天より漆黒の破滅をもたらす者なり……！」

　いや、すごいけどさ。唐突なんだよ。びっくりするから。

　イヌイはシホルのほうに顔を向けて、眼帯をしていないほうの目を妖あやしく光らせた。

「宿命の花嫁よ、我とともに血の覇道を歩め……！」

「いやです」

　即答で、シホルにしては強い口調だった。そりゃそうだ。

「クッ……」イヌイは踵きびすを返した。「ひとまず、さらばだ……！」

　――って、え……？

　行っちゃうの？

　いったい、どこへ？

　わからないが、イヌイは駆けてゆく。

　まあ……好きにすればいいんじゃないかな？　なんなら、帰ってこなくてもいいし。こっちはこっちで忙しいし。

　トキムネとタダとキッカワは白巨人の周りをぐるぐる回りながら攻撃を加えている。トキムネとキッカワが囮おとりになりつつ嫌がらせをして、タダがガツーンと大きいのを入れるといった感じだ。すでに白巨人は両脚にダメージを受けている。あの三人で倒してしまいそうな勢いではあるものの、すぐにとはいかないだろう。

　トリさんが影沼シヤドーポンドから抜けだすか、影沼シヤドーポンドの効果が切れるまでは、まだ間がある。それまでの間に、パン助四人を――と思ったら。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ！」

　トリさんたちがズドーンと吹っ飛ばされた。爆発ブラストの魔法だ。

　地面に叩たたきつけられ、ごろごろ転がったトリさんたちは――でも、起き上がろうとしている。まったく効いていなくて無傷、ということはなさそうだが、少なくとも重傷を負っているようには見えない。

　ミーモリーン。

　あいつらの白いポンチョ外がい套とうって、けっこうほんとに頑丈なんだってば。

「……しょうがない」

　そっと呟つぶやいて、ハルヒロは切り替えることにした。やってしまったことはどうしようもない。トリさん二人と、パン助四人を、クザク、ハルヒロ、ランタ、ユメ、メリイ、シホル、それからミモリンでやる。アンナさんも声援を送ってくれるし、頭数的にはこっちのほうが上なのだ。できる。はずだ。きっと。たぶん。

　クザクがパン助を三人押さえて、ユメが一人、相手どっている。ランタはトリさんを狙ねらうようだ。そうしてくれないと困る。トリさんたちに目を配りつつ、まずはできるだけ早くパン助を減らして――、

　ハルヒロは谷のほうを一いち瞥べつした。あくまで、念のためだった。

　見なおした。

「……もう？」

　なんてこった。

　六メートル級の白巨人が谷から這はい上がってこようとしているではないか。

　衝撃ではあったが、ハルヒロはそこまで狼ろう狽ばいしなかった。想定の範囲内だから、というわけでは必ずしもない。別のことに気をとられたせいだ。

　義勇兵たちが退ひいてくる。

　退却している？

　逃げるって、どこに？

　そもそも、なんで？

「あれか……」

　今度はうろたえずにはいられなかった。

　南からだ。

　なんか、来る。

　でかくて、白くて、うねうねしている。

　そりゃあね。逃げるよね。逃げたくもなるって。逃げるしかないでしょ、あれは。

　体高は、そうでもない。といっても、六メートル級の白巨人よりも大きそうだが、問題は体長だ。二十メートルか、二十五メートルか。もしかすると、三十メートルに達するかもしれない。あるいは、それ以上か。

　ヒュドラ。

　直径二、三メートルのサイズ感がおかしい白蛇が九匹寄り集まって絡みあっているかのような、あの気持ち悪い巨大生物が迫ってきたら、どうする？

　ハルヒロならもちろん、地の果てまで逃げる。それが普通の感覚だろう。

　鉄拳隊アイアンナツクルやら凶戦士隊バーサーカーズやらオリオンやらも、どうやらハルヒロと同意見らしい。彼らも人間なのだ。よかった。いいのか？　いや……？

　べつによくはない。

　どうしよう、とは考えなかった。

「トキムネさん、ヒュドラだ……！　逃げないと……！」

「――うおっと……！」トキムネの判断も早かった。「よし、走るぞみんな……！　アンナさんを守れ……！」

「もうちょいだってのに。クソが」タダも、ぶつくさ言いながらも戦せん鎚ついを肩に担いで駆けだした。

「ランランラーン！　だね！　チャラーン……！」キッカワはこんなときでも明るい。

「ウナナナナァ……！」アンナさんは応援係のくせに歯は嚙がみして悔しそうだ。「戦略的撤退デスヨネー、ナムサン！　ヤムチャナシデショー……!?」

「行こ」ミモリンがアンナさんの襟首をつかんで引きずってゆく。

「にゃふ……！」ユメは身を翻した。

「これからオレ様が大活躍しようってときによ……！」と、ランタも。

「――っ……」メリイは逡しゆん巡じゆんした。

「俺は！　平気なんで……！」クザクは下がらない。というか、下がれないのだ。無理に下がったら、パン助たちに袋ふくろ叩だたきにされる。

「ハルヒロくん……!?」シホルがハルヒロのほうを見た。

「シホルは行って……！　メリイも……！」ハルヒロは全速力で走りながら、見えろ、見えろと念じた。――あの線。こういうときにこそ、見えてくれ。

　でも、当然というかなんというか、そんな都合のいい話はないわけで。

　ハルヒロはヒーローじゃない。一介のリーダーだ。だから、リーダーとしてやるべきこと、できることを、ただやるしかない。

「クザク、一暴れしろ……！」

「了解……ッ！　るあああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　クザクはロングソードで数本の槍やりを薙なぎ払はらい、目の前のパン助に盾打バツシユをお見舞いした。

「だあああぁぁ！　があっせあああ……！　らああっ！　ぬあああああぁぁぁぁ……！」

　それで止まらずに、クザクは盾で身を守りながらロングソードをビュンビュン振り回して、進む。パン助の槍が鎧よろいに届いても、かまわず進む。クザクは頑丈な板金鎧を身につけている。とはいえ、装甲の上からでも思いっきりぶっ叩かれれば痛いはずだ。打ち身くらいはできるだろう。耐えろ。耐えてくれ、クザク。

「ぇいっ……！」ハルヒロは一人のパン助に、後ろからじゃない、側面からつかみかかって、左腕で首を絞めながら一つ目にダガーを突き刺した。

　今の、かなり強引だった――ような？　ちょっとでもタイミングがずれていたら、危なかった。怖っ……！

　胃の裏側に冷たい粘液みたいな恐怖がべったりと貼はりついている。だからどうした。それが何だっていうんだ。ハルヒロは別のパン助の懐に飛びこんで、膝砕シヤター、顎抜ヒツターの連続技コンボを決めた。また別のパン助が槍をのばしてきたので跳んで躱かわし、やばいやばいマジおっかねーと胸中で喚わめきながら槍を蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。もうやだほんと勘弁してギャーと頭の中で悲鳴をあげつつ踏みこんで腕捕アレスト、足払いをかけて転ばせる。

「あっす……！」クザクが謎なぞの気合いを発して盾打バツシユでパン助を一人、ぶっ飛ばした。

　今だ、逃げよう。

　わざわざ言わなくても通じた。ハルヒロとクザクは同時に逃げだした。

「ははっ！」クザクが走りながら笑った。「すっげ！　ははは！　すげーよ……！」

　いやあの、きみね、笑ってる場合じゃないから。まあ、気持ちはわからなくもない。クザクもそうとう怖かったはずだ。解き放たれれば、ハイにもなる。でも、それだけか。やばすぎるこの状況が楽しくてしょうがない。そういう部分も多少はあったりして？　スリルは麻薬だ。平和に暮らしたい。それは本音なんだけど、できるのかっていう。こういうのが一切ない生活って、どうなの？　地味に、意外と、味気なかったりして……？

　パン助たちが、トリさんたちが、四メートル級の白巨人が追いかけてくる。その後ろには義勇兵たちがいて、教団員たちも、白巨人なんかもいて、さらにヒュドラまでいる。

　向かう先には谷があって、間もなくそこから六メートル級の白巨人が這い上がってきそうだ。

　最悪だよ。最低の気分だ。夢ならいいのに。誰だれか代わってくれない？　ていうか、助けて欲しいんだけど？　冗談抜きで、助けてくれるなら、自分と仲間の身の安全を確保してくれるなら、噓うそじゃなくて何でもする。どんなことだって。

　こんな目には遭いたくない。ウルトラストレスフルじゃないっすか、やだなーもうほんと。心底、いやなんだけど。――楽しくなんか、ないよ？

　死ぬのかな、とか思うし。今回ばっかりは無理かな、とか。死んだら、どうなるんだろ。天国に行く？　それとも、地獄行き？　何もなくなる？　無に帰しちゃう？

　死にたくない。死ぬのは怖い。いやだ。絶対、絶対、絶対、いやだ。

　うん。やっぱね。いらないって。こういうのは。適度なスリルならいいけど、生きるか死ぬかみたいな極端なのはいらない。ハルヒロは痛切に思った。平和に暮らしたい！

　先行しているトキムネたちは、谷を迂う回かいして始まりの丘方面へと向かうようだ。あのコースだと、どうにか六メートル級白巨人と接触せずに行けるか？　行けないかな？　どうだろう、微妙か……？

　後ろの敵に追いつかれそうな気配は今のところない。

　微妙でも、行くしかない。

　六メートル級白巨人はもう腰まで谷から上がっている。左腕で巨体を支えて、右腕を振りかぶった。

「ご・ご・ご・ご・ご……！」

　やつはトキムネやタダに右手を叩きつけようとしている。

「――よけろ……！」

　ハルヒロが言うまでもなく、トキムネとタダ、それにキッカワはとっさに地面に身を投げ出して白巨人の右手から逃れた。

　白巨人は両手で踏んばって、踏んばって、身体からだを持ち上げる。その間に、ミモリンとアンナさん、ランタ、ユメ、シホル、メリイが白巨人の前を通りすぎていった。

　イヌイは行方不明だ。変態野郎のことはどうでもいい。

　ハルヒロとクザクは立ちすくんだ。

「うおおあああああああああ……!?」

「ど、どどどど……!?」

　目の前に六メートル級の白巨人がそびえ立っている。正確には、谷から上がったばかりなので、片かた膝ひざをつくような姿勢なのだが、それでも大きい。おっきいっす。でも、ここで止まっていたら後ろの敵につかまる。白巨人に対しても、ハーイドーゾ狙ッテクダサーイとお願いしているようなものだ。ハルヒロはクザクの背中を叩いた。一か八かだ。

「い、行け！　行って！　行くしか……！」

「がっす……！」

　何、がっすって。わからないが、クザクはガシャガシャと走りだした。走り方がややぎくしゃくしている。ハルヒロも似たようなものだ。スムーズになんか走れるか！

「ご・ご……！」

　白巨人は片膝立ちのまま、左手でクザクとハルヒロを殴ろうとしたのか、それとも、握り潰つぶそうとしたのか。

「ぶっ……！」クザクは頭から地べたに滑りこんで、白巨人の右手を躱した。

「――っ……！」ハルヒロはでんぐり返しで回避した。

「ご・ご・ご……！」

　今度は左手だ。降ってくる。

「うおあああああああぁぁぁぁぁ……!?」クザクは盾を捨てて這い進む。必死だ。

　もちろん、ハルヒロも尻しりに火がついたみたいに夢中で疾駆した。「んんんんん……！」

　当たる？　当たってしまう？　潰される？

　地面が激しく震えた瞬間、「ひゃっ」と変な声がもれた。どうやらハルヒロもクザクも切り抜けたらしい。

「お、俺、盾が……！」

「いいいい命あっての物種だろぉぉぉぉぉぉあああああああああ……!?」

　立った！

　白巨人が立った！

「ご……！　ご・ご……！　ご……！　ご・ご……！　ご……！　ご・ご・ご……！」

　立ち上がった六メートル級の白巨人が踊る。いや、踊っているわけじゃないのかもしれないが、ステップを踏むようにしてハルヒロとクザクに襲いかかってくる。もう何がなんだか。右往左往だ。とにかく白巨人の右足から、左足から、逃れないと。一杯一杯だ。仲間たちを追わないといけない。そうしたいのは山々だし、さっきよりも谷からは離れているが、どっちの方向に進んでいるのか。いや、進むもクソもへったくれも――、

「――輪転破斬サマーソルトボムッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　へっ……？

　白巨人の動きが止まった。というか、よろけた。そのとき軸足だった左足の踵かかとに、戦鎚をぶちこまれたせいだ。――タダ。

　どうしてタダが？

　タダだけじゃない。

「つぇいおぉー……！」

　タダが輪転破斬サマーソルトボムを叩たたきこんだところに、トキムネが盾打バツシユを食らわせた。盾打バツシユというより、体当たりか。だけど相手は六メートル級の白巨人だよ？　小揺るぎもしないだろう。タダの輪転破斬サマーソルトボムでよろけていなければ。息もつかせぬ連続攻撃だからこそ、効いた。そして、さらにさらに。

「デルム・ヘル・エン・バルク・ゼル・アルヴ……！」

　白巨人の、なぜか股こ間かんあたりで、閃せん光こうと爆炎が弾はじけた。

　ミモリンの爆発ブラストだ。

　白巨人はこれで完全に体勢を崩し、一歩、二歩とあとずさりした。

「ハルヒロ……！」トキムネが振り返って、白い歯をキラリンッときらめかせた。「おまえには借りがあるからな！　見捨てるわけないだろ！」

「くっちゃべってないで……！」タダはぐるんぐるん横回転して、白巨人の左脛すねを戦せん鎚ついでぶっ叩いた。「――攻めまくれよ！　旋回破斬トルネードスラムッッッッッッッッッッッッッ……！」

「ごぉぉぉぉぉ……!?」

　白巨人がまたぐらっとした。なんて威力だ。

「……かっけえ」とクザクが呟つぶやいた。

　ハルヒロも同感だが、どうか憧あこがれたりはしないで欲しい。パーティの仲間にあんなことをされたら、心臓がいくつあっても足りない。心臓は基本的に一つしかないので、きっとあっという間に心臓発作で死んでしまう。それに、ハルヒロとクザクにしてみれば命拾いしたことになるが、本当によかったのか？

　トキムネ、タダだけじゃない。さっき魔法を使ったミモリンに、アンナさん。キッカワも引き返してくる。ランタやユメ、シホル、メリイも。イヌイは？　まあやつはどうでもいいが、これで逃走の機会が失われた。教団員たちや四メートル級の白巨人も程なくやってくる。義勇兵たちやヒュドラも。乱戦になるだろう。もみくちゃにされる。

　逃げたところで先の保証はなかった。それでも、ここで終わるのと先があるのとではずいぶん違う。押し寄せる敵味方の波にのみこまれたら、十中八九終わりだ。そう考えざるをえない。どうやら終わってしまいそうだ。力、抜けるよ。そりゃあね。きついっす。ここから立てなおすのはさ。よしんば立てなおしたにせよ、ね。どうせだめだろって。

　投げてしまいたい。




　GAME OVER




　そんな文字が脳裏に浮かんだ。

　何だろう？

　どこかで見たような……？




　GAME OVER
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　-GAME OVER-

　Game Over　Continue?　Yes / No

　コンティニューしますか？　はい・いいえ

　GAME OVER　RETRY?

　game over

　GAMEOVER

　G  A  M E O  V  E   R

　ゲーム。

　――ゲーム、か。

　でも、これは遊戯ゲームなんかじゃないんだよ。

「そうだよな？　マナト、モグゾー」

　だから、投げてしまうわけにはいかない。最後の最後まで。諦あきらめるなんて論外だ。

　まずは見る。そうだ。見ろ。見て、ちゃんと見て、もっと見るんだ。

　鉄拳隊アイアンナツクルと凶戦士隊バーサーカーズはある程度、固まって移動している。オリオンはわりとバラバラだが、孤立している白マントはいない。パーティごとに行動しているようだ。

　敵は教団員が数十人、いや、百人はゆうに超えている。数百人だ。白巨人も、ざっと見ただけで四メートル級が十体かそこら、六メートル級は二体、八メートル級らしき馬鹿でかいやつもいる。そして、ヒュドラ。やっばいよなあ、マジで。

「クザク、盾がないから無理するな」

「っす。できねーし」

「来て！」

　ハルヒロはまずクザクを連れてランタ、ユメ、シホル、メリイと合流した。キッカワとアンナさん、ミモリンも一緒だった。その直後に教団員たちに追いつかれた。

「キッカワ、メインの盾役タンク、頼む……！」

「あいよぉ！　俺ちゃんに任せてゲンチョマーッ……！」

「全員、離れるな……！」

　みんなそれぞれ返事をしてくれたが、聞くより、見ろ。見ないと。

　キッカワが剣をぶん回して敵を引きつける。クザクとランタがその両りよう脇わきを固めて敵を攻撃する。三人が止めきれなかった敵をユメとメリイ、ミモリン、それからハルヒロが押さえる。アンナさんまで仲間を応援しつつ、ステッキみたいな武器を構えている。シホルはかなり息が上がっている。呼吸を整えながら、魔法を繰り出すタイミングを計っている。他ほかの義勇兵たちも、ハルヒロたちがいるあたりで逃げるのをやめた。ヒュドラだ。義勇兵たちの最後尾がとうとうヒュドラに追いつかれた。ダッキーが赤い髪を振り乱して何か怒鳴っている。凶戦士隊バーサーカーズの義勇兵が一人、白巨人にぶん殴られて宙を舞った。――ああ。死んだな、あの人。でも、他人のことを気にしている場合じゃない。

「はうっ……！」

　ユメがぶるんっと身を震わせた。トリさんだ。トリさんの雷剣ドルフィンを、剣けん鉈なたで打ち払ってしまったのだ。

　トリさんは踏みこんでユメに一ひと太た刀ち浴びせようとした。殺やられる。ユメが。いや、殺らせない。ハルヒロは二人の間に割りこむというより、トリさんの腰にタックルをかますような感じで突っこんだ。雷剣ドルフィンを握っている右手に、サップで手打スラツプ。

　当たった。どうだ？　トリさんは――でも、雷剣ドルフィンを取り落とすところまではいかなかった。引っこめただけだ。しかも、同時にミラーシールドを突き出してくる。うわ。まずい。よけられない。

「――うぐ……！」

　ハルヒロは盾打バツシユをもろに食らってひっくり返った。死ぬかな、とちょっと思った。

「えい！」

「やあ……！」

　仲間のおかげで死なずにすんだ。間一髪だった。ミモリンとメリイが二人がかりでトリさんに猛攻をかけて下がらせたのだ。その間にユメがハルヒロを助け起こしてくれた。

「ハルくん、ごめんなあ……！」

「いいって……！」

　ミスはある。どうしたって失敗をゼロにはできない。

　肝心なのは、誰だれかがしくじったらフォローして、できるだけ怪け我がをしないで、生き残ることだ。生じたほころびを一つ一つふさいだり、目立たないように隠したりしてゆく。地道な作業を繰り返して、どうにかこうにか生還する。それならまあ、ハルヒロの得意分野とまではいかないまでも、挑むことはできそうな目標だ。

　当然、限界はあるわけだけど。

　トキムネとタダは、依然として六メートル級白巨人とやりあっている。キッカワ、クザク、ランタの前衛組はよくやってくれているし、ハルヒロ、ユメ、メリイ、ミモリンの後衛組もそこそこ安定してきた。おかげで、アンナさんやシホルの出番は今のところない。これならいざというとき、シホルの魔法をあてにすることもできるだろう。この体制でしばらくは支えられる。

　見た限りでは、鉄拳隊アイアンナツクルや凶戦士隊バーサーカーズ、オリオン、その他の義勇兵たちも、それぞれ隊形を組んで、グループごとに敵を撥はね返すことができているようだ。

　敵に六メートル級の白巨人までしかいなければ、あるいは各個撃破して殲せん滅めつすることさえ不可能じゃないかもしれない。

　問題は、八メートル級の白巨人と、ヒュドラだ。

　八メートル級白巨人は、他の白巨人と比べてもとくに動きがゆったりしているように見えるが、うろうろされるだけで邪魔だ。もちろん、脅威でもある。

　ヒュドラのほうは、五本の触手をブルンブルン振り回して義勇兵を襲いながら、四本の触手をくねらせてじわじわと侵攻してくる。

　八メートル級白巨人やヒュドラの触手が迫ってきたら、義勇兵にしてみれば戦うどころの騒ぎじゃない。おかげで、教団員やら他の白巨人やらにも付け入る隙すきを与えてしまう。あいつらがこの戦場を引っかき回している。

　構図は単純なのだ。八メートル級白巨人とヒュドラをどうにかしてしまえば、義勇兵たちは勝てる。どうにかできれば。

　少なくとも、ハルヒロたちには無理だ。トッキーズでも困難というか、やっぱり不可能だろう。鉄拳隊アイアンナツクル、凶戦士隊バーサーカーズ、オリオンにしても、できたらやっているはずだ。できないから、こうなっている。

　それでも、今のところは大崩れしていない。ときおりヒュドラの触手につかまったり、八メートル級白巨人に蹴け飛とばされたりする義勇兵がいて、潰かい走そうしそうになるパーティが出ると、すかさず誰かがサポートに入る。〝タイマン〟マックスや、〝赤鬼レツドデビル〟ダッキー、シノハラらが、縦横無尽に駆けずり回って仲間を支えているのだ。

　苦心惨さん憺たんして戦線を維持しながら、義勇兵たちはじりじりと下がっている。ハルヒロたちもそうだ。ちょっとずつ後退しつづけている。

　押されて、押しまくられながらも、耐えに耐えている。

　どこかで切れるだろう。

　いつかは我慢しきれなくなって、決壊する。

　だけど、不思議だ。明らかに追いつめられているのに、先輩義勇兵たちは淡々と最善を尽くしているように見える。自暴自棄になっている様子もなければ、悲壮感みたいなものを漂わせてもいない。

　皆、余計なことを考えないで、集中しているのか。

　人間は所しよ詮せん、できることしかできない。できることを精一杯やる。それ以上は自分でコントロールできない。ああなって欲しいとか、こうなれとか、望んでも、願っても、祈っても、なるときはなるだろうし、ならないときはならないだろう。

「集中。集中。集中……」

　呟きながら、ハルヒロは見る。見て、状況を把握する。パン助の槍やりを蠅叩スワツト。前衛組の三人との間に少しスペースができているので、後衛組を上げる。後ろから別のパン助が寄せてきたので、ユメとメリイをアンナさんとシホルの後方に下げることにした。クザクはだいぶ疲れている。休ませてやりたいが、そうもいかない。がんばれ、と声をかける。パン助の槍を蠅叩スワツト。膝砕シヤターに繫つなげたくなったが、それは願望だ。今ならいける、という判断とは違う。自重しろ。

　八メートル級白巨人はそうでもないが、ヒュドラが近づいてきた。六メートル級白巨人の周りを飛び回っているトキムネとタダは大丈夫だろうか。

「ヒュドラが来てる……！」

　一応、注意をうながしておいて、パン助の槍を蠅叩スワツト。キッカワ、ランタ、クザクに、左、左、と立ち位置を変えるように指示を出して、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。周囲に視線を巡らせて、西だな、と思う。西に進んでいる。始まりの丘の方向だ。あっちには巨神がいる。

　ようするに、このままだと、いずれはヒュドラと巨神に挟撃されるわけか。それまで保てば、だけど。いやいや。考えるな。心を乱さないで集中、集中、集中、集中、集中。

「――んがっ……！」キッカワがトリさんの雷剣ドルフィンと剣を合わせてしまい、ビリビリした。

「ヴァカッ……！」ランタがキッカワを守るべく、雷剣ドルフィンで雷剣ドルフィンを打ち返す。

　前衛組の隊形が崩れて、教団員たちに押しこまれそうになった。一瞬、肝を冷やしたが、これくらいは持ちこたえられる。

「キッカワ、そのままランタと入れ替われ……！　ミモリン、キッカワを……！」

「――はいよぉ……！」キッカワは頭を振ってランタの横に進み出た。

「ぁい！」ミモリンはキッカワの斜め後ろに位置どって、パン助の槍を杖つえで弾はじいた。

　トリさん、他にもいたはずだけど。――いた。後ろに回っている。

「メリイ……！」

「っ……！」メリイは身をよじって雷剣ドルフィンを躱かわした。

「オーム・レル・エクト・エル・ヴェル・ダーシュ……！」

　シホルの影響きシヤドーエコー。三つの影のエレメンタルがトリさんめがけて飛んでゆく。わりと近距離だ。当たる。いや、トリさんはミラーシールドで二つ防いだ。でも、一つは顔面に。

　ぶん殴られたみたいにトリさんがのけぞった。メリイがショートスタッフでミラーシールドを突いて、さらに下がらせる。ただ、トリさんだけにかかずらっているわけにはいかない。メリイとユメで、もともと二人のパン助を押さえていたのだ。そこにトリさんが加わって、いっそう対処が難しくなった。アンナさんが参戦しても焼け石に水だろうし、シホルに接近戦は無理だ。ハルヒロもパン助を二人、蠅叩スワツトで押さえつづけている。ミモリンを下げるか。もしくは、前衛組を一枚減らしてそっちに回すか。決めろ。即断だ。

「クザク、後ろに……！」

「――っす……！」クザクはただちに下がりはじめた。

　おそらくクザクも、メリイのことが気になってしょうがなかったはずだ。そばにいたほうがやりやすいだろう。クザクの穴をどうやって埋めるか。ランタは前のトリさんにかかりっきりで、キッカワも何人か受け持っている。ミモリンは現時点ではパン助を一人だけか。その一人をハルヒロが引き受けて、ミモリンをフリーにすれば。

　集中、集中だ、集中、集中しよう。

　ヒュドラ。

　近いな。

　かなり近づいてきた。そうでもないか？　よくわからない。でも、近い……ような。

「おぅわっ……！」

　トキムネが六メートル級白巨人の腰のあたりに剣を突き刺してぶら下がり、振り落とされそうになっている。――何やってんの。ていうか、白巨人の身体からだってそうとう硬いのに、よく刺さったよね……？

　だめだ。冷静に、冷静に。蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。

「――陽炎ヘイズッッッッ……！」

　タダが下段から斜めに戦せん鎚ついを振り上げて、白巨人の左脛すねにぶち当てた。白巨人の巨体が揺らぐ。左脛。そういえば、タダは執しつ拗ようにあの箇所を狙ねらっている。本気だ。タダはあくまで六メートル級白巨人を倒すつもりでいる。トキムネと二人で。あの人たちなら、可能性はある。もっと時間があれば、本当に二人で六メートル級白巨人を片づけてしまっていたかもしれない。

　その瞬間、何が起こったのか、ハルヒロには判然としなかった。

　というよりも、なんでそんなことが起こったのか？　起こりうることなのか？

　目を疑った。

　だって、六メートル級白巨人の頭がいきなり破裂したのだ。まるで棒でぶっ叩たたかれたスイカみたいだった。スイカなら割れてもおかしくないが、白巨人の頭部だ。あんなふうにはちきれて、そこらじゅうに中身をぶちまけるなんて変じゃない？　変だよね？　それとも、そう思うハルヒロが変なのか？

「……はあああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」タダが叫んだ。「僕の獲物……！　誰がやりやがった……!?」

　そう。

　まさか自然現象ではないだろうから、間違いなく誰かがそれをやったのだ。魔法、なのだろうか？　誰の仕業なのか？

　程なく判明した。

「おおおおぅ……!?」ランタが飛びのいた。

　そりゃ驚きもするって。

　トリさんの首がない。

　斧おの。斧だ。背は低いが、みっちりしている。髭ひげまみれのドワーフが、背後からトリさんに肉薄して斧で首を刎はねたのだ。そんな。ポンチョ外がい套とうは斬きれないはずなのに。あのドワーフ――ブランケンには関係ないのか。

「ゴァッハッハッハァァァァァァ……！」

　ブランケンは野太い、不気味な笑い声を立てながら、手にした恐ろしい斧で次々と教団員たちを両断してゆく。どの教団員もあっさり斬られてしまう。単純な疑問なのだが、あの斧って軽いの？　重そうだけど？　ブランケンは自分の身体より大きい斧を、なぜあんなにも軽々と操れるのか？　めちゃくちゃ力持ちだから？　そういう問題？

　ブランケンに目を奪われていて気づくのが遅れたが、彼だけじゃない。少し離れたところで、大柄な女性が大剣を振り回し、やはりポンチョ外套の耐刃性を完全に無視して教団員たちを斬り刻んでいる。あれはカヨだ。

　斬られたわけでもないのに、教団員がばたばた倒れるという、謎なぞの出来事もつづけざまに発生していた。何かと思ったら、矢だ。彼らは矢で一つ目を射い貫ぬかれていた。矢は、どこから？　西か。たぶん、西のほうからだ。見ると、いた。エルフの美少年が弓を構えている。タロウだ。

　タロウのすぐ後ろには、小柄な元魔法使いゴッホと、超美人の魔法使いミホが悠然と立っている。もしかして、さっきの魔法はゴッホか。あるいは、ミホか。

　そして――、

「すまない。遅くなった」

　あの男が歩いてくる。

　剣を抜きながら、元最強の、まごうことなき伝説の男が。

「オーラやべえ……」とランタが呻うめくように言った。

　まったくだ。

　よく、オーラがある、というような表現を使ったりするが、あれこそが本物のオーラなのかもしれない。

「アキラさん……！」と誰だれかが彼の名を呼んだ。

「アキラさんだ……！」

「アキラさん来た……！」

「アキラさん……！」

「うおぉぉ！　アキラさん……！」

「アキラさん来たぁぁぁぁぁぁー……！」

　空気が一変した。アキラさん。アキラさんだ。あたり一帯の空気が、アキラさん色に染まっている。アキラさんのオーラ色に！

　教団員たちは、ブランケンとカヨ、タロウに一方的に殺られまくって、今や完全に浮き足立っていた。おやおや？　あの四メートル級白巨人はどうしたのでしょう？　アキラさんのほうへ向かってゆきますよ？

　アキラさんは偉丈夫だが、とはいえ白巨人と比べたら大人と子供以上の体格差がある。それなのに、でかいよ、アキラさん。なぜかアキラさんが、白巨人より大きく見える。

　無謀だ、とハルヒロは思った。白巨人が愚かにも、アキラさんに殴りかかったのだ。

　もちろん、当たるわけがない。アキラさんはひらひら飛んできた蝶ちようでもよけるように身を躱して、白巨人の右拳こぶしをやりすごした。ひょいっと動いただけで、どういうわけかアキラさんは白巨人の真後ろまで移動していた。

「よっ……と――」

　アキラさんは白巨人の身体を登っていった。よじ登ったわけじゃない。坂道を歩くような要領で、アキラさんは見る間に白巨人の肩の上まで達してしまった。この目ではっきりと見ていても、得心がいかない。垂直とはいかないまでも、かなりの急角度だった。それをあんなふうに登っちゃえるとか、おかしくない……？

「安らかに、な」

　アキラさんは白巨人の一つ目に剣を深々と突き入れた。それもまたやたらと無造作だった。抵抗くらいしようよ、と白巨人に言いたい。言っても無駄か。手遅れだ。

　白巨人が後ろに倒れてゆく。

　アキラさんは白巨人の背中が地面につく直前、ひらりと舞い上がって悠々と着地した。

「……まいったね」トキムネが、はは、と呆あきれたように笑った。「別次元ってやつ？」

　まさしく、次元が違う。

　それにしても、ここまで違うのか。

「だから、何だ……!?」タダが左手の人差し指で眼鏡を押し上げながら、一番近くにいたトリさんに駆け寄って戦鎚を振り下ろした。「僕は新たな次元を作ってやる……！」

　トリさんは身を守ろうとしたミラーシールドごと頭部を打ち砕かれて、倒れ伏した。

「ヤッハァー！」キッカワが飛び跳ねた。「別次元ならぬ新次元、来ちゃうー!?」

　その言葉が合図になった――わけでは絶対にないと思うが、義勇兵たちの反撃が始まった。単なる反撃じゃない。大反撃、猛反撃だ。

　何しろ、アキラさん、ブランケン、カヨ、タロウ、それにゴッホ、ミホの真性伝説チームだけでも、さながら雑草を刈りとるように教団員や白巨人を薙なぎ倒してしまう。白巨人はどうかわからないが、教団員には感情らしきものが備わっているようで、驚くことも、動揺することもあるようだ。教団員たちは逃げ腰になっていた。そこに、アキラさんたちの登場で勇気づけられた義勇兵たちが大挙して攻めかかったのだ。

　パン助たちの槍やりが次々とへし折られた。トリさんの雷剣ドルフィンも、みんなで突撃すればさして怖くない。雷剣ドルフィンは叩き落とされ、ミラーシールドは踏みにじられた。四メートル級、六メートル級の白巨人もどんどん打ち倒された。

　ハルヒロたちも教団員を何人か始末した。とくにランタやキッカワは調子に乗って暴れまくった。これまでの悪戦苦闘はいったい何だったのか。敵はまるで怖くなくなったが、流れって怖い、とハルヒロは考えずにいられなかった。いったん風向きが変わると、こんなふうに何もかも激変してしまう。だとしたら、この圧倒的な優勢から打って変わって、一気に挽ばん回かいしがたい劣勢に落ちこむことだってありうるわけだ。

　これでいい……のかな？　ハルヒロは流れに乗りきれない自分を持てあましていた。それはまあ、うん、いい……んだよね？　悪くない流れには、積極的に乗るべきだろうし。

「無事のようだね、ハルヒロくん」

　すぐ隣にアキラさんがいて、仰天した。

　アキラさんは剣を鞘さやに収めて、涼しい顔で腕組みをしている。

「……あっ、え、はい、ぶ、無事です、全員。おれらは、ですけど……」

「巨神をなんとかできないものか、ソウマたちといろいろチャレンジしていたんだ」

「……そっすか。――で？」

　訊きくと、アキラさんは軽く首を横に振ってみせた。

「始まりの丘の真ん前に居座ったきり、ほとんど動いてもくれない。手て強ごわいな、あれは」

「アキラさんたちでも、ですか……」

「俺たちもきみらと同じ義勇兵だよ。俺などはきみらよりだいぶ長生きしてはいるがね。倍以上も生きていれば、多少はうまく立ち回れるようにもなる」

「……そういう問題なんですかね」

「もちろんだ」

　アキラさんは微笑してうなずいてみせた。

　しかしこの人、さっきは周囲一帯を圧するようなオーラを放散していたのに、今はガタイと感じがいいだけのおじさんに見える。

　もちろん、そんなわけないんだけど。

「俺はただの年寄りだよ。老けたせいで、つい余計なお節介をしたくなる。――クザクくん、ちょっと見ていろ」

　アキラさんはそうクザクに声をかけるなり、盾を構えて剣を抜いた。

　進み出て、盾で身体の半分を庇かばいつつ、手近なパン助に向かって剣を斜めに振り下ろす。ハルヒロでもわかる。聖騎士のスキル、懲罰の一撃パニツシユメントだ。でも、アキラさんはあえて剣を途中で止めて引っこめた。パン助は凍りついたように身をすくませている。

「いいかな？　これが何度も繰り返しているうちに、こうなる」

「お……」クザクは棒立ちになって見入った。

　むべなるかな、だ。

　アキラさんはふたたび同じパン助に懲罰の一撃パニツシユメントを、今度はしっかりと直撃させた。たぶん懲罰の一撃パニツシユメントだと思うのだが、ぜんぜん違う。

　なんというか、すべてが一体だった。

　盾で防御し、前進して、剣を振り下ろす。そのぜんぶが完全に溶けあっていて、一つになっている。

　アキラさんの剣は、パン助の左肩から右腰まですぱっと断ち斬った。ブランケンもカヨもそうだが、アキラさんたちレベルになると、斬れないはずのポンチョ外套なんて物ともしないようだ。

　本当に、何度も繰り返しているうちにそうなるものなのか。にわかには信じられないが、適当なことを言って若者を騙だまくらかすような人ではないだろう。

「ようは積み重ねだよ」アキラさんはまた剣を鞘に収めてしまった。「経験だ。自分で感じて、積み上げる。身につけただけでは、技は技でしかない。力はその先にある。それを実感してつかみとる方法となると、やはり実地で繰り返す以外ない」

「ふふん。偉そうに」

　鼻を鳴らしてそんなことをおっしゃるあなたは、ゴッホさんじゃないですか。超美人の魔法使いミホもいる。いくら形勢が有利でもまだ混戦模様なのに、なんでこの人たちは自分の庭を散歩しているみたいな調子でくつろぎまくっているのか。

「説教なんて似合わんぞ、アキラ。理論家でもないくせに。それでも若い連中に言いたくなるあたりは、年をとった証拠かもしれんがな」

「まあな」アキラさんは肩をすくめた。「自覚はある」

「まだまだ若いわよ」ミホはくすっと笑った。

「――ぶほぉっ！」ランタは変な想像でもしたのかもしれない。

「ま、魔法、は……！」シホルが杖つえにしがみつくようにして前のめりになった。「ま、魔法は、どう……なんでしょうか……!?　何か、コツというか……」

「知りたい」ミモリンがうなずいた。

「……てゆゥーかデスネー」アンナさんはきょろきょろした。「ノンベンダラリンオケーなんデスカネー!?　まだまだワイワイガヤガーヤですケドネー!?」

「なら、ちょっくら仕事をするか」ゴッホはシホルとミモリンを一いち瞥べつした。「ついでに、質問に答えてやる。魔法は、ギルドで金を払って教えてもらえるエレメンタル文字をすっかり習得したところがスタートラインだ。そこからは自分次第だな。――ミホ」

「ええ」

「やるぞ」

　ゴッホとミホが歩いてゆく。その後ろに音もなくアキラさんがついた。もし二人に襲いかかる敵がいれば、すぐさまアキラさんが斬きり捨てるだろう。

　三人は間もなく足を止めた。

　その視線の先には、八メートル級の白巨人がいる。

　ゴッホとミホがそろって杖の先でエレメンタル文字らしきものを描きはじめた。

「デ・ヘ・ル・ェン・バ・ゼァ・ルヴ・ダグ・ナ・ミトゥ・ラ・ウェ・スァ・ヴァ」

「ネ・ヴェ・ル・シァ・ラス・フェ・デェ・ゲ・ヒ・ミナ・シェ・クェ・ドゥ・ィル」

「……見たこと、ない」シホルが呟つぶやいた。

　たしかに、ハルヒロもあんなエレメンタル文字は目にしたことがないし、聞き覚えのない呪じゆ文もんだ。シホルやミモリンが使う魔法のそれとは、発音の感じが違うような……？

　八メートル級白巨人がゴッホたちに気づいたようで、見下ろした。途端にその頭部が、トゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ………………ン――と、甲高いとも低いともつかない異様な音を立てて、弾はじけ飛んだ。

「……一発で」メリイはぽかんと口を開けた。

「ほにゃあ……」ユメは何回もまばたきをした。

「と、まあ、要点は数限りなくあるが――」ゴッホはくるっと振り返って、芸術家っぽいスタイルの髪をかきあげた。「神官に鞍くら替がえした僕でも、突き詰めればこのくらいはできる。今のは僕一人じゃ無理だけどな。エレメンタルを解放して、異なる力を発揮させる。こういう魔法は、ギルドじゃ教えてはくれない。自分自身で追究して、発見し、高めるしかないんだ。……疲れた」

　ゴッホは急にうなだれて額を手で押さえた。今にもしゃがみこみそうだ。

「まあ」ミホが目を細めて手で口を覆った。

「お互い年だな」アキラさんがゴッホを支えた。「いや、おまえの場合、身体からだが弱いのは昔からか」

「……やかましい。放っておいてくれ」

「ハニィィィィィィィィー……！」カヨが血煙を撒まき散らしながら駆けてくる。「どうしたの!?　大丈夫!?　ハニー!?　あたしを置いて死んだりしたら承知しないから……！」

「父さん……!?　何かあったんですか、父さん……!?　死なないで……！」タロウも血相を変えて走り寄ってきた。

「あのなあ！　これくらいで死ぬかよ……！」

　ゴッホの怒鳴り声は、頭を破壊された八メートル級白巨人がぶっ倒れる轟ごう音おんにほとんどかき消された。

　懸案だった八メートル級白巨人が、こうもあっさり葬られてしまうなんて。

　義勇兵たちの間から歓声が沸き起こった。

「グァッハァッハァッハァッハァァッ……！」ブランケンが恐ろしい笑い声を轟とどろかせて、斧おのの先でもう一つの懸案の主を指し示した。「次は貴様の番だ……！　覚悟しろ……！」

　ハルヒロは唾つばをのみこもうとしたのだが、口の中が乾いていて喉のど仏ぼとけが無意味に動いただけだった。

　ヒュドラも何か感じるものでもあるのか、その場から動かずに五本の触手をうねうねさせている。ただうねうねさせているだけじゃない。触手を大きく広げて、ただでさえでかい身体をもっとでかく見せようとしているかのようだ。

「さて」アキラさんがゴッホから離れて剣を抜いた。「まずはお手並み拝見といこうか」

　鉄拳隊アイアンナツクルに、凶戦士隊バーサーカーズ、オリオン。そうそうたる顔ぶれといっても過言ではないはずの義勇兵たちが、動かないのか、動けないのか。

　アキラさんと、カヨと、ブランケンだけが、ヒュドラに近づいてゆく。

　五本の触手が一斉にアキラさんたちを襲った。三本がアキラさんを、カヨとブランケンには一本ずつだ。

　速い。あの触手、あのサイズで、あんなに速いのか。

　ハルヒロの目には、人間が剣を振るような速度に見えた。あれはよけられない、と瞬間的に思った。

　でも、アキラさんはタターンと二歩、移動しただけで――カヨはぐっと前に進み、ブランケンはぐるんっと横にでんぐり返しをして、それぞれ触手を回避してしまった。

　アキラさんはヒュドラの右側面へ、ブランケンは左側面へ。カヨは正面から距離を詰めようとする。

　ヒュドラが触手を繰り出す。触手による攻撃は二種類のようだ。振り回しと、突き下ろし。突き下ろしはまだ躱かわしようもありそうだが、振り回しは厳しい。直径二メートル以上のぶっとすぎて長すぎるものが猛速度で迫ってきたら、逃げ場なんかなくない？　アキラさんたちはどうしてよけられるのか？　ハルヒロには見当もつかない。見切っているのかな、という気はする。ここまでは、ここには触手が届かない、という見極めができているのだろう。たぶん。だけど、どうやって見極めるのか？　謎なぞだ。謎すぎる。そんなの、長い間じっくり観察して検討を重ねたりでもしない限り、無理じゃない？

「世に一握りもいない天才でもなければ――」ゴッホがハルヒロの考えを見透かしたように言った。「結局のところ、踏んだ場数が物を言う。初めて出くわした敵のことは、むろん僕らだって知りはしない。ただ、これまで相手にしてきた敵と、必ずどこかに共通点、類似点がある。どこが似ている？　どこが同じだ？　悩んでいるようだと対処できない。こんなときはどうする？　どうしたらいい目が出る確率が高い？　ああでもないこうでもないと考える前に、身体が勝手に動いてくれないとな」

「あ、あんなのと……」ランタは唸うなった。「ああいう化物どもと、今までいっぱい戦ってきたのかよ。だから、平気な顔して戦やれるってことなのか……？」

「僕の印象では、あれはそこそこだけどな」ゴッホは自分の肩を揉もんだ。「きっと苦労するぞ。光魔法が使えないこともあって、どうしても踏みこみが甘くなるしな」

「そんな他人ひと事ごとみたいに」ミホは眉まゆをひそめたが、そう言うあなたもぜんぜん余裕ありますよね、という感想を抱かずにはいられない。

「……狙ねらいどころがない」タロウは弓矢を下ろして、端整な顔を歪ゆがめた。「大きい敵のは嫌いだ。母さんを掩えん護ごしたいのに……」

　彼も、見た目はハルヒロたちより若そうだが、そうとう場数を踏んでいるのだろう。アキラさんたちと行動をともにしているわけだから、当然か。

「質問、いいっすか」クザクがおずおずと尋ねた。

　ゴッホはクザクをちらっと見て、表情で先をうながした。

「……天才でもなければって言ってたけど」クザクはまさにハルヒロも引っかかっていたことを訊きいた。「アキラさんが天才じゃないってことは、さすがにないっすよね……？」

　ブランケンやカヨもそうだが、アキラさんはとても信じがたいことをやってのけていた。最初は攻めよせる触手を回避することに専念していたが、今やそれだけじゃない。よけたあとに、剣で斬りつけている。しかも、徐々にヒュドラに接近してない？　おそらく、している。いや、おそらくじゃなくて、確実に肉薄しようとしている。

「アキラは天才じゃない」

　ところが、ゴッホはそう言いきってから、人が悪そうなふくみ笑いをもらした。

　うっそだあ。

　それって、逆贔ひい屓きってやつじゃ……？

「そうね」

　しかし、ミホが即座に同意したところを見ると、そういうわけでもないのか。

「初めて会ったころのあの人は、本当にどうしようもないビビリだったわ」

「やつはいまだにけっこう小心だろう？」

「そうかも」

「同世代でも、あいつより腕っ節が強いやつはごろごろしてたからな」

「カヨのほうがずっと勇ましかったわよね」

「それは今も変わらない」

「母さんは世界一の勇者で、父さんは世界一の賢者です」タロウが真剣すぎて怖い目つきで断言した。「そして、ぼくは世界一の幸せ者だ」

「だいすきなんやなあ……」ユメがしみじみと言った。

「あたりまえだ！」タロウは目を瞠みはって叫んだ。「父さんと母さんに対するぼくの愛は、何にも！　決して！　負けはしない……！」

「そういうのは勝ち負けの問題じゃないと思うがな」ゴッホは苦笑しながらタロウの頭を撫なでた。「――ともあれ、アキラが天才肌じゃないことだけは確かだ。でも、あいつは生き残った。僕やカヨ、ミホ、ブランケンや、タロウ、今は亡い仲間や友だちのおかげでもあるけどな。才能に恵まれた戦士や聖騎士が幾人も散っていって、あいつは残った。強かったから生き残ったんじゃない。何が幸いしたのか？　ひっくるめて言えば、運ってことになるだろう。運が良かったおかげで、あいつは生き残って、強くなったんだ」

　一つ二つじゃない、二十数年分の、無数と言ってもいいほどの幸運が積み重なって、アキラさんを形づくった。

　どれだけ運がいいんだよ？　たった一つの不運で、マナトやモグゾーみたいに命を落としていたかもしれないわけだし。

　逆に言えば、マナトやモグゾーだって、あのとき死ななければ、アキラさんたちみたいな義勇兵になるチャンスがあった。実際、マナトもモグゾーも、ハルヒロなんかよりよっぽど素質があったと思う。だからといって、大成できるとは限らない。運が悪ければ、ほんのちょっと運が悪かっただけで、脱落する。死んでしまう。

　どっちにしても、アキラさんは選ばれた人間なのだ。

「……おれは、違うよ」

　アキラさんが、ブランケンが、カヨが、もうヒュドラに密着しそうだ。五本の触手はまるで三人をとらえられない。

　――と、移動用の触手四本が、突然、アキラさんたちに攻撃をしかけた。

　ハルヒロは意表を突かれたものの、アキラさんたちは予期していたようだ。すいすいと触手をかいくぐって、ブランケンとカヨは後退したが――アキラさんは触手の根元に剣を突き立てた。

　それを手がかりにして、登る。

　例の坂道を駆け上がるような登り方だ。

　触手の上を伝い走ってゆく。

「ああ」とゴッホが指を鳴らした。「一つだけ、アキラには長所があった。バランス感覚だ。それだけは人並み以上だったな」

「高いところも好きだったわ」ミホがくすくす笑った。

「馬ば鹿かなんだろ」ゴッホは唇の片端をつりあげた。「――そろそろか」

「ええ。そうね」

　何がそろそろなのか。

　触手がアキラさんを振り落とそうとする。アキラさんは跳んだ。別の触手を蹴けって、さらにまた違う触手へ。アキラさんの姿が触手と触手の向こうに消えた。

「だだだだだダイジョブなのぉ……!?」キッカワが叫んだ。

　ヒュドラが全身を震わせる。ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああというような、ものすごい音が噴き上がった。もし身長数十メートルの女の人が悲鳴をあげたら、もしかするとあんな感じの大音声が轟き渡るかもしれない。その音は、空気と一緒にヒュドラの下部から発せられて触手を煽あおり、はためかせた。

　アキラさんが触手と触手の合間から転がり出てきた。

　ゴッホとミホがエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを詠唱する。

「エァ・ズ・ファ・ヌェ・メゥ・ホア・ラヒ・クェ・バ・ジュ・サィ・レ・クトゥ」

「ニ・ファウ・シン・ヅァ・ウァオ・イキ・レ・ヴ・ドゥマ・ギス・クヮ・ズ」

「――熱っ……!?」

　ハルヒロは思わず両手で顔を庇かばって膝ひざを曲げた。熱風が吹きつけてきたのだ。吹き荒れた、と言ったほうがいいかもしれない。

　その中心はヒュドラだ。

　ヒュドラが燃えている――のとは違う。炎は上がっていない。でも、熱い。とんでもない熱気が渦を巻いて、ヒュドラの触手を嬲なぶっている。その渦はどうやらヒュドラの中心へと向かっているようだ。ハルヒロたちは、あくまでその余波を浴びているにすぎなかった。それでも熱いし、おっかない。どうなってんの？　どうなっちゃうの、これ？　余波の流れが唐突に変わった。吹いてくるのではない。吸われる。

　引っぱられる。

「うひえええええええぇぇぇぇえええぇぇえぇぇぇぇぇぇ……!?」

「いやっはぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁ……!?」

　ランタとキッカワ、うっさい。

　気持ちはわかるけども。

「……きゃあああああああああああ……!?」

「ふにょおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ……!?」

「やあああぁぁぁぁ……!?」

　シホルとユメ、メリイが抱きあっている。

「――っだよ……!?」クザクはその場に伏せた。

「ワッザヘェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェル……!?」

　騒ぐアンナさんをしっかりと抱えこんだミモリンが、なぜかハルヒロまでがっちりつかまえた。

「いやっ、おれは大丈夫だから……！」

「念のため！」

　ほんとに大丈夫っていうか、ぎゅっとされるとかえって苦しいんだけど。そういえば、トキムネとかタダは平気だろうか。あと、イヌイはどこに？

「――っお……!?」

　また風向きが変わった。今度は押されるのでも引かれるのでもない。

　上から下だ。

　熱い空気の塊に押おし潰つぶされる。

　ハルヒロたちはまだ、頭を押さえられて土下座を強要されているような圧迫感を覚えるだけですんでいるが、中心にいるヒュドラはそんなものじゃない。

　マジか。

　ヒュドラがへこまされている。

　移動用を合わせて九本の触手がべったりと地べたについて、それらによって隠されていた中央の部分――本体？　なのか？　それとも、胴体？　とにかく白い巨大な多肉植物みたいな部位があらわになっているのだが、そのてっぺんがメリメリメキメキ、刻一刻と陥没していっているではありませんか。何なのこの魔法？　炎熱魔法アルヴマジツク？　氷結魔法カノンマジツクではないよね？　電磁魔法フアルツマジツクでも、影魔法ダーシユマジツクでもなさそうだ。じゃあ、何？　エレメンタルを解放して、異なる力を発揮させる、みたいなことを、たしかゴッホが言っていた。それがこの超絶熱風竜巻へこませ魔法の正体なのか……？

　やがて熱風が収まった。

　白い巨大な多肉植物的なものは、半分くらいの大きさに縮んだようにも見える。ここからは確認できないが、とくに真ん中のあたりはそうとうガッツリくぼんでいそうだ。

　ヒュドラは微動だにしない。

「――死、んだ……の、か？」ランタは尻しり餅もちをついて、半ば放心しているみたいだ。

「疲れた……」ゴッホがよろめいた。

「父さん！　どうぞ！」タロウが弓や矢筒を腹側に回して身を屈かがめ、ゴッホの前に背中を差しだした。

「おまえなあ……僕は父親なんだぞ……」ゴッホは不平がましいことを言いながらも、タロウにおぶさった。かなりつらいのかもしれない。

「ふふっ」と微笑ほほえむミホはそうでもないようだ。超美人なうえにタフなのか。それとも、ゴッホが虚弱すぎるのか。

「……終わっ……た……？」シホルはユメにしがみついて震えている。

「かなあ？」ユメはシホルの背をさすった。

「だと、いいけど……」メリイもユメと一緒になってシホルの身体からだを撫でている。

「……ふおぉ……」クザクはおっかなびっくり顔を上げた。

「もう安全？」ミモリンに訊かれた。

「ムムゥー……？」アンナさんは、どうしてかミモリンの豊かすぎる胸を揉もみながら首をひねった。女性同士だと、そういうのもアリなのかな？　べつに、うらやましいとかはないんだけど。

「さ、さあ……」

　しかし、どうなのだろう。

　ハルヒロには何とも言えないが、とりあえず放して欲しかったりするかな？　ミモリンの胸の圧力を感じながらその旨を申し入れる前に、ちょっと離れたところでタダが絶叫した。

「冗談じゃないぞ、ふざけるな……！　こんなので終わりにされてたまるか……！　僕はまだ何もしてない……！　くたばってないで、さっさと生き返れ……！」

　ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……！

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ミモリンがめずらしく悲鳴をあげてハルヒロとアンナさんをぎゅうぎゅう抱きすくめた。というか、締めつけられて息ができない。助けて。でもまあ、びっくりするのも無理はない。ハルヒロだって驚いた。死んだんじゃないかとも思われたヒュドラの、白い巨大な多肉植物的な部位の底のほうから、突然また音が噴き上がったのだ。それも、一度目より大きくて激しい音だった。ついでに触手が大暴れしはじめた。アキラさんやブランケン、カヨが後退している。そりゃそうだ。見るからに危ないしね？　その他の義勇兵はハルヒロたち同様、パニクっている。

「ははははははははは……！」タダは大喜びしているみたいだけど。「それでいい！　それでいいんだ！　もっと僕を楽しませろ……！」

「よーし！　ここから第二ラウンドだな……！」トキムネも嬉うれしそうだ。

　バカジャネーノ……？

「クァ・ド・ロゥ・ヲ・ス・エェク・ルェ・ラァ・ヴァ・レ」

　そんな最さ中なかに、ミホが魔法を発動させた。

　色でいえば、紫色。紫色の炎とも雷ともつかないものが、引きちぎるような音を立てて、巨大な白い巨大多肉植物的な部位に炸さく裂れつする。切れたり裂けたりして、何かこう粘液的なものが飛び散ったりもしたし、ヒュドラはぶるるんと痙けい攣れんしたが、それだけといえばそれだけだった。でも、ミホは強気だ。下がるどころか、前に進んだ。

「ア・ルァ・デ・ムォ・ス・ヴィ・グァ・パ・レ・トゥ・キァ」

　今度は黒っぽい緑色だった。暗緑色の光がつづけざまに閃ひらめいて、巨大な白い多肉植物的な部位を打ちすえる。貫く。搔かき回す。触手がのたうつ。ヒュドラはぶりゅんぶりゅんっと苦く悶もんして、粘液がびっちゃびちゃと――、

「タ・トゥ・ルァ・ファ・イェク・ニェ・シェ・ラ・ストァ・リュ・クェ・ヮナ」

　え？　さらに？　いっちゃう？　いっちゃいますか……？

　ピンク色の点が白い巨大な多肉植物的な部位の直上に生じた。それが落ちてゆく。シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ……――って、何、この音？　何なんですか？　不明だが、どうもピンク色の点が巨大な白い多肉植物的な部位と接しているところがその音の源らしい。そもそも、ピンク色の点って何なの？　大きくなる。そのピンク色の点が。もう点じゃない。球になる。どんどん大きくなってゆく。

　触手がぶるぶるぶるぶるぶるしている。先っぽがばたばたばたばた地面を叩たたいている。まるで、待った、待って、ちょっと、マジほんと待って待って待って、と一時中断を求めているかのようだ。むろん、待ってはもらえない。中断なんかありえない。ピンク色の球体が白い巨大な多肉植物的な部位を削る。溶かすように削ってゆく。

　ピンク色の球体は、ついに巨大な白い多肉植物的な部位の中にぎひょんっと突入して見えなくなった。

　九本の触手がぐったりした。

　巨大な白い多肉植物的な部位も、くたっとしているように見える。

　ミホは足を止めて、ため息をついた。

　それから、くすっと笑った。

「しぶとくて生意気だから、少しお仕置きしちゃった」

　ハルヒロはぞっとして、思わずミモリンにすがりついてしまった。

　――ドＳですか……？

「だぁーからぁぁぁぁぁぁっ！」タダがミホに顔を向けて怒鳴った。「ようやくこれからってときに、余計なことを……！」

「あら、ごめんなさい」

「ごめんですむか……！　だいたい――むっ……!?」

　……わぁ。

　もういちいち仰天していたらきりがない。でも、やっぱりたまげる。

　だしぬけにヒュドラの触手に力がみなぎった。九本の触手で地面を押して、ヒュドラは跳ねた。

　ジャンプだ。

　へえ、跳べるんだ……!?

「いかん……！　下がれ……！」

　切迫しているアキラさんの声を耳にしたのはこれが初めてだ。アキラさんも、ブランケンも、カヨも、それからミホも、ゴッホを背負ったタロウも、逃げるとなったら一切躊ちゆう躇ちよしなかった。呆あつ気けにとられるほどすばらしい逃げ足だ。

　ヒュドラは跳ぶ。飛び跳ねて、触手を振り回す。

　トキムネとタダもあとずさった。

「ミモリン、放して……！」ハルヒロはミモリンの束縛を振りほどいた。「いいいぃぃ急いでに、逃げないと……！」

「デスヨネー……!?」

「うぬっ」ミモリンはアンナさんだけ抱えてどたどたと走りだした。

　他ほかの仲間たちも逃げる。先を争って逃げる。とにかくヒュドラから離れないと。

　いやあ。ないわ。あれはない。ハルヒロは言語化できない思いを頭の中に吐きだしながら、脚を動かしつづけた。ランタ、メリイ、クザク、ユメ、シホル。全員、無事だ。キッカワに、トキムネ、タダも。イヌイは依然として行方不明だが、知ったことか。鉄拳隊アイアンナツクル、凶戦士隊バーサーカーズ、オリオンはどうなのだろう？　散り散りになっているような？　ハルヒロは一応、アキラさんたちを追いかけている。これでいいのか？　悪いのか？　わからない。判断がつかない。

　不意にヒュドラが跳ね回るのをやめた。

　来る。

　九本ぜんぶの触手でびたんびたんと地べたをぶっ叩いて、その猛烈すぎる勢いで突進してくる。

「わわわわわわわわわわわわわわわ……!?」

　やばくね？　やばいよね？　あれ？　失敗？　間違った？　なんか、ヒュドラ、こっちに来るし。ひょっとして、アキラさんたちが狙ねらわれてる？　だとしたら、アキラさんたちから離れるべき？　かも……？

「デ・ヘ・ル・ェン・バ・ゼァ・ルヴ・ア・トゥ・ラ……！」

　ゴッホがタロウに背負われたまま振り返って、エレメンタル文字らしきものを描きながら呪じゆ文もんを唱えた。

　ズッドーンンンンンンンンンンンンンンッ……と、ヒュドラの直下で爆発が起こって、大量の草だの土砂だのが巻き上げられる。

　ヒュドラが体勢を崩した。魔法で足場がめちゃくちゃになったせいだ。今のうちに、ちょっとでも距離を稼がないと。でも、距離を稼いでどうする？　どうなる？　そのうち追いつかれちゃうんじゃ？　追いつかれてしまったら、どうすれば？

　とにもかくにも全力疾走だ。

　ヒュドラの狙いがアキラさんたちなら、あれだけど。

　なんていうかこう、やりようがあるというか、我が身の安全を考えるなら、とるべき方法は一つしかないというか。

　ぶっちゃけた話、アキラさんたちにはついていかないほうがいい。現状、ハルヒロたちはアキラさんたちとヒュドラを結ぶ直線上に位置しているが、ここから離れるべきだ。方向転換して、アキラさんたちとは別行動をとったほうがいいだろう。

　気が咎とがめるけれども。

　それに、アキラさんたちが標的だと決まったわけでもない。そうじゃなかったら？　アキラさんたちから離れた途端、こっちに向かってきたら目も当てられない。アキラさんたちに助けてもらうこともできないので、まあ一巻の終わりだ。

　そうはいっても、ヒュドラはたぶん、アキラさんたち狙いだろうな、とは思う。

　賭かけに出るか？

　それほど分が悪い勝負ではないような気もするが、なかなか踏ん切りがつかない。決断するなら早いほうがよさそうなんだけど。優柔不断だ。いやになる。結局、アキラさんたちがなんとかしてくれるんじゃ？　そういう考えがあったりするのか？　これっぽっちもないとは言えない。他人ひと任まかせじゃないか。どうかと思う。それでいいのか？　いいとは言えないよね……？

　迷いながらも懸命に脚を動かしていたら、何かとすれ違った。

「えっ……」

　すれ――違った？

　そうだ。間違いない。

　向こうから何かが駆けてきて、ハルヒロのすぐ横を走り抜けていった。

　ハルヒロは振り向いた。

　その何かは、黒い鎧よろいを身につけている。ぴったりしていて、軽そうで、黒いことは黒いが、あちこちからもれているオレンジ色の光はいったい何なのだろうか？　どういう仕掛けなのか？　腰に小振りで反りのある剣というか刀を帯びて、背にはずいぶん長い刀を負っている。背負った刀の柄つかに手をかけて、その人物はひた走る。

　ヒュドラめがけて、まっすぐ疾走する。

「ソウマ……」

　つい呼び捨てにしてしまった。

　ハルヒロは我知らず立ち止まっていた。

　ソウマ。

　――ソウマだ。

　ヒュドラはこっちに突き進んできて、ソウマはあっちへ突っ走っているわけだから、どうしたって両者はぶつかりあう。

　いい……のかな？

　心配なんてしなかったと言ったら噓うそになるが、なぜかソウマがやられてしまうとはまったく思わなかった。

　ヒュドラが触手で巨体を持ち上げて、ソウマに躍りかかる。

　ソウマは止まらない。速度を緩めもしない。

　刀を抜いた。

　そこまでは見えた。でも、何をどうやったのか？

　ハルヒロは目を見開いてちゃんと、しっかり見ていたのに、わからなかった。

　ただ、ヒュドラの触手が二本、切れ飛んで、宙に舞った。

　ヒュドラは地響きを立てて着地し――ソウマはどうなったのか？

　ようやく不安に襲われた。潰つぶされちゃったんじゃ……？

　ヒュドラは触手をぐねぐねさせて回れ右しようとしている。ということは、ソウマはそっちにいるのか？　ヒュドラの下をくぐり抜けた？　とか……？

　確信が持てなくてはらはらしていると、ヒュドラが左方向に飛びのいた。

　いた。

　ソウマだ。

　刀を振るっている。長い。あの刀。背負っていたときより、ずいぶん、やたらと長く見えるのはなぜなのか？

　ともあれ、ソウマの斬ざん撃げきがヒュドラを怯ひるませている。あんなでかい生き物に一対一で白兵戦を挑んで、押しているなんて。

　変だよ。

　おかしいって。

　どうなってるんだよ……？

「いいか、天才ってのはだな――」

　気づいたら、タロウにおんぶされているゴッホがそばにいた。

「ああいうやつのことを言うんだ。あいつの経験キヤリアは僕らの五分の一程度でしかない。それで、あのとおりだ。才能ってのはつくづく残酷で、恐ろしい」

　すごい、とは思っていた。評判だけじゃない。ソウマには命を救われたこともある。最強の名は伊だ達てじゃない。知っていた。そのつもりだった。でも、わかっていなかったのだろう。

　あの刀も特別なのかもしれない。鎧だって人じん智ちを超えた力を秘めていそうだ。とはいえ、ソウマ自身は生身の人間なのだ。そのはずだ。

　本当に、同じ人間なのか。信じられない。

　ソウマは刀一本でヒュドラを下がらせている。直径二メートル以上の触手を、どうやってぶった斬ぎっているのか？　見当もつかない。普通に考えれば無理だ。でも、ソウマはそれをやっている。ハルヒロが幻を見ているわけではなさそうだから、現実なのだろう。現実がハルヒロの理解を、想像を超えている。というか、想像できないでしょ、あんなの。たとえば、おれ、いつか刀を振り回して二階建ての家よりでっかい化物をやっつけられるようになりたいんだ、なんて言ったら、確実に馬ば鹿かにされる。ハルヒロだって当然、そんなことをのたまうやつが身近にいたら、バッカだなーと思う。

　馬鹿げた夢みたいなことを実現してしまう、ソウマみたいな人こそが、正真正銘の天才なのか。

　たしかに、残酷だ。この差を埋めることはできないし、跳び越えられもしない。月とすっぽんだ。どっちも丸いが、比較するのがそもそも間違っている。
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　あまりにも違いすぎる。

　浮かんできたそんな感想まで凡庸すぎて、もういっそ消えたい。もとよりハルヒロは凡人を自認しているし、悔しくはまったくないのだが、それでも虚脱してしまう。もし自分をひとかどの人物だと考えていて、頂点トツプを目指していたりしたら、ショックが大きすぎてちょっと立ちなおれないかもしれない。

　自他共に認める凡人でよかった。おかげで、無力感に苛さいなまれる程度ですんでいる。

「ソウマ……！」

　――と、人間離れした優美な生き物がハルヒロの脇わきを駆け抜けていった。人間離れしているのも当然だ。人間じゃない。

　彼女はエルフだ。タロウも並外れた美少年だし、エルフは美形しかいない種族なのだろうか。それにしても、彼女の美しさは際立っている。あの色の白さは反則だ。銀髪だし。瞳ひとみの輝きなんて、完全に宝石のそれだし。体形というか、骨格や筋肉の付き方からして、そもそも人間とは違うのだろう。頭なんか、こんっっっっっ……なにちっさいし。走り方まで別物だ。人間よりずっと軽やかで、地面を蹴けって進むというより、地面の上を滑っているかのようだ。

「また一人で先走って……！」

　リーリヤは彼女に似つかわしい細身の剣を抜くと、ヒュドラに真っ向から突撃した。

　剣舞師ソードダンサー。まさしく舞踏ダンスだ。リーリヤは触手と触手の間をくるくる回りながら、剣を舞わせる。剣そのもので斬っているというより、身体と剣の動きで斬っているのか。ソウマのように触手を斬り飛ばすことはできなくても、リーリヤを襲う触手は必ず傷つく。彼女にふれることなど、もちろんできるはずがない。彼女は何物も寄せつけない。

　息をのんで華麗にして壮絶なエルフの剣技に見入っていたら、誰だれかが「はぁぁ……」と欠伸あくびみたいなため息をついた。

　見れば、ドレッドヘアの大男がゆらゆらと、でも、ものすごく歩幅が広い大おお股またで、ハルヒロの横を通りすぎてゆく。

　ケムリもアキラさんやトキムネ、クザクと同じ聖騎士だ。当然、盾を背に負ってはいるが、それより斜めがけしている長大な剣が目を引く。

　両手でゆっくりとその剣を抜きながら、ケムリはヒュドラに近づいていった。

　いくらなんでも、ぞんざいすぎじゃない……？

　一本の触手がケムリに狙いをつけた。

　斜め上からの、振り回しというか、振り下ろしだ。

「どっこら――」

　ケムリはよけない。触手に剣を合わせた。

「せっと……！」

　剣と衝突して、触手がぶっ裂けた。そんなのありか。直径二メートル超の触手に力負けしないなんて。

「あんなことをして、よく腰を痛めないものだ」アキラさんは高みの見物体勢に入って、顎あごをさすっている。

　そういう問題……？

「あなた、腰痛持ちですものね」ミホがアキラさんの腰をさすった。

「フンッ！　俺でもあれくらいは……」ブランケンも大きな斧おのを担いで、一休みといった様子だ。

「あたしはごめんだね」カヨはタロウに歩み寄ると、息子から旦だん那なを素早くひったくってお姫様だっこした。「ご苦労様。魔法いっぱい使って、疲れただろ、ハニー？」

「……そうでもないし、この抱き方はやめろ」

「いい年して、恥ずかしがることないじゃないか」

「いい年だから、余計に恥ずかしいんだ。下ろせっ」

「やーだ」

「くそ……！」

　見ているこっちまで恥ずかしくなってくるほど仲むつまじい夫婦を、エルフの息子が実に幸せそうな笑みを浮かべて眺めている。

「あら、シマちゃん」とミホが目を向けたほうに視線を転じると、色っぽいおねえさんがしゃなりしゃなりと歩いてきた。

「どうも」シマは笑顔で頭を下げた。「どんな案配です？」

「思ったより手て強ごわい」アキラさんがわずかに首を傾けた。「急所を突いて一気に、という具合にはいかないようだ。削っていくしかなさそうだな。ピンゴくんは？」

「巨神に貼はりついてます。ゼンマイも、ヒュドラを誘導できなくなって戻ってきてからは、ピンゴと一緒です」

「ララとノノは逃げたかな」

「どうでしょう。あの二人は、読めませんから」

「まずはヒュドラを片づけるか」

「万が一、何かあったら、あたしが治します。ないでしょうけど」

「いや、あてにしているよ。何せ、年寄りだからな。うっかりということもある」

「ご冗談を」

「本気さ。――ブランケン、カヨ、もう一働きだ」

「よかろう」ブランケンが目を爛らん々らんと光らせて髭ひげをしごいた。

「ハニー、待っててね」カヨはゴッホを下ろすと、ゆったりと両腕を回した。

「ぼくもお手伝いします！」タロウは弓を構えた。

　ああ。やるんだ。まあね？　ソウマとリーリヤとケムリの三人で倒しちゃいそうな勢いだし？　ハルヒロたちの出る幕ではなさそうなので、観戦モードで最後まで付き合えばいいだろう。というか、それ以上のことはできそうにない。

「連中のお株を奪うぞ、トキムネ」

「やってやるか、タダ！」

　タダとトキムネはやる気満々っぽいし、鉄拳隊アイアンナツクルや凶戦士隊バーサーカーズ、オリオンも、ここは逆襲に転じるところだ的な気配を漂わせているが、ハルヒロとしては引きずられるつもりは毛頭ない。

「よ、よ、よ、よ、よし、じゃあオレも……！」

　それなのに、ランタが声を震わせながらもそんなことを言いだした。しょうがない。

「どうぞどうぞどうぞ」

「――って、止めねーのかよっ！　眠たそうな目ぇーしやがって！」

「目は関係ないだろ……」

「大ありだ、ヴォケッ！　気分が悪ぃーんだよ、その目つき！」

「アキラさんたち、行っちゃうけど」

「うぉっ、マジだ……！　出遅れた！　いやぁー出遅れたわー。残念ながら出遅れちまったわぁー。こりゃどうしようもねーわぁー。ぜんぶパルピロのせいだわぁー」

「おれかよ……」

　ほんとにおまえ、いっぺんヒュドラに突っこんでこいよと思いながら、ハルヒロはあたりを見回した。ヒュドラと戦うのは絶対に無理だが、教団員や白巨人だってまだ来るかもしれない。必要に応じて、そっちならいくらかは引き受けられる。

　そうだ。気を引きしめよう。凡骨は凡骨にできることをやる。それでいい、というか、それしかない。凡庸でも、腐りはしないよ？　だって、腐ったりしたら、凡人以下になってしまう。

「……あれ？　でも――え……？　ちょっ……ユメ？」

「ほにゃあ？」

「あのさ、あっちのほう――」ハルヒロは南のほうを指さした。「なんかさ、まあ、おれの気のせいかもしれないんだけど……」

「ふぁ？　ひゅおーう。なんかいるなあ。たぶんやけどなあ、ヒュドラやんなあ？」

「だよなあ、そんなふうに見えっ――」ハルヒロは慌てふためいて目を凝らした。「み、見えるよね!?　ヒュ、ヒュ、ヒュドラっぽい……!?　やっぱり……!?」

「別の……!?」メリイが顔を引きつらせた。

「……噓うそ……」シホルはガタガタ震えている。

「え……？　やばくね……？」クザクは疲労のせいか、いつにも増して姿勢が悪い。

「マータマータァ……」アンナさんはミモリンの小こ脇わきに抱えられたまま、手で目の上に庇ひさしを作って遠くを見やった。「――ワッザファック……！　ノォーウェーイ……！」

「おいおいおいおいおいおいおぉーい！」ランタはハルヒロに雷剣ドルフィンの切っ先を突きつけた。「何もかも、おまえのせいだぞ……！　おまえが悪い……！」

「なんでやねん」ミモリンが平板な声で言って、ランタの後頭部を杖つえで殴った。

「ぐごっ……」ランタはうずくまった。

「イッヤァー！」キッカワはなぜかおどけてみせた。「マイッタねコリャ！　さすがの俺ちゃんもマイッチング！　マイッチングって何だろ!?　みたいなぁー!?」

「うむ……」ゴッホは思案げだ。

「困ったわ」ミホの口振りがいまいち深刻さに欠けるように聞こえるのは、美人すぎるせいだろうか？　関係ない？

「まだいたのね」眉まゆをひそめたシマはなんというか、一言でいうと悩ましい。

　――ていうか、なんでこの人たち、鷹おう揚ように構えてるんだよ？　経験のおかげ？　これくらいのピンチは屁へでもない？　どうせ自分たちは平気だと思ってたりしない……？

「ア、ア、アキラさん……！」

　ハルヒロは駆けた。アキラさんはもう、ヒュドラに打ちかかろうとしている。それでもすぐハルヒロに気づいて、こっちを向いた。

「どうした、ハルヒロくん」

「まま、まずいっす！　ヒュドラが……！」ハルヒロはもう一度、南のほうを見て、それから東や西のほうにも視線を投げた。

　絶句しそうになった。

　いやいや、言葉に詰まっている場合じゃないってこれは。

　南からだけじゃない。東や西のほうも見ておいてよかった。よかったのか？　なんとも言えない。ただ、事実は事実だ。

「ももももももっと来ます……！　い、にっ、さっ――三匹っ!?　くらいは……！」

「何だと」

　さしものアキラさんも驚いたようだが、度肝を抜かれるところまではいかなかったらしい。ざっと周囲に視線を巡らせると、剣を高々と掲げた。

「ミホ、ゴッホ、追って状況を教えてくれ。――腕に覚えがある義勇兵たちよ！　ソウマと俺につづけ……！　遅れるな！　勝利はもぎとった者の手に握られるだろう……！」

　伝説の男に焚たきつけられて、義勇兵たちが一斉に雄お叫たけびをあげた。――え？

　それでいいの……？

　ハルヒロは今度こそ絶句して、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　いや、まあ……アキラさんがそう言うなら？　正しい――のだろう。おそらく。

　最初のヒュドラはソウマたちに攻めたてられて、無傷の触手は三本しかない。その三本の触手を駆使して飛び跳ね、逃げ回っている。残りの触手を斬きり刻まれたら、それもできなくなるだろう。あのヒュドラはそのうちしとめられる。新手のヒュドラがやってきても同じことだ。一匹？　匹と数えるには大きすぎるので、一頭か。一頭ずつ潰つぶしてゆけばいい。アキラさんは自信があるのだろう。ソウマたちがいれば、殺やれる。そういう計算で決断を下したのに違いない。

　ハルヒロは手の甲で口の周りをこすりながら見回した。ヒュドラ。南のほうから一頭、東のほうから一頭、南西からも一頭。見える範囲では三頭か。ただし、後続がないとは言いきれない。それに、案の定というか、ヒュドラだけではなかった。白巨人の姿も見える。教団員たちも。その一部は遠からず義勇兵たちに攻め寄せるだろう。

　使うつもりなのかな――と、不意にハルヒロは思った。

　ヒュドラはソウマたちとアキラさんたちで倒せる。他ほかの義勇兵たちの力はいらない。それなのにアキラさんは彼らを煽せん動どうして、この場に留まらせた。ヒュドラ以外の雑魚が絡からんできたら煩わしい。彼らに雑魚の相手をさせるため、とか……？

　いやいや、アキラさんはそういう人じゃない――ような気がする。

　アキラさんは偉大で、いい人だ。他人を捨て石にするような真ま似ねはしない。何しろ、度量が広くて、思いやりのある人格者で、きっと完かん璧ぺきな人だから――本当に……？

　昔はビビリだった、とミホが言っていた。そんなふうにはぜんぜん見えないのに。

　アキラさんはやさしそうだ。強くて、頼りがいがあって、何があっても守ってくれる、たとえば、お父さんみたいな――でも、本当にそうなのか？

　アキラさんは天才肌ではなかった。もっと才能のある人はいたのに、みんな死んでいった。生き残って、アキラさんは強くなった。そうゴッホが言っていた。アキラさんはどうやって生き残ってきたのか？　ときには厳しい、もしくは冷徹な決断をしたこともあったんじゃないのか？　それができる人だから、生き残って強くなれたんじゃ……？

　ハルヒロは引き返して、できるだけさりげなくゴッホに尋ねた。

「……どれくらい、被害が出ますかね？」

「おまえ、そういうタイプか」ゴッホは片方の眉を吊つり上げた。「少し意外だな」

「どういう意味ですか」

「何のかの言って、情に流されるやつなんじゃないかと思っていた。よく知らんから、印象だけどな。落ちついて損害を計算しようとするあたり、存外、指揮官向きらしい」

「……まだ質問に答えてもらってないっすけど」

「運だよ」ゴッホは人差し指を回してみせた。「運が悪ければ、僕らだって死ぬ。そういうものだ。何人死ぬかなんて、わかるわけがない。もちろん、こんなところでくたばるつもりは、僕にはないけどな。おまえも生き残りたければ、僕らのそばにいることだ」

「だめですよ、それ」

「あ？」

「だめです」

　ハルヒロは一つ息をついた。頭に血が上りそうだ。感情的になるな。腹が立っているわけじゃない。ただ、それは違う、とハルヒロは思うのだ。

「運が良かったから生き残ったっていうのは、結果論でしょ。実際はいろんな要素があるわけじゃないですか。誰だれかに捨て石にされるのって、運ですかね。おれはそうじゃないと思う。おれも今までやってきて、死なずにすんだのはあいつのおかげだとか、あのときああなってたらやばかったとか、ありますよ。運じゃない。誰かの、何かのおかげです」

「で、何だ？」ゴッホは薄ら笑いを浮かべている。「何が言いたい？」

「……なんていうかこう、うまく言えないんですけど」

「要点を話せよ。僕は回りくどいのが嫌いだ」

「だ、だから――できるだけ、人を死なせない方法はないのかなって。そりゃあ強い人は生き残るのかもしれない。生き残った人が強いってことなのかもしれないですよ。だけど弱くたって、運が悪くたって、人は生きてるわけじゃないですか」

「なぜ僕らが、その弱くて運が悪いやつらの面倒を見てやらなきゃならない？」

「面倒を見なきゃならないってことは、ないですけど……」

「あたりまえだ。僕らは篤志家でも慈善家でもない」

「そ、それでも、やれるならやれるだけ、やってくださいよ」

「何のために？」

「だって、死んだら終わりじゃないですか！」

　ハルヒロは唇を嚙かんで、首を振った。もっと頭が良ければ、筋道を立ててゴッホを説得できるだろうか。それとも、ハルヒロの考えがそもそも間違っているのか。

「死んだら何もなくなる。少なくともその人にとっては、すべての可能性がそこで閉ざされちゃうじゃないですか。だから、できるだけ死なせないようにしたいっていうのは、そんなに変ですかね。他に方法がないなら仕方ないけど、何か手があるならやるべきだって思うんですよ。自分と関係ない人たちは使い捨てみたいにしてもいいって発想は、安易じゃないですか」

「わざわざ困難な道を選べと？」

「おれは、そうしたほうがいいと思うんです」

「青いわねえ」シマがくっくっと笑った。「嫌いじゃない、そういうの」

「でも、ハルヒロくん」ミホはハルヒロをじっと見すえた。「きみに何ができるの？　犠牲者を出したくない。それはいいけれど、そのためにできることは？」

「や、それが……」

　妙に迫力がある眼まな差ざしだ。ハルヒロはうつむいてしまいそうになったが、なんとかこらえた。上目遣いで、かろうじてミホの視線を受け止めつづける。それだけで精一杯だ。

「――ない……んですよね。とくには。あったらやってるっていうか。なんで、とりあえずゴッホさんにお願いしてるんですけど」

「まあ」ミホは軽く目を瞠みはった。

「呆あきれたやつだ」ゴッホは顔をしかめて肩をすくめた。「正直が美徳だなんて微み塵じんも思わんけどな。いつの間にか僕らもすれていた。たまには初心に返るのもいい」

「ソウマの勘は正しかったのかもね」

　シマが謎なぞめいたことを言いながら身を寄せてきた。

　なんだかやけにいい匂においがした。

　――ていうか、近すぎじゃないです……？

「あたしたち、元の世界に戻る方法を探してるの」

　吐息のような囁ささやき声だった。

　ハルヒロは思わず耳を押さえてあとずさった。

「……えっ？　元の――戻るって……？」

「今は忘れて」シマはすぼめた唇に人差し指を当ててみせた。「その話は、また今度。まずは切り抜けないとね？」

「おまえは言い出しっぺだからな」ゴッホはハルヒロの額に指を突きつけた。「何もできなかろうと、我先にとんずらかましたら承知しないぞ。最後まで付き合ってもらう。せめてそれくらいはやってみせろよ」

「は――」

　すぐさま首肯しようとして、はたと気づいた。これはハルヒロ一人の問題じゃない。仲間がいるのだから。ハルヒロはパーティのリーダーなのだ。

　振り向くと、ランタが「ケッ」と苦い顔をした。

「おまえが言わなきゃ、オレが同じこと言おうとしてたっつーの、ハゲ」

「ぜぇーったい、噓うそやんなあ」ユメは片方のほっぺたをぷくーっと膨らませた。

「俺はついてくって決めてるんで」クザクはもう背の高すぎる忠犬みたいだ。

「わたしも」メリイは微笑ほほえんでうなずいた。

「……それで、いいと思う」シホルも、ぎこちなくだが笑ってくれた。

「えーっとえーっと、俺ちゃんたちはぁ……!?」キッカワはミモリンとアンナさんを見てから、きょろきょろした。「あんれれれぇー!?　イヌイっちどこー!?」

「あのウスラトンカチは、ずぅーっと前からいねェーデショー!?」

「マジで!?　俺ちゃん気づかなかったよぉー。ま、いっか！　生きてるっしょ！　で、俺ちゃんたちはあれかな、トキムネさん次第っつーかね！」

「不本意ながら」ミモリンはこくっと首を縦に振った。

「やれやれ、だ。めんどくさい」

　ゴッホはハルヒロたちをざっと見た。うんざりしたような表情を浮かべていながら、心なしか目はさっきまでよりいきいきしている。

「おまえたちは当面、僕とミホ、シマの護衛役だ。僕らから離れないで、僕の言うとおりにしろ。茨いばらの道を歩むっていうのがどういうことか教えてやる。――これから被害を極力抑えつつ、撤退。巨神をなんとかすり抜けて、黄昏世界ダスクレルムを出るぞ」
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　ハルヒロたちはほとんど何もしていない。ただゴッホたちについて回っているだけだ。それなのに凄せい絶ぜつな体験をしている。

　ゴッホが方針の変更を求めると、アキラさんはすぐに前言を撤回して義勇兵たちを始まりの丘に向かわせた。でも、アキラさんたちやソウマたちは逃げなかった。逃げるわけにはいかない。最初のヒュドラは間もなく触手をぜんぶズタズタにされて身動きがとれなくなったが、新手のヒュドラが三頭も来た。教団員だの白巨人だのも押し寄せてきた。これらの敵の出鼻をくじきつつ、下がらないといけない。

　義勇兵たちを壁や盾にしながら、厄介な敵を撃滅する。ある程度片づいて、状況が落ちついたら逃げる。それがアキラさんの戦略だったのだろう。

　ところが、百八十度転換して、義勇兵たちを逃がすために、アキラさんたちにしんがりをつとめてもらうことになった。

　ハルヒロが異論を唱えなければ、こうはなっていなかっただろう。いや、だろう、じゃない。確実になっていなかった。

　つまり、アキラさんたちやソウマたちは、ハルヒロのせいで苦労を背負いこむことになってしまったのだ。

　アキラさんも、ブランケンも、カヨも、タロウも、ソウマも、リーリヤも、ケムリも、誰一人として文句一つ言わずに敵を叩たたいてはちょっと退ひき、斬きり倒しては退いて、射い貫ぬき、吹っ飛ばしては少し退くことを黙々と繰り返している。ミホやゴッホもときおり魔法を放って敵をぶちのめすが、そのあたりは控え目だ。長期戦になることを見越して節約しているのだろう。

　トキムネとタダは嬉き々きとしてアキラさんたちに加勢しているが、ハルヒロたちと、それからミモリン、アンナさん、キッカワは、ゴッホとミホ、そしてシマの前で肉の壁を形成するくらいのことしかできない。

　ハルヒロはもどかしいだけじゃなくて、申し訳ない、という気持ちを拭いさることができずにいた。

　あと、おっかない。

　だって、ヒュドラ三頭に、白巨人がとりあえず十体かそこら、さらに数十人、それ以上の教団員たちが引きも切らず殺到してくるのだ。

　アキラさんやソウマたちは、教団員くらいなら剣やら刀やら斧おのやらの一振り、弓矢の一射で討ち果たしてしまう。でも、さすがに白巨人となると、そうもいかない。ヒュドラも触手で直接攻撃してくるだけじゃなく、地面をぶっ叩いて陥没させたり土を飛ばしてきたりして、こっちの移動を妨害する。これが地味にいやらしい。

　後退しながらの困難きわまりない戦いを強いられているのに、アキラさんたちは敵をまったく寄せつけない。おかげで今のところ、ハルヒロたちに敵の手が及ぶことはないが、降ってきた土が目に入って涙が出るわ、つまずいて転びそうになるわで、大変というか恥ずかしくて情けない。

「ちょっと疲れたな」アキラさんが白巨人の拳こぶしを躱かわすなり、攻めかかってきたパン助を一刀両断して呟つぶやいた。「老体にはきつい」

「えっ……」ソウマはヒュドラの触手をぶった斬って、アキラさんに顔を向けた。愕がく然ぜんとしているようだ。「そんな年でしたっけ、アキラさん」

「どう考えても、単なる自虐のニュアンスをこめた誇張表現でしょう……!?」リーリヤはソウマを叱しかりつけながら教団員を二、三人、斬り伏せた。

「グアッハッハッハッ……！」ブランケンが斧をぶん回して、四メートル級白巨人の左ひだり膝ひざを打ち砕いた。「さすがエルフだ……！　見た目ほどにはデリカシーがない……！」

「お髭ひげまみれのドワーフに言われるのは心外です……！」

「喧けん嘩かはよせ、リーリヤ！」ソウマはまた触手を一本、斬り飛ばして、リーリヤをたしなめた。「髭がないドワーフはドワーフらしくない。そこをもっと考えろ」

「あー。たしかに――」ケムリはなんと、六メートル級白巨人のパンチを長大な剣で受け止めてしまった。「ドワーフには髭がねーとなあ……！」

「ずいぶん余裕があるねえ……！」カヨはあまり剣を振らず、敵の間をひょいひょい跳び回って同士討を誘っているようだ。「無駄口をたたく元気はあたしにはないよ！」

「母さん、どうか少し休んでください……！」タロウは次々と矢を射って、教団員の一つ目に命中させる。「何もかも、ぼくに任せて……！」

「――いやあ、しっかし来るな、敵……！」トキムネは白い歯をキラッ、キラッと輝かせてはいるが、カヨなんてものじゃなく疲れている様子だ。「楽しいけどな……！」

「無理をするな……！」タダは反対に、戦せん鎚ついを振って敵を屠ほふれば屠るほど、動きがキレてゆくかのようだ。「僕が！　僕が、殺す……！　はははは……！　こんなやつら！　まとめて僕が！　あらかたぜんぶ……！　叩き潰つぶして皆殺しにしてやる……！」

　ハルヒロはもうずいぶん長い間、一言も発していない。何か言うべきだとも思えない。鉛か何かの塊でものみこんだように、胃がひたすら重くて痛い。身体からだもまあ、重たい。

　なぜだろう？　どうしてアキラさんたちは、ハルヒロの意見を受うけ容いれてくれたりしたのだろう？　べつに聞き入れる必要はなかった。聞き入れてくれなくたってよかった。もしあのとき、ゴッホに、何言ってんだ、と却下されたら、ハルヒロは即座に、あっ生意気なこと言ってすみません、と謝って自説を引っこめていた。そのほうがよかった――のだろうか？　そんなことはないか？　よくわからないが、とにかく気分的につらい。ここにいるのが。場違いだと思うし。でも、責任はあるわけだし。

　あああああああああああああああああああああああああああああああああもう、突っこみたい。敵に突っこんでいってやられちゃえば、いっそすっきりするかも。もちろん、そんなことはしないが、図太くなりたいなあ、と心底思う。数十秒ごとに、自分自身がここにいる意味を自問している。もしこれで誰だれか死んだりしたら、切腹するしかない。いや、怪け我がをした瞬間、発作的にダガーを腹に突き立ててしまうかもしれない。

「どうした、小僧」いきなりゴッホに襟首をつかまれた。「さっきから目が泳いでるぞ。具合でも悪いのか？」

　いいえ、と返事をしたつもりだが、ちゃんと声が出たのかどうか、定かじゃない。

「――ったくよおぉ！」ランタが自分の兜かぶとをガンガン殴った。「萎い縮しゆくしてんじゃねーよ、パルピロ、おまえはよ……！　オレまで調子くるうじゃねーか……！」

「わ、悪かったな、萎縮してて……！」

「悪すぎるに決まってんだろ……!?　オレらぁ、れっきとした暁連DAYBRE隊AKERSのいっ、一員なんだからな……!?　え、ええええええ遠慮してんじゃねえ、ヴォケッ……！」

「おまえの物言いも微妙に遠慮がちだろ……」

「慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなおまえと違って、オレ様はド偉く謙虚なんだよ……！」

「いちぃーん、なあ……」ユメがぽつりと呟いた。

「だ、だろうが!?」ランタはミホとシマをちらちらっと見た。「――ですよねぇ……!?」

　ミホもシマも、ふくみ笑いをするだけで答えなかった。おそらくまあ、わざとだろう。からかわれているのに、ランタは「え、えへ、えへへへ……」とスケベ笑いをしている。馬ば鹿かだし、気持ち悪い。――一員、か。

　そうなんだけどさ。

　器じゃない、とハルヒロは結局、思っているのだ。現時点では未熟すぎて、力不足で、ソウマやアキラさんの仲間を名乗るのは、あまりにもおこがましい。将来的にも、彼らと肩を並べるような義勇兵にはなれないだろう。この引け目が消えることは未来永えい劫ごう、ないんじゃないか……？

　無理やり虚勢を張ってでも、一員感を出していったほうがいいのだろうか？

　どこまでいっても自分は自分、あくまでこの流儀を貫くしかないのか？

　胃が痛い。パンパンに張っているどころか、ガッチガチに固まっているような感じがする。吐きそうだ。ソウマやアキラさんたちの鮮烈で猛烈で苛か烈れつで、芸術的なまでに見事と言うしかない戦いぶりを、目の当たりにしているのがつらい。見たくないが、見ないわけにはいかない。泣きを入れたい。ほんともう勘弁してください。勘弁って、何を？　ハルヒロにもわからない。いや、わかっている。ようするに、逃げたいのだ。この状況から逃げだしたい。ここにいたくない。一秒たりとも。身に迫る危険はない。危険を冒しているのはハルヒロではなくて、ソウマやアキラさんたちだ。それが余計にこたえる。

「後ろで見てるっていうのは、それはそれでいらつくものだよな」ゴッホが喉のどを鳴らして笑った。「僕は身体が弱い魔法使いだったし、神官になってからも、ずっとそうだ」

　はっとした。

　たとえばシホルやメリイは、いつも同じような気持ちでいるのかもしれない。後方に位置して仲間に守られている者には、最前線で死のプレッシャーにさらされている者とはまた別のストレスがある。そういう視点は、これまでハルヒロにはなかった。実際に自分がその立場に立ってみないと、なかなか見えてこない。そんなものなのかもしれない。

　どんな経験も役に立つ、ということだ。視野が広がる。プラスになる。そうだ。ここは一つ、ポジティブに考えよう。うん。そんなふうに考えられたらいいんだけど。

「……無理」

　今は耐えるだけでやっとだ。我慢しているうちに時間が過ぎる。だんだんと始まりの丘が近づいてくる。それだけが励みだ。この苦しみも終わる。それが唯一の希望だ。他ほかのことは終わってからにしたい。後悔も反省も謝罪もあとでしよう。

　その始まりの丘に最後の、そしてもしかすると最大かもしれない関門が待ち構えていることを、忘れていたわけでは決してない。ただ、あまり考えないようにはしていた。

　ハルヒロは久しぶりに始まりの丘のほうを見て、天を仰いだ。

　いや、仰ぎ見たのは天じゃない。

「巨神……！」

　全高推定三百メートル。天を衝つくどころか、天を覆うかのような巨きよ軀くだ。

　始まりの丘まで、あとどのくらいだろう。一キロとか、そのくらい？　思ったより近い。いつの間にか、ずいぶん近くまで来ていたのだ。

　巨神はその真ん前にいる。ただ突っ立っているのではない。動いている。動いちゃってますよ？　歩いているというか、足踏みをしている？　地響きがものすごい。まるで蟻ありを踏み潰そうとしているかのようだ。

　巨神にしてみれば蟻みたいな、人間たちを。

　先に逃げた義勇兵たちが、踏まれてなるものかと逃げ惑っている。

　なんとか巨神の足踏みを回避して始まりの丘の穴に突入し、黄昏世界ダスクレルムからの脱出に成功した義勇兵も、あるいはいるかもしれない。いないかもしれない。何とも言えないが、巨神を迂う回かいするか、足あし許もとか股またの間を通り抜けるかしないと、目的を達成することはできないのだ。やるしかない。

　ソウマやアキラさんたちやトッキーズや一応、ハルヒロたちもふくめたしんがり部隊に至っては、敵を防ぎ止めつつ、それか、一気に引き離して、そんな離れ業をやってのけなければいけないわけだ。

　成算、あるのかな？　どうだろう？　ありそうな気がしないけど……？

「アキラさん……！」ソウマが刀で敵を撫なで斬ぎりにしながら叫んだ。「合図をしたら、行ってください……！」

「わかった！　厚意に甘えよう……！」

「トキムネ、ハルヒロ！　きみらもだ……！」

「了解……！」

　トキムネが応じると、タダは舌打ちをして教団員の頭に戦鎚を叩きつけた。

「メインディッシュにデザートまで味わい尽くすつもりか……!?　欲深だな……！」

「もう充分デショー!?　フ●ッキンタダ！　アンナさんヘヴィー疲れたデスヨー……！」

「――アンナさんがそう言うならしょうがない！　今回は退ひいてやる……！」

　ハルヒロは、はい、とも、いいえ、とも答えられなかった。いやもちろん、一瞬でも早く逃げたいのだが、いいのかな？　最後まで付き合え、とゴッホに言われた。やっぱりそれが義務なのではないかとも思う。とはいえ、ソウマには従うべきなんじゃ？　そのへんはどうなのかな……？

　迷っている間に、そのときが迫ってきた。というか、訪れてしまった。

「今だ、行け……！」

　ソウマが腰を落として刀の峰を肩に当てる姿勢になった。尋常じゃない力がその全身にみなぎっている。鎧よろいのあちこちからもれるオレンジ色の光が強まったようにも見えた。

「覇ハッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　何人もの教団員が、何本かのヒュドラの触手が、それから白巨人の身体の一部が、斬られるというよりも砕け散って、断片やら欠片かけらやら破片やら内容物やら体液やらを広範囲に撒まき散らした。ソウマだ。間違いなくソウマがやった。突っこんでいって、刀を振るったのか？　そうなのだろう。だけど、それだけであんなふうになるか？　ならない。なるわけがない。でも、現実にソウマの一ひと太た刀ちで大勢の敵が破壊され、悪ければ命を落として、良くても戦闘不能に陥った。ソウマは追撃してくる敵の隊列に一撃で大穴をあけた。

　その大穴に、間髪を容れずリーリヤが、ケムリが入りこんで、広げにかかった。いや、リーリヤとケムリだけじゃない。シマ。シマまで二人につづいて、金属製の鞭むちみたいな武器を振り回している。あの色っぽすぎるおねえさんも、あんなになまめかしい恰かつ好こうで戦えるのか。それから、もう一人。やたらと腕が長くて異様な防具を身につけている仮面の男が、シマを追い越して敵の真まっ只ただ中なかに突入していった。人造人間ゼンマイ。彼は武器を持っていない。というか、彼の金属に鎧よろわれた両腕が、剣にも鎚つちにもなる武器なのだ。

「……うっうっうっ……逃げないのか、クズ」

　すぐそばでおどろおどろしい声がした。びくっとして見ると、子供みたいな体格で、顔立ちも少年のそれなのに、底無し沼めいた目をしている死霊術師ネクロマンサーが、瘴しよう気きのような気配を漂わせてたたずんでいた。

「邪魔だ……さっさと消えろ……」

「は、はいっ！　ごごごごめんなさいっ……！」

　そうだ。そうだった。ソウマに、行け、と言われたら逃げる。そうしなきゃいけないんだった。遅れた。だいぶ出遅れてしまった。ソウマがすごすぎて。いや、言い訳はいい。

「いいいいい行こう、みんな……！」

　やばい。かなり動転している。仲間の顔もちゃんと見えない。返事も聞きとれなかった。でも、走らないと。みんな来ているのか？　いる、ような気がする。ランタもユメもシホルもメリイもクザクも。トッキーズは？　アキラさんたちは？　前のほうに後ろ姿が見える。けっこう遠いような？　やっぱり遅れたのだ。何やってるんだよ。ミモリンが振り向いて何か叫んだ。

　巨神。近い。見上げるばかりだ。右足を上げている。踏もうとしている？　よけないと。逃げないと。全力だ。全開。全速力で逃げる。方向なんて知ったことか。踏まれたくない。その一心で駆けた。地鳴りがして、地面が途方もなく揺れて、こけそうになって――それで、踏まれなかったらしい、とわかった。踏まれたらこけるも何もない。義勇兵たちがあっちへ行ったりこっちへ行ったりしていたのもうなずける。始まりの丘の穴を目指さないといけない。頭では理解していても、できない。巨神だ。巨神、怖い。巨神から逃げないと。そのことが心を占めてしまう。身体が勝手にそれを最優先してしまうのだ。

　加えて、視界も悪い。巨神が地面を踏むと、土煙が上がる。土砂降りの雨、という表現があるが、これこそ本物の土砂降りだ。極端な話、数メートル先が見えない。どっちに行けばどっちに進むのか？　始まりの丘はどこに？　ハルヒロは早々にアキラさんたちやトッキーズを見失った。道標がなくなったということだ。足が止まりそうになる。だけど、止まってなんかいられない。止まっていたら、きっと踏まれる。踏まれたら、死ぬ、と思う間もなく潰つぶれて死ぬ。

「誰だよ……!?」と誰かがどこかで絶叫した。

　まったくだ。誰だよ、とハルヒロも血ち反へ吐どを吐くように思わずにいられなかった。巨神を倒そうなんて考えたの、誰だよ。それはね。トキムネですよ。今さらそんなこと言ってもしょうがないけど。ほんっとにしょうがないよ。どうしようもない。

「全員、いるよなあ……!?」

　土の味を感じながら呼びかけると、「おお……！」とランタの声がして、「いてるう！」とユメがつづき、クザクが「っす……！」、メリイは「大丈夫……！」と返してくれたが、シホルの声が聞こえなかった。うっそマジかやめてくれ。

「シホルッ!?　シホルゥッ……!?」

「……はい……っ！」

　よかった。いた。本当によかった。目が痛い。土がひどい。息もしづらい。走れ。

　それでも走るしかない。ほとんど闇やみ雲くもだが、走る以外にできることってないんだよ。なんかもう、巨神がどこにいるとかもよくわからないし。ズシーンズシーンいってるから、そう離れてはいない、まだ近いってことはまず間違いないと思うんだけど。勾こう配ばいや、白い柱岩があったりすることから、丘を登っているような？　だとしたら、運だ。狙ねらってここまで来たわけじゃない。偶然だ。

　運良く、黄昏世界ダスクレルムから脱出できてしまうかもしれない。

「穴やあ……！」とユメが言った。

　たしかに、リアル土砂降りが少し弱まって、行く手に穴らしきものが見えた。そこに駆けこむ義勇兵たちの姿も。穴だ。穴。出口だ。俄が然ぜん、勇気がわいて、助かる、と思った。これで助かる。死なずにすむ。生きられる。

　ハルヒロは足を速めようとした。今までも精一杯走っていたつもりだ。これ以上、速く走れるのか。走れそうだ。火事場の馬ば鹿か力ぢからってやつ？　人間ってすごい。

「うぉまずっ――」

　ところが突然、外がい套とうを引っぱられたものだから、限界を超えた速度を出すことはできなかった。ランタ。ランタだ。ランタのせいで、ハルヒロはすっ転んだ。違う。ランタのせいじゃない。おかげだ。

　ランタのおかげで、ハルヒロは命拾いしたのかもしれない。

　あのまま突っ走っていたら、大変なことになっていた。ハルヒロはまったく気づいていなかったのだ。出られる、逃げられる、生きられる、という爆発的な思考というか感情のせいで、注意力を奪われていたのだろう。これっぽっちも見えていなかった。巨神だ。

　巨神の右足か左足が降ってきて、始まりの丘の、ちょうど例の穴、出口があるあたりにめりこんだ。

「いやあああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……!?」シホルが悲鳴をあげた。

「なくなっ――」メリイは言葉を失った。

「うっお……」クザクは尻しり餅もちをついている。

「帰られないやんなあ……」ユメが呆ぼう然ぜんと的を射たことを言った。

　狩人かりゆうどだけに。

　……いやいやいやいやいや。

「に、にっ、逃げっぞ……！」ランタは駆けだそうとして、肩を落とした。「――って、ど、どこにだよ……」

「どこかだよ……！」

　ハルヒロはとっさに返した。どこか？　どこ？　わかんねーよ。もう無理っす。だけどここで踏んばらないとっていうか、踏んばったってどうにもならないだろうけど何もしないわけにはいかないっていうか、何をしても無駄っぽいけどこれ絶望的に泣ける。

　すぐにまたリアル土砂降りが本格化した。何も見えない。とにかく丘を駆け下りた。足場が悪い。ひどく悪い。ひどすぎる。足をとられた。転ぶというか落ちた。這はい上のぼって進んだ。手が届くところに仲間がいると、それが誰だれだろうとつかんで引っぱったり押し上げたりした。逆に引っぱってもらったり、押し上げてもらうこともあった。近くに巨神の足が直撃したら、仲間の名を呼んで無事を確かめた。まずはリアル土砂降りの圏内から脱することだ。それが目的になった。あとのことは考えられないし、考えなくていい。

　巨神はどうやら始まりの丘から離れるつもりはないようで、やがてハルヒロたちは命からがらではあるが、目的を果たした。そうしたら今度は新たな難問に直面した。敵だ。教団員たちに出くわして、戦うか逃げるかの選択を迫られた。

　相手が一人二人なら袋ふくろ叩だたきにして瞬殺を狙う。でも、教団員や白巨人たちは、黄昏世界ダスクレルム全土から巨神を目指して続々と移動している――つまり、始まりの丘に集結しようとしているようだ。反対に、ハルヒロたちは始まりの丘から遠ざかろうとしている。ということはどうしたって敵とぶつかるわけで、立ち止まって戦っていたらあとからあとから敵がやってきて、こっちが袋叩きにされてしまうだろう。

　ハルヒロは逃げることにした。敵影がない方向に走るのだ。しばらくすると失敗だったかなと悔いる羽目になった。ハルヒロたちを追う教団員の数は次第に増えて、十人を超えようとしている。冷静に考えれば、これは敗北というか全滅必至の情勢だ。

　自分のせいだとハルヒロは思った。ハルヒロが判断を誤ったせいで、みんな死ぬ。こんな場所で。だいたい、どこだよ、ここ？　巨神が暴れている始まりの丘を遠くに望むことができるので、おおよその位置は見当がつく。あくまでおおよそだ。黄昏世界ダスクレルムには目印になるような地形や建物がたくさんあるわけじゃないから、現在地を特定するのは難しい。困難ではあるものの、推測することはできなくもない。

　完全に息が切れていて遅れがちなシホルの後ろ、最後尾にランタがいる。あえてだろう。シホルを庇かばっている。いいところあるじゃないか、あいつ。

　先頭はハルヒロで、ユメ、クザク、メリイの順だ。この並びで、と決めたわけじゃない。気がついたらこうなっていた。

　教団員たちはそう速くない。ハルヒロたちを追いかけつづけることにためらいを覚えているような気配がある。ハルヒロたちがもっと元気なら、もしかすると振りきれるかもしれない。おかげで助かっている。今のところは。

　時間の問題だ。たとえばシホルはそろそろ限界だろう。シホルじゃなくても誰かの足が止まったら、もうやるしかない。やれば十中八九、玉砕だ。

　実は腹案が一つだけある。ただ、実現可能性が高いとは言えない。そうとう低い、と見なさざるをえない。

　振り向くと、また追っ手が増えていた。十五人くらい？　十六人か？

　せめてクザクが盾を持っていれば。いや、焼け石に水か。仲間に声をかけたい。少しでも元気づけないと。何て言えばいい？　どのみち気休めにしかならないのに？　ハルヒロとクザクとランタの三人で、数分でもいいから敵を足止めできないか？　その間にユメとシホルとメリイを逃がして――逃げたところで、どうなる？　こうやって物を考えられるうちに、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に打って出るべきか？　十六対六。パン助だけじゃなくて、トリさんも一人か二人いる。勝てないかな？　絶対に？　一パーセントくらいは見込みがあるんじゃ？　一パーセントに賭かける？　死ぬのか、ここで。さっき巨神に踏まれて即死していたほうが楽だった。

「――おい……！」と、女の声がした。

　ユメでもシホルでもメリイでもない。どこから……？　ハルヒロはあたりを見回した。左前方に窪くぼ地ちがある。そこから何かが飛び出してきた。人だ。二人。女と、男。女のほうが背が高い。二人ともすごい恰好をしている。とくに女はなんというか、やばい。肌を露出している面積自体は小さいが、決定的ではないにせよ、そこを見せるか、という部分が見えてしまっている。わざと見せているのか。あと、体形も。胸だの尻しりだの太ふと股ももだのがこれでもかというほど肉づきが良すぎる。でも、腰がくびれていて手脚が長い。豪華な巻き髪。どこまでも派手派手しい面差し。きつい目め許もとの大きな瞳ひとみ。真っ赤な唇。

　女王様、という言葉しか浮かばない。

「助けてやるから、うちらに手を貸せ……！」

　女王様がそう仰せになって、すっ飛んできた男のほうがハルヒロとすれ違った。

　男は白髪で、顔の下半分を黒いマスクで隠していた。ぴったりした黒っぽい衣服だか鎧よろいだかわからない物を身にまとっていて、まるで犬のように四つ足で疾駆する。あの男、なんで首輪をつけているのか。本当に犬みたいじゃないか。

　見知らぬ男女――ではなかった。話したことはないが、見たことはある。一度でも見たら忘れられない二人だ。この業界ではちょっとした有名人でもある。

　ララ＆ノノ。

　女王様のほうがララで、白髪の首輪マスク男がノノだ。どうしてここに？　わかるわけがない。

　ノノはあっという間にランタの横を突っ切って、教団員たちに襲いかかった。その襲いかかり方もさながら犬だ。ノノは教団員たちが突き出した槍やりの下を潜くぐり抜けて、一人のパン助の喉のど元もとに嚙かみついた――ように見えた。もっとも、ノノの口はマスクで覆われている。あれでは嚙みつけないし、そうはいっても犬じゃなくて人間だ。嚙みついたのではない。飛びつく寸前に腰から抜いたごく短いナイフを、教団員の顔面にぶっ刺したのだ。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず、という。ノノはそれを実践してみせた。敵の真まっ只ただ中なかに入りこむのは言うまでもなく危険だが、入りこまれた敵のほうも対応しづらい。

　とりわけパン助たちの得物は長い槍だ。ノノに肉薄されると、なかなか反撃できない。しかも、ノノは犬というよりも猫みたいに軽けい捷しようだ。瞬時に接近というか接触して、右手のナイフで致命的な一撃を加える。あるいは、左手で打撃を見舞う。首に腕を絡からめるなり、へし折る。羽交い締めにしたパン助を盾にして、トリさんの雷剣ドルフィンを防ぐ。そのままパン助をトリさんのほうに押しやって、別のパン助を瞬殺する。

「ぼんやり見てるんじゃない……！」

　ノノに気をとられている間に、ララも敵に攻めかかっていた。女王様はノノとは違って肉弾戦じゃない。弓だ。ずいぶん短い。短弓に、やはり短い矢をつがえて放つ。つがえて放つ。つがえて放つ。ユメも連射つらなれというスキルを使うが、そんなものじゃない。速い。速すぎる。それに、近い。ララは近距離から射る。撃ちまくる。

「お!?　おおっ!?　おおおお……!?」ランタが雷剣ドルフィンを振りかざして敵に突撃してゆく。

「あ……？」クザクがハルヒロのほうを向いた。

「や、やれ！　行けっ……！」ハルヒロはうなずきながらランタにつづいた。

　どうにも締まらないが、この機会を逃す手はない。敵は明らかに泡を食っている。今、やらないでいつやるのかという話だ。押せ。押して押して、もちろん疲れてはいるが、力を振りしぼって、無我夢中で押しきってしまえ。

　たぶん、十六人中、ノノが四、五人倒して、ララも同じくらい射殺した。残りはハルヒロたちが勢いに乗って一気に始末した。最後の一人を倒す前から、ノノはララの矢を回収しはじめていた。敵がいなくなってノノから矢を受けとると、ララは即座に「走れ！」と全員に命じた。有無を言わせない感じだった。逆らったらおそらく、とんでもない目に遭う。尻を叩たたかれる程度ではすまないだろう。

「ど、どうして……!?」ハルヒロはララとノノの背中を追いながら尋ねた。

「何が？」ララは振り向かずに訊きき返した。

「いや、逃げたんじゃみたいなこと、アキラさんが言ってたので……」

「人聞きが悪い。うちらは馬竜が潰つぶれたから、仕方なく身を隠してただけ」

　ララとノノはグリムガルから黄昏世界ダスクレルムに馬竜を持ちこんで乗っていた。今は徒歩だ。馬竜が動けなくなって捨てたか、敵に殺されるかしたのは事実だろう。

「――ええと、あの……これから、どこに……!?」

「心当たりはある。ついてこられなかったら、置いていくから。――ノノ、魔法使いの子を背負っておあげ」

　ノノは無言でうなずいてシホルに駆け寄ると、さっと背負ってまたたく間にララに追いついた。口振りはきついが、意外といい人たちなのか？　でも、いざというとき、捨すて駒ごまにしようという腹かもしれない。だとしても助かったし、文句は言えないわけだけど。







[image: ]







　そうだ。助かった。ひとまずは。心当たりがある、とララは言った。その言葉が本当なら、希望もないわけじゃない。

　ハルヒロは仲間たちを見やった。皆、一人の例外もなく、汗やら鼻汁やらで泥と化した土や埃ほこりにまみれ、疲れきって、ひどい有様だ。これで生きている、それどころか、怪け我がらしい怪我すらしていないなんて、ちょっと信じがたい。

　安あん堵どして、力が抜けそうになった。――だめだ。気を抜くな。まだだ。これからじゃないか。生きる。生き残る。生きのびるんだ。全員で。そのために、どうすればいい？　何をするべきか？　ララとノノについてゆく。代案が浮かばないし、今のところはそうするしかない。用心しつつ、余計なことをしないで、できるだけ体力を温存しろ。走っているといっても、今は駆け足くらいの速度だ。シホルはノノに背負ってもらっているし、充分ついてゆける。

　ララはときおり足を止めてしゃがみ、身を低くしろ、と手振りで合図した。ノノは当然すぐさま従ったし、ハルヒロたちもそれに倣った。ララはそうとう目がいいか、ずば抜けた危機察知能力を有しているようだ。かなり遠くにいる敵でもいち早く発見して、やりすごそうとする。敵に見つからないように、地面が盛り上がっているところは避け、低い場所を選んで進んだ。シホルが自力で歩けるようになると、少数の教団員なら奇襲をしかけて皆殺しにした。

　誰も無駄口をたたかなかった。低地を通り抜けたところで白巨人と教団員の群れに鉢合わせしたとき、ランタが久しぶりに口を開いて「うおっ」と叫んだ。ララは戦わずに逃げる選択をした。たしかに、十人足らずの教団員はともかく、四メートル級とはいえ白巨人が厄介だ。ララとノノはぐんぐん速度を上げた。ハルヒロたちを餌にして、自分たちだけ逃げおおせるつもりか。腹は立たない。あの二人にとって、ハルヒロたちは何かあったときのための保険だったのだろう。もともとそんなことだろうと思っていた。

「ララさん……！　おれに考えがあります……！」

　でも、ハルヒロだって何も考えていなかったわけじゃない。ララは一瞬、振り返った。返事はない。行くなら行けよ。べつにいい。ララとノノには感謝している。二人のおかげで息をつく時間ができた。たとえ見捨てられても、どうにかする。少なくとも、最後まで足あ搔がいてやる。そう思えるくらいには気力が回復した。

「こっちです、来てください……！　みんな、おれについてきて！　がんばれ……！」

　ハルヒロが進路を変えると、ララがまた振り向いた。迷っているのかもしれない。好きにしてくれ。これでも周りに目を配って現在地点に当たりをつけつつ、ここまで来た。ハルヒロが勘違いしていなければ、こっちでいいはずだ。

「くっそ、あの二人……！」とランタが吐き捨てた。

　ララとノノが見えなくなった。やっぱり逃げたか。落胆しないわけじゃないけど。

「気にしなくていい……！　大丈夫……！　おれに任せて……！」

「てんで似合わねーんだよ……！　パルピロ、おまえにそういう台詞せりふはよ……！」

　うるさいな。わかってるんだよ、そんなことは。むかつく。でもまあ、ランタだし。いつものことだ。いつもどおり、先のことはいい。今だ。この瞬間にぜんぶ注つぎこむ。生きてやる。今、このときを。走りやすそうな、あまりでこぼこしていない場所を駆けて、方向だけは間違えない。みんな、ついてきている。シホルはつらそうだけど。がんばれ。マジでがんばってくれ。もう少しなんだ。運が良かったよ。そんなに遠くない。

「わかった……！」左手の土手みたいに小高くなっているあたりに、いきなりララとノノが姿を現した。「そういうこと……！　もしうまくいったら、褒めてあげる……！」

　逃げたんじゃなかったのか。ハルヒロはララに向かってニヤッと笑ってみせた。

　教団員たちや白巨人を引き連れて、懸命に走る。このへんはけっこう起伏があって、先の見通しがあまりきかない。

「ほわあ……！」とユメが叫んだ。気づいたのかもしれない。

　平へい坦たんになって、視界が開けた。

　ハルヒロは両腕を広げながら左へ向かった。

「散開……！　踏むな……！」

　網を被かぶせて草を載せてあるが、近くで見ればすぐそれとわかってしまう。

　とても完かん璧ぺきとは言いがたいが、まったく知らなければ、意外と気づかないものなのかもしれない。

　間もなく後ろのほうで落ちる音がした。振り向くと、一人の教団員がまんまと落とし穴に嵌はまってくれたようで、網が落ちくぼみ、草が舞っていた。ハルヒロ、クザク、メリイは落とし穴の左側、ランタ、ユメ、シホルは右側を走っている。もう一人、教団員が落とし穴に突っこんで転げ落ちた。他ほかの教団員たちは立ちすくんでいる。白巨人は足を止めようとしたのかもしれないが間に合わず、つんのめって落っこちた。

　巨神とヒュドラ討伐には役に立たなかったが、掘っておいてよかった。むろん、結果論だ。ツイていた。本当にそれだけだ。運不運が生死を分ける。ほんのわずかの、しかし決定的な差で、ハルヒロたちはまだこちら側に立っている。なんとか生きている。

　落とし穴に落ちていない教団員たちは、ハルヒロたちをなおも追うか、どうするか、決めかねているようだ。その間に、ハルヒロたちは迷わず疾走して距離を広げた。

　教団員たちが見えなくなるころには、ララとノノがハルヒロの前にいた。なんてやつらだ。でも、ララには心当たりとやらがある。相手もこっちを利用するつもりなのだから、こっちだって利用させてもらう。

「褒めてくれるんじゃ……!?」

「百年早い……！」

　そう来たか。見た目どおりの女王様っぷりだ。ララ。本当に、なんて人だ。

　ともあれ、他の落とし穴は遠いし、同じ手はもう使えない。ハルヒロはまた胃が痛む時間を過ごすことになった。次第に敵を見かけなくなってきたような気がするものの、油断はできない。ランタがくだらないことをくっちゃべるようになってきて、そのやかましさにストレスが溜たまったりもした。

　ララはたまに休憩をとると、なんとノノを四よつん這ばいにさせ、その背中に座った。それだけならいいのだが、これ見よがしに脚を組んだり組み替えたり、胸を強調するようなポーズをとったりするので、目の毒で困る。めちゃくちゃ見たいわけじゃなくても、つい見ちゃうじゃないですか？

　でも、ララとノノの関係って、いったい……？

　訊く勇気はなかったし、もっと知りたいことがある。

　どこを目指しているのか。

　尋ねてみたのだが、ララは教えてくれなかった。黙ってついてゆくしかなさそうだ。

　腹をくくって、ハルヒロはそうした。もはやララとノノも走ろうとはしなかった。歩いた。歩いて、歩いて、実に歩いた。ハルヒロたちは時計を持っていない。ララは休憩中に懐中時計を出すことがあった。時間を訊くと、決まって「知ってどうするの」という答えが返ってきた。だから、正確にはわからないが、たぶん丸一日以上、歩いたと思う。

　そこは義勇兵団居留地がつくられた谷と少し似ている。ただ、谷の底に泉はなかった。植物もない。小さな涸かれ谷だにといった風ふ情ぜいだ。

「うちらはだいぶこの黄昏世界ダスクレルムを歩き回った」ララが谷の斜面を下りながら、歌うような、かすかに揺れる声で言った。「見つけたものはいろいろ、たくさんある。たいていの情報は売ったけど、ここのことは誰だれにも教えてない。本当に興味深いことは、うちらだけの秘密にしておくの。うちらしか知らない。素敵でしょう？」

　ハルヒロは総毛立って身構えた。ララとノノが突如として牙きばを剝むき、ハルヒロたちを殺そうとするのではないか。そんな予感がしたのだ。

　杞き憂ゆうなのか。ララとノノは淡々と谷を下ってゆく。だが、警戒するに越したことはない。ハルヒロがあえて歩を緩めると、仲間たちも察したようで足どりを合わせた。もっとも、谷底についてそれを見た途端、すべて吹っ飛んだ。

　斜面からせり出して軒のようになっている出っぱりの下に、それは口をあけていた。おかげで、底まで下りないとたぶん気づかない。

　穴だ。

　きっとただの洞穴じゃない。

　どうしてそんな印象を受けたのか。

　ハルヒロはすぐに思いあたった。始まりの丘だ。

　雰囲気というか佇たたずまいというか、とにかく始まりの丘にある――いや、かつてあって、もうなくなった、あの穴に、出口に、そっくりなのだ。

　ララとノノは立ち止まりもしないでその穴に入ってゆく。

　ハルヒロはランタと顔を見合わせた。ランタは啞あ然ぜんとしている。ハルヒロも眠そうな目をしてはいないだろう。

「……オレが何、考えてるか、おまえ、わかるか」

「いや、わからない。おまえの頭の中なんて、さっぱり。わかったらやばいだろ」

「どういう意味だっ！」

「……そのままの意味じゃ……」シホルは、ふう……と息をついた。「……帰れる、のかな。ここから……」

「ふぇっ!?」ユメは目を見開いて、すっとんきょうな声を出した。「カレールウ!?　そんなん、どこにあるん!?」

「ねーよヴォケッ！　カレールウなんて！　何だよ、カレールウって……！」

「カレールウってゆうたらなあ、カレーのルウやんかあ！　あれえ……？　カレーってなんやったっけ……？」

「辛いの……」メリイが首を傾かしげた。「――だっけ？　たしか……食べ物？」

「あー」クザクが呟つぶやいた。「あったよな、なんか茶色い……茶色……？」

「……ある」

　ハルヒロはうなずいた。口の中に唾つばが出てくる。シマの囁ささやき声が蘇よみがえった。

『あたしたち、元の世界に戻る方法を探してるの』

　元の世界。

　穴に目をやる。色とりどりの空を仰いだ。――戻らないと。

　ハルヒロは仲間たちを見回した。みんな、汚い顔をしている。少し笑えた。

「行こう」

　誰も反対しなかった。ハルヒロ、クザク、メリイ、ユメ、シホル、ランタの順で一列になって穴に足を踏み入れた。穴の中は真っ暗だった。でも、先のほうに光がある。進んでゆくと、ララとノノが待っていた。光の源はノノが持っているランタンだ。ララはかすかに笑みを浮かべただけで何も言わずに歩きだした。道は蛇行している。急ではないが、下り勾こう配ばいだ。風を感じる。入ってきた谷底に向かって空気が流れているのだ。同じだ、とハルヒロは思った。似ているどころか、同じだ。

　道はやがてまっすぐになった。それに、もう下っていない。平らだ。

「うちらがグレムリンを発見したのは、何年も前」ララが不意にまた、あの歌うような調子で言った。「秘密にしてたけど。あんたらに見つけられちゃったから、まあもういいかって。ちなみに、うちらが初めてグレムリンと出会ったのは、あそこじゃない」

「――え……」ハルヒロは思わず足を止めた。「あそこじゃ……ない？」

「そう。あいつらはとても弱い生き物。繁殖力はそれなりだけど、闘争心も、捕食者にあらがう力もない。ただ、妙な力、それか習性があって、しぶとく生きのびている。――と、うちらは推測してる」

　ララとノノは歩みを止めない。ハルヒロは慌てて追いかけた。

　道はつづく。前方に微弱な光が見えてきた。ざわめくような音が聞こえる。

「ある世界から別の世界へと渡る能力。あるいは、世界と世界の継ぎ目を見つける力。もしくは、それを見つけて、逃げこむ習性」

　いる。いる。岩壁に大小様々な穴が無数にあいていて、そこから青っぽい光がもれている。彼らはその穴の中にいたり、穴の縁にぶら下がっていたりして、何かさかんに会話している。巣。ここは彼らの住居だ。リーコモ――いや、グレムリン共同住居フラツト。

「でも、ここまで」ララは振り返って傲ごう然ぜんと胸を張った。「うちらは、まだここまでしか探索してない」

「は……？」ハルヒロはなぜか自慢げですらあるように見えるララに圧倒されて、半歩ほどあとずさった。「……じゃ、じゃあ、この先がどの世界に通じてるのかは……？」

「知らない」ララは満面に笑みをたたえた。「まったく、不明」
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　この『灰と幻想のグリムガル』のあとがきでは、だいたいゲームにまつわることばかり書いていますが、今回はちょっと違うことにしようと思います。

　既報のとおり、この小説がアニメ化される運びとなりました。僕自身、まったく予想していなかったことで、正直、そういうことになるかもよという話を担当Ｋ氏から聞かされたときは、まさか、と笑い飛ばして、きっと立ち消えになるだろうと勝手に見通していました。中なか村むら亮りよう介すけ監督や細ほそ居い美み恵え子こさん、プロデューサー諸氏とお目にかかってからも、実は半信半疑でした。脚本を読ませていただいたらとてもおもしろくて感服し、ああこの『灰と幻想のグリムガル』というのはなかなかいい物語じゃないか、原作は誰が書いたんだろう、へえ、僕か、本当なのかなあと他ひ人と事ごとのように思ったりもしました。現実感がなかったということです。アニメ制作陣と直接やりとりするのは編集部のＫ氏やＨ氏だったりしますから、何かこう、遠くのほうでいろいろ動いているみたいな感覚で、実感しづらいという事情もありました。諸々の確認や調整、意見を出したりといった実作業がそれなりにあって、落ちつかないながらも、僕はわりあい冷静でした。

　でもやっぱり、どうも落ちつきませんでしたし、今もそうです。

　小説を気に入っていただいて、これをアニメにしたい、というふうに思ってもらって実現した企画だということで、それに対する感謝や喜びはもちろんあります。制作陣と何度かお会いして直接お話しする中で、ただごとではない熱意や本気度にふれて、そこまで細かく深く考えるのかと驚き、圧倒され、そうして作られつつあるものの原作が自分の小説であるという事実が素直に嬉うれしくもありました。アニメの制作には多くの人が関かかわり、多額のお金が動きます。小説とは比べものにならない規模です。あたりまえですが道楽ではありませんから、どうにか成功して欲しいと願っています。これはすべて僕の真情なのですが、我ながら意外なほどアニメの『灰と幻想のグリムガル』を客観的に見ている自分にある日、気づきました。なぜだろう、と僕は考えました。すぐに答えが出ました。

　僕は基本的に、小説を書いていれば、ままならず苦しかろうとせつなかろうと幸せな人間なので、小説家という職業はまさしく天職だと思っています。でも、必ず小説でなければいけないのか。そんなことはないような気がします。僕は自分の頭の中でああでもないこうでもないどうだこうだと想像して、それを形にするのが好きなのです。漫画でも映画でも、絵でも音楽でも、たぶん何でもいい。しかし小説は、昔なら原稿用紙とペン、今はＰＣさえあれば書ける。しかも、たった一人で、誰の助けもいらない。そこが重要なのです。僕は自分だけで一から十までやりたい。僕だけのものを作りたいのです。

　まあ、漫画も一人でぜんぶやってしまう人はいるでしょうが、小説ほど手軽ではないはずです。絵は、何かきっかけがあれば、取り組んでいたかもしれません。音楽というか、歌はやってみましたが、僕は自分の声が嫌いでした。僕の声では、僕が思い描く歌にならないのです。こればっかりはしょうがない。いろいろな要素、タイミング、巡り合わせがあって、僕は、自分一人で始めて、自己完結させられる小説を選びました。ちなみに、小説も、本として考えれば、編集者やデザイナー、校正者、イラストレーターといった人々の手が加わりますが、最初の原稿である初稿は、小説家だけのものだと、僕は思います。僕は、だから、初稿にはできるだけ手を入れません。修正は、編集者や校正者に矛盾や誤りを指摘されて、そのとおりだと納得した場合に、ほとんど限ります。

　僕の小説は僕だけのものだから、僕は小説家という職業を愛しているのです。それゆえに、僕の小説を本に仕上げてくれる人たちに、とても感謝しています。彼ら、彼女らの素質や技量に敬意を持っています。

　アニメ『灰と幻想のグリムガル』は、たしかに僕の小説をもとにしていますが、当然、僕の小説ではありません。中村監督が中心になって、たくさんの人たちが作るものです。それは完全に、僕のものではありません。アニメが素晴らしいものになったら、それはアニメを作った方々の功績です。僕は原作を提供しただけで、アニメはあくまで彼ら、彼女らの作品なのです。

　僕は直接、間接に、彼ら、彼女らが、ものすごい労力、培ってきた技術、類い稀まれなセンスを投入して、アニメを作っていることを知りえる立場になりました。僕は世界で一番、アニメ『灰と幻想のグリムガル』に期待し、楽しみにしている者の一人です。僕の小説が原作でなければ、期待することも楽しみにすることもなかったでしょう。それは事実です。広い意味で言えば、僕も制作陣の中に含まれるのかもしれない。アニメが成功するために、何かできることがあれば、喜んでやります。でもやっぱり、僕は小説家で、アニメは僕の小説ではない。僕の中ではっきり、完全に区別されているからこそ、僕は単純に、アニメに期待し、楽しみにすることができているのです。

　初めての経験で、いろいろあって落ちつかないけれど、僕はアニメ『灰と幻想のグリムガル』の幸福な視聴者になれそうです。立場上、制作過程を垣間見ているので（これがまた、とんでもなく楽しい。脚本、絵コンテ、各種ラフ等々、どれもこれも、すごいです）、断言できます。本当に、本当に、本当に、素敵なアニメになりそうです！

　さて、紙数が尽きました。編集Ｋさんと白しら井い鋭えい利りさん、ＫＯＭＥＷＯＲＫＳのデザイナーさん、その他、本書の制作、販売に関わった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に心からの感謝と胸一杯の愛をこめて、今日のところは筆をおきます。またお会いできたら嬉しいです。


十じゆう文もん字じ　青あお
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